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第一話　帰還の朝に









　朝露の甘い匂い。

　囁ささやきかけるような葉擦れの音。

　慰めるような、柔らかな木漏れ日。




　世せ界かい樹じゅが私に問いかけ続ける。

　それは誰を救うための物語だったのか？

　大切な願いを、誓いを、何もかも忘れていた私が一番、酷ひどい。




「ごめ……ごめんなさい……っ、カノン」

　巨大な木の根元で、静かな朝の目覚めを迎えていた。

　苔こけ生むす冷たい地面に伏せて、ただただ懺ざん悔げの言葉を吐く。

　胸が焼けるように苦しい。

　世界樹ヴァビロフォスに触れ、私、マキア・オディリールは長い長い夢を見たばかりだ。

　思い出してしまったのは〈紅くれないの魔女〉の記憶。

　五百年前に、このメイデーアという世界で実際に起こった出来事だ。

　そこには伝えられてこなかった歴史があり、誰も教えてはくれなかった物語があり、私が知らなければならなかった真実が隠されていた。

　私が名を与え、我が子のように大事に思っていたカノン。

　あの子と過ごした日々を、約束を、私は忘れてはならなかったのに。

　酷い。酷い。

　カノンを忘れていた私は酷い魔女だ。

　マキア・オディリールとしてこの世に生を受けてから、ずっと、カノンのことをいつか自分を殺す死神のように恐れていた。

　今なら分かる。彼はそれを〝世界の法則〟で強いられていただけなのに。

　何度あなたに殺されても、最後に辿たどり着つく場所で、あなたが幸せならそれでいい。

　そう、私は言ったはずなのに。

「大丈夫？　マキア」

「…………」

　頭を抱え、髪を引きちぎらんばかりに両手でキツく握りしめ、私は顔面を涙でグシャグシャにして泣いていた。

　そんな私の顔を、〈緑の巫み女こ〉ペルセリスが覗のぞき込んでいる。

　彼女は眉を寄せて、とても心配そうな顔をしている。

　私は今、どんな顔をしているのだろう。

「帰還したんだね。今は混乱していると思うけれど、落ち着いて。そうだ。温かいハーブティーを飲む？」

「ダメよ……私、カノンに会わなくちゃ……っ」

「カノンに？」

　ペルセリスは小首を傾かしげた。私は彼女に縋すがるようにして、必死に訴える。

「ねえ、カノンはどこ？　私、謝らなくちゃいけないの」

「え……？」

「私だったのよ！　あの子に名前を与えたのは！」

「…………」

「忘れてはいけないって、何度も自分に言い聞かせていたのに……っ！」

　ペルセリスは最初こそ、取り乱す私の勢いに押され呆あっ気けに取られていた。私が何を喚わめいているのかも、よく分からなかっただろう。

　しかしふと真面目な顔つきになる。

「そっか。本当に、全部、思い出したんだね」

　しばらくペルセリスは耳を澄ましていた。遠くから鳥の鳴き声が聞こえる。

　彼女は大人びた落ち着いた声で、巫女として私を導く。

「カノン・パッヘルベルならヴァベル宮殿にいるようです。世界樹に住まう精霊ベルバードたちが教えてくれました」

「え……」

「いってらっしゃい。あなたにヴァビロフォスの祝福がありますように。メー・デー」

　ペルセリスに後押しされるように、私は立ち上がる。

　そして冷たく湿った苔の上を、フラフラしながら歩き出した。

　この緑に溢あふれた聖なる場所で、何度か木の根に足をとられ転んだりした。しかし膝を擦りむいた痛みを感じないほどの焦燥にかられている。

　膨大な記憶に混乱している場合ではない。

　私はカノンに会って、一刻も早く謝りたかった。







　寝巻きのまま、泣きじゃくったボロボロの顔のまま、カノンに貸してもらったハンカチを握りしめたまま、パラ・メイア大聖堂を出た。そして隣接するヴァベル宮殿の廊下をフラフラと走り回っていた。

　全身泥だらけ、苔まみれの異様な姿だ。

　すれ違う司教やシスターたちが皆みんなギョッとしていたけれど、そんなことは一つも気にならず、構いもせずに。

　廊下の途中でトールと出くわした。

　彼は私の、この姿を見てとても驚いていた。

「な……っ、どうされたのですか、お嬢！」

「……トール」

　トールは朝からしっかりとルスキア王国使節団の制服を纏まとっていて、異国の宮殿で、寝巻き姿でフラフラしている私とは大違いだ。

「お嬢が部屋にいないので捜していたのです。泥だらけではないですか。膝も擦りむいて。それに、どうしてそんなに泣いて……っ」

　トールは制服の胸ポケットからハンカチを取り出し、涙で濡ぬれた私のグシャグシャの顔を拭こうとした。

　だけど私は、なぜかブンブンと顔を横に振り続ける。

「トール。違うの。ごめんなさい」

「……え？」

「私、〝帰還〟したの」

「…………」

「世界樹に触れて、紅の魔女の記憶を思い出したのよ」

　トールはその表情を強こわ張ばらせた。

　彼にとって、私の帰還は一つの恐れだった。

　私はそれを知っていたのに、この時、自分の後悔で心が一杯一杯で、トールのその動揺に寄り添うことが出来なかった。

「カノン！」

　トール越しにカノンの姿を見つけ、私はカノンに駆け寄った。

　カノンはフレジールの軍服姿で、私が世界樹に触れる直前に出会った時とそう変わらない顔つきと佇たたずまいで廊下を歩いていた。

　だけど私はもう、この人に対する印象や認識が１８０度変わってしまっている。

「ごめんなさい、ごめんなさい、カノン！」

　混乱したままカノンの腕に縋り、周囲の目も憚はばかることなく、声を上げて謝り続けた。

「私、やっと全部思い出したの。私、私、私が一番酷い……っ」

「…………」

「あなたに名前を与えたのは私だったのに……っ。あなたのことを、世界で一番大切に思っていたのに！　全部全部忘れて、新しい人生を謳おう歌かしていた。マキア・オディリールとしての人生を」

　あなたはまだ、この世界の法則に囚とらわれているのに。

「許して、許してカノン……っ、許して」

　なぜ許しを請う。

　そんな資格は私にはない。

「違う。違う！　許さないで。ごめん、ごめんなさい。私が一番、酷いのだから……っ」

　側はたから見たら、私はどこかおかしくなったのではないかというような、チグハグな言動をしている。

　トールも呆ぼう然ぜんと私を見ていたし、騒ぎを聞きつけたのか、レピスやネロもそこにいる。

　他にも教国の人々や、フレジールの憲兵たちも、何事だとざわついている。

　大勢の前で、私のような異国の使節団の小娘が、フレジールのカノン将軍に懺悔しているなんて、どう考えても意味が分からないだろうから。

　その一方で、

「離れろ、マキア・オディリール」

　カノンは無感情な声音で言ってのけ、腕に縋り付いていた私を振り払った。

　私は勢いよく床に倒れ込む。

　トールが「お嬢！」と私に駆け寄った。

「カノン将軍、これはいったいどういうことですか！」

　トールが食い気味にカノンに問いかける。

　しかしカノンはトールを一いち瞥べつしただけで、以降は無視し、倒れた私を冷め切った深紅の瞳で見下ろし、こう言った。

「世界樹に導かれ帰還を果たしたのだろうが、前世の記憶に囚われるな。今の俺はもうお前のものじゃない」

「……カノン……？」

「お前も、もうマキリエじゃない」

　はっきりとそう言われ、私は言葉を詰まらせる。

　さっきまであんなに、取り乱したように謝罪の言葉を連ねていたのに。

　そんな時、カツカツと早足で向かってくる、ハイヒールの足音が聞こえた。

　精霊の蝶ちょうが目の前を横切る。尾を引く細かな光の鱗りん粉ぷんを見る。

　そして長い藤色の髪が翻る。

「そうだ。今は妾のものだ」

　シャトマ女王陛下──いつの間にか彼女がカノンの隣に立っていて、へたり込んだままの私の眼前に、愛用の扇の先を突きつけた。

「これだから帰還直後の人間は困る。生まれたばかりの赤子のように泣きじゃくりおって」

「……シャトマ……陛下……」

「〈紅の魔女〉の記憶に人格を乗っ取られたのか？　マキア・オディリール、それではあまりに期待外れだ」

　そして女王は、扇を口元で開き、

「今一度言う。カノンはもうそなたのものではない」

　琥こ珀はく色の瞳を鈍く煌きらめかせ、狼狽うろたえる私に畳み掛けるように告げた。




「今世では妾わらわのものだ。妾からカノンを奪おうとするならば──戦争だ」




　その女王の宣言と眼まな差ざしには、鋭さがあった。

　戦争という単語に、野次馬が一気にざわつく。私もすっかり青ざめてしまっていた。

「ふん。行くぞ、カノン」

　シャトマ女王は踵きびすを返し、カノンを引き連れてこの場を去った。多くの者たちに見られながらも、堂々と、マントを翻して。

　私はというと、瞬きすることもなく、ただただポツンとそこにへたり込んでいる。

　どんどん遠ざかっていくカノン。

　その背中に、かつて我が子のように大事に思っていたカノンの面影を見ながら。

「お嬢、カノン将軍と何かあったのですか？」

「…………」

「……お嬢？」

　トールが戸惑っているのに、その問いかけにも答えられない。

　ただただずっとカノンの背を見送っている。

「マキア、どうしたの？　兄さんに謝っていたけど……」

「マキア、いったい何があったのです？」

　ネロとレピスも心配そうに私の元にやってきた。

　彼らにも何も答えられない。

　だって、ここにいる私以外の人間は、紅の魔女マキリエなど知らない。

　知らない〝誰か〟の懺ざん悔げなんて、どう説明すればいいのか。

「う……うう……っ」

　私は立ち上がることもできず、顔を手のひらで覆って、声を上げて泣いてしまう。

　生まれたばかりの赤子のようだとシャトマ女王はおっしゃった。本当にその通りだ。

　心配してくれている人々を気遣う余裕もなく、言葉すら出てこない。

　記憶のゆりかごに揺さぶられて、揺さぶられて、ひたすらに泣いてしまっているのだから。







　世界樹が私に見せた、私の前世。

　紅の魔女マキリエ・ルシアの物語。

　彼女の人生を辿たどり、死に至るまでの記憶の中で、私は多くのことを思い出し、そして今に繫つながるものを知った。

　自分がこれから、どんな心持ちで、何をすればいいのかすら分からない。

　他人の記憶を覗のぞくだけだと甘いことを考えていた。全然違った。

　私はもうマキリエを他人だとは思えないし、彼女の感情を無視することもできない。今までのマキアではいられない。

　これが、帰還なんだ。

　他人の前世ではない。それは紛れもなく私自身の、一生分の記憶と感情の蓄積だった。

「…………」

　スッと目覚める。

　教国で与えられた寝室の天井を曖昧な視界で捉える。

　ひとしきり泣いて、泣いて、泣き疲れてまた寝ていた。今度は夢を見る間もなくグッスリと寝た。

　頭が痛い。喉が渇いた。

　ベッドから降り、扉の開け放たれたバルコニーから外を見る。まだ外は明るい。

　教国の広場を見下ろすと、何やら人々が多く外に出て、祭りの準備をしている。

「そっか。もうすぐ聖教祭があるから……」

　ポツリと呟つぶやく。我ながら覇気のない声だった。

　私が一人で前世の記憶に囚われ、混乱して、意味不明な懺悔を繰り返していたとしても、私以外の人々は当たり前のように今を生きていて、世界の時は刻々と過ぎているのだ……

　そうしてお腹なかがグーと鳴る。

　そりゃあ、今朝から何も食べてないもの。泣くのだって体力を使う。

　何かお腹に入れたい……

　ちょうどその時、コンコンと部屋の扉がノックされた。

「あの、マキア？　起きていますか？」

　レピスだ。どこか遠慮がちで、様子をうかがうような声だった。

「軽食を持ってきたのですが……その、外に置いておきますね」

　私は慌てて扉を開けた。

「レピス……っ」

「マキア？」

　レピスは部屋の前に軽食を載せたお盆を置き、ちょうど立ち去ろうとしていたところだった。私はそんなレピスに抱きついて、

「ごめん、レピス。私……っ。朝からずっと心配してくれていたのに、ごめんなさい」

　今朝の失態を詫わびた。

　レピスは、そんな私の取り留めのない謝罪に驚きながらも、「いいえ」と私を優しく抱きしめて、頭を撫なでてくれた。

　そしてその囁ささやくような声で、

「もういつものマキアですね。おかえりなさい」

　そう言ってくれた。

「あ、マキア。起きたんだね」

　そこにネロもやってきて、出入り口からひょこっと顔を出した。

　ネロもまた、さっぱりしそうな柑かん橘きつのジュースのボトルを抱えていた。

「顔凄すごいことになってるけど、大丈夫？」

「ネ、ネロ〜」

　ネロも普段と変わらない態度で私に接してくれる。

　たとえ私が〈紅の魔女〉の記憶を取り戻しても、元ガーネットの９班の友人たちにとって、私はやはりマキア・オディリール以外の何者でも無いのだ。







「なるほど。マキアは緑の巫み女こ様の導きによって、聖地の中心部に……あの緑の扉の向こうに行ったのですね」と、レピス。

「そこで世界樹に触れ〈紅の魔女〉の記憶を取り戻した、と」と、ネロ。

「……ええ。大魔術師ロードクラス的に言うところの〝帰還〟ってやつよ」

　私はレピスとネロに、前世の記憶が戻ったくだりと、今朝のカノン将軍に対する私の行動の説明をしていた。レピスが持ってきてくれた味の薄いポテトサラダサンドを食べ、ネロの持ってきてくれた柑橘のジュースを飲みながら。

　流石さすがに前世の内容まで、詳しくは話せなかったけれど……

「…………」

　私は一度、チラリとレピスを見た。

　トワイライトの一族が〈黒の魔王〉だけではなく〈紅の魔女〉の末まつ裔えいでもあることを、レピスはきっと知らないだろう。

　でもこれは言っていいのか分からない。

　流石に、大魔術師の誰かの助言を仰ぎたい内容だ。

「帰還、か。大魔術師クラスは、前世の記憶を取り戻す事をそう言うね。世界樹に触れて、人の一生を辿り、膨大な記憶を取り戻したと言うことなら、今朝のマキアの暴走の意味もわかるけれど……」

　ネロはそう言いつつも、気まずそうにチラッとレピスを見た。

　レピスも少々困り顔になる。

「マキア。言いづらいのですが外では凄い騒ぎになってますよ」

「えっ!?」

「マキアがあの〝死神〟と名高いカノン・パッヘルベル将軍に抱きついて、シャトマ女王陛下の怒りをかった、と」

「う、あ……っ」

　レピスの話を聞きながら、私はすっかり青ざめた。

　ネロが続けた。

「シャトマ女王が『戦争だ』とまでおっしゃっていたからな。これを聞いたルスキア側の人間は随分とヒヤヒヤしているらしい。今朝見たお姿は分身魔法による精霊のミスティなんだけど、陛下のお言葉であることに代わりはないからな。一国の王の『戦争』という言葉は重い」

　ちなみに本物の女王陛下は、フレジール王宮で行われている国際会議に参加中とのことだった。

「ど、どうしよう……っ。私のせいで本当にルスキアとフレジールが戦争になっちゃったら。世界情勢がややこしいことになっちゃう！」

「まあ流石に、同盟国同士で本当の戦争にはならないと思うけれど。シャトマ女王なりの強めの牽けん制せいだとは思うよ」

　私が頭を抱えて震えているので、ネロが何てことなさそうに正論を宣のたまった。

　今になって猛烈な恥ずかしさと後悔が込み上げてくる。

　本当に愚かで軽率な行動だった。

　今の私とカノン将軍の立場を、全く考えていなかった。

　私なんて、守護者とはいえただの学生。

　一方、カノンはフレジールで女王陛下の右腕と名高い将軍閣下だ。

　実際、国の要人に泣いて縋すがり付こうものなら、何か危害を加えるのではと思われても仕方がない。下手したらその場で処刑される事案だ。

　でも、あの時は本当に、そんなこと全く頭に無くて……

　そんな時、ふとレピスの視線を感じた。

　彼女は何か不思議なものを見るように、じっと私の顔を見つめていた。

「……？　レピス？　もしかして私の顔にポテサラついてる？」

　私が手で頰や口元をゴシゴシ拭いたりしていると、レピスは「いえ」と首を振った。

　そして、どこか憂いのある表情で僅かに俯うつむいた。

「……いつかこの日が来るとは思っていましたが、そうですか。紅の魔女の記憶をとうとう思い出してしまったのですね」

　レピスもトールのように、私の変化を心配しているのだろうか。

「でも、マキアはマキアなんだよね？」

「そりゃあ勿もち論ろん」

　ネロの問いかけに全力で頷うなずく。

　しかし答えた後に、首を傾かしげた。

「そう……よね？　混乱はしているけれど、人格がマキリエに変わったような感覚は無いわ。私は私よ。きっとね？」

「どうして疑問形なのですか？」

「いや、だってまだよくわからないのよ。自分ではマキアのつもりなんだけど……」

　額を手のひらで押さえながら、ぐるぐると考える。

　そうだ。感覚的にはマキアと地続きで、他の大魔術師の人たちのように、前世の人格に支配されたような気配はない。だけどやはり、マキリエの記憶や感情を、他人のものとも思えない。そういう不思議な感覚が、今も私の中で揺らめいている。

「でも……帰還の直後だけ、私は確かに〝マキリエ〟だった」

　あの時だけはどうしても、マキリエの最期の瞬間の感情と、今の私が、深く繫がっていた気がする。

　とにかくカノンに対する懺ざん悔げで、頭と心がいっぱいだった。

　それ以外のことを考える余地もないほどに。

「兄さんと、前世で何かあったの？　兄さんは大魔術師クラスを殺して、聖地に遺骸を運ぶ〈回収者〉なんでしょう？」

　ネロが真面目な顔をして尋ねる。

　どうやらネロは、カノンのその役割についても、すでに知っているようだった。

　ルスキア王国からこちらに来た際に、色々と説明されたのだろうか。今後の戦争でも、必要になってくる情報だから……

「そう、ね。……確かにカノンは、五百年前の私の前にも〈回収者〉として現れた。だけどカノンは、私にとって、凄く大事な人だったの」

　今でも、あの塩の森でカノンと過ごした日々を鮮明に思い出せる。

　愛おしい穏やかな日々。私の孤独と寂しさに気がついてくれた存在。

　アネモネの花を差し出しながら、私のことを「優しい魔女」だと言ってくれた。

　大魔術師を殺すという目的を内に秘めていたけれど、殺さなければならないその時まで、私たちの幸せを願い、見守ってくれている存在だった。

　あんなに優しい死神を、私は知らない。

　記憶に浸り、またうっと涙が込み上げる。

　それを誤魔化すように柑橘ジュースをごくごく飲んでいると、ネロが真顔でこんな問いかけをした。

「もしかして〈紅の魔女〉の時代では、兄さんと恋人同士だったの？」

　私は飲んでいたジュースを盛大に噴き出してしまった。

　恋愛ごとに疎うとそうなネロに言われて、驚いたってのもあるけど。

「は!?　イヤイヤ、そんなはずないでしょ！　なんでそうなるの!?」

　全身真っ赤になりながら、否定する。感傷的な涙も引っ込んだ。

　レピスとネロは顔を見合わせる。

「でも、今朝の様子だと、そのようにしか見えませんでしたが……」と、レピス。

「僕も。今の話を聞いてもそう思ったけど」と、ネロ。

「え？　え？」

「何というか、兄さんをマキアとシャトマ女王で取り合っているように見えた」

「…………」

　冷や汗、ダラダラ。

　ネロがはっきりと言ってくれたおかげで、今朝の私の何がヤバかったのかを、はっきりと理解できた。もはや気が遠くなりそうなほどに、頭の中が真っ白になる。

「ねえ、マキア。違うなら、トール・ビグレイツにちゃんと説明した方がいいんじゃない。今朝のマキアを見てから、あの人も何かこう……様子がおかしい。多分かなり誤解していると思う」

「トールさん、あちこちの壁に頭をぶつけていましたもんね……」

「……え……？」

　ネロとレピスの話を聞いて、飛びかけていた意識を取り戻す。

　そしてじわりと目を見開いた。

　そうだ。私はトールに何も説明できていない。

　今朝のトールの表情を思い返すと、彼はずっと不安そうな、動揺したような顔をしていた。

　当然だ。トールは聖地に来てから、私が〈紅の魔女〉の記憶を取り戻すことを恐れていた。黒の魔王と紅の魔女にはお互いに伴侶がいたはずだから、記憶を取り戻すことで、前世の人格や前世の恋に、私が囚とらわれてしまうのではないかと心配していた。

　トールはあんなにも、私が私で無くなる事を恐れていた。

「トール……」

　震える手で口元を押さえる。

　実際は〈黒の魔王〉と〈紅の魔女〉は夫婦だった。

　だけどその結婚は、とても複雑な負い目を孕はらんでいて、私たちは最後まですれ違ったまま死に別れたのだった。

　もしかしたらトールは、〈黒の魔王〉の記憶そのものを思い出していなくても、彼の後悔や心残りのようなものに、すでに気がついているのかもしれない。以前の私にも、記憶の断片を垣かい間ま見みる瞬間はあったもの。

　黒の魔王……トルク……

　彼の最後の手紙には、後妻だったマキリエに対する想おもい、そして来世に対する願いのようなものが、たくさん書かき綴つづられていた。

　あの手紙を読んだ時、私は確かに泣いていたのに。

　帰還を果たして、真っ先に会いにいったのはカノンで……

「……っ」

　私はとてつもない焦りに駆られ、いてもたってもいられなくなり、慌てて部屋を出て行こうとした。しかし自分が寝巻き姿であることに気がつき、それを豪快にガバッと脱いで放り投げた。レピスががっちりネロの目元を隠してくれたので、慌ただしく部屋中を駆け回りながら着替えを終える。

　部屋を飛び出し、急いでトールの部屋に向かう。

　トールに会って話をしなければと思った。

　何をどう説明すればいいのか、それすらも纏まとまらないまま。







　自室にいなかったトールを散々捜し回った。

「トール！」

　やっと見つけたトールはヴァベル宮殿と大聖堂を繫つなぐ渡り廊下で、エスカ司教と何かを話し込んでいた。二人ともどこか深刻そうに眉を寄せていて……

　私が近づいていくと、トールは少し驚いたような反応をした。

「お嬢。お目覚めになったのですね」

「ええ。私、トールに何も説明できてないと思って……っ」

　私はトールに駆け寄る。トールは何ともいえない表情で、今の彼の感情がよくわからず、不安になる。

　更には、すぐ傍にいたエスカ司教がニヤニヤとしながら話に割り込んできて、

「よお、マキア。お前、今朝は随分と派手にやらかしたそうじゃねーか。カノンに抱きついたんだって？　ギャハハ！　そりゃ藤ふじ姫ひめ様に怒られる訳だ！」

「え、えと……それは……」

　こんな時に、拗こじれがちな話を真正面から打ち込んでくる司教様。絶対わざとだ。

「違うの！　違うのよ、トール」

　私は何度か首を振った。

「何が違うのですか？　お嬢」

　いつもと同じように見えて、トールの視線がどこか冷ややかだ。それに声音も単調に聞こえて、ますます焦る。

「その、私とカノンは……何というか……家族のようなものだったというか」

「家族？」

「そう。紅の魔女の時代に、塩の森で一緒に暮らした家族だったの」

　この情報量の不足した話を聞いただけで、トールは何か悟ったような目をした。

「なるほど、そういうことでしたか。ではあの男に〝カノン〟という名前を与えたのは、紅の魔女だったのですか？」

「ええ。そうよ。紅の魔女は前世で〈回収者〉に出会った。その時、その子はまだ子どもで……その子がいつか私を殺すなんて知らずに。出会った時に名前を聞いたら、名前はないと言ったの。だからカノンという名前を与えた。そうして家族になったのよ」

「…………」

　語りながら、気がつく。

　それはまるで、かつてのトールと私の出会いのようでもある。

　私はそれに気がついて、胸がドクンと、嫌な鳴り方をしたことがわかった。

　私に向けるトールの視線がどこか諦めの色を帯びていて、そのスミレ色の綺き麗れいな瞳が、少しずつ曇っていくように見えるのだ。

　以前トールに、どうして私が好きなのかと問いかけたら、彼はこう答えた。

　名前を与えられたからだ……と。

　今までそれは、私とトールだけの特別な関係であり、大事な思い出だった。

「そうですか。俺とお嬢の出会いは……あなたに名前を与えられたこの宝物のような記憶は、決して、俺たちだけのものじゃなかったんですね」

　トールが淡々と言った。

　私はそれを否定することができなかった。

「きっとお嬢にとっては、心の何処どこかにあった、前世の輝かしい記憶の焼き直しだったのでしょう」

「違う……っ！　違うのよ、トール、私」

「いえ、いいんです、お嬢」

　トールは私から視線を逸そらした。

　怒っているようで、悲しんでいるようで、そのどちらでも無いような声音だった。

「何となく、ずっとこうなるんじゃないかと思っていました。漠然と……前世の〈紅の魔女あなた〉は、〈黒の魔王俺〉ではない別の男を最も大切に思っていたのではないか、と」

　そう言って、トールは苦笑する。

「黒の箱ブラック・ボックスを開き、黒の魔王の魔法を使うようになったからでしょうか。それとも黒の魔王の夢を、俺も時々見るからでしょうか。黒の魔王は、紅の魔女に愛されていなかったのだと、俺はなぜか知っていた」

「……トール……」

　私はじわじわと目を見開き、何も言うことができなかった。ただ首を何度も振っていた。

　だけどトールは、悲しげに微ほほ笑えみ、話を続ける。

「カノン将軍と初めて出会った時も、妙な胸騒ぎがあったのです。あの頃のお嬢はカノン将軍に怯おびえていましたが、その一方で、この男は最大の敵である、と俺自身は理由のない警戒心を抱いていた。その直感は、前世から来るものだったのでしょうか。ただただ〈回収者〉というものに対する胸騒ぎでは無かった気がします」

　確かにトールは、ずっとカノンを警戒していた。

　カノンと再会し、私が怯えているのを見て、私を守ろうとしてくれていた。あの頃の私にとって、カノンは一つ前の前世である小お田だ一かず華はを殺した男だったから。

　だけどもしかしたら、トールにはあの頃から、別の胸騒ぎがあったのかもしれない。

「そうですか。やはり彼が、お嬢の運命の人だったんですね」

「トール違うの！　紅の魔女とカノンは、そう言うのではなくて……っ」

　だけど〈紅の魔女〉の時代、最も大事な存在だったのは、確かにカノンだった。

　運命の人というのが何を示すのか分からないけれど、確かに彼との出会いは、私の一つの運命だった。

　紅の魔女マキリエは、最初こそ黒の魔王トルクに恋をしていた。だけどその気持ちが徐々に挫くじかれ、カノンに出会ったことで遠ざかった。トルクへの恋心が私の一番ではなくなってしまった。

　これは、マキリエが母の気持ちを知ってしまったからだ。

　子を思う気持ちは、きっと、恋心を上回るのだと思う。

　だけどそんなことをトールに伝えてしまったら、きっとトールは深く傷つく。私もどう伝えていいのか分からない。

　私が目に涙を溜ためて、言いい淀よどんでいると、

「すみません。俺はまだ帰還を果たせていないと言うのに、知ったようなことを」

　トールが見かねて、先に私に謝った。

「ですが俺はとても臆病な男です。お嬢の傍にいることで、五百年前の真実を知るのが怖いのです。自分がそれを思い出し、心変わりしてしまうことも」

「……トール」

「少し、時間をください。マキアお嬢様」

　トールは私の手を取り、騎士然とした振る舞いでそっと手の甲に口付けると、そのままそっぽを向いてスタスタと私から遠ざかっていった。

　様子を見ていたエスカ司教が「おいおい」と言いながら、トールに駆け寄る。

「お前な、若気を拗らせすぎだ。しかし帰還すれば精神面がもっと成熟する。そういう苦しみとはおさらばできるかもしれないぞ？」

「こんな時に帰還の勧誘をしないでください。殺しますよ」

「はあ。ダメだこりゃ」

　そして司教様はチラッと私の方を見て、やれやれと言わんばかりの呆あきれた顔をした。そしてトールと司教様は二人して何処かへと向かった。

「…………」

　私はというと、その場にポツンと立ち尽くしている。

　一番ダメだったのは、私自身が、今の感情を理解できていないこと。

　だからトールに対して最適な説明ができなかったし、大切な言葉を言えなかった。

　結局私は、今、誰のことを〝一番〟に思っているのだろうか。

　それを、私自身が分かっていない。

「ごめんなさい……トール……っ」

　この恋を忘れない。

　絶対にあなたを一人にしない。

　帰還する前は自信満々にそう言った。

　ちゃんと覚悟して世界樹に触れて、記憶を辿たどったはずだった。

　それなのに、どうしてこんなことになったのだろう。結局私は、本当のところで、覚悟なんて出来ていなかったのだ。




　ごめんなさい。

　私はトールを深く傷つけてしまった。

　片かた想おもいの辛つらさを、私自身、あんなに思い知っていると言うのに。











裏　トール、トドメを刺す。









　俺は人生の節目節目に、いつも考える。

　トール・ビグレイツの人生は、どうしてこうも不運に見舞われるのだろうか。

　大切だったはずのものを、失ってばかりの人生だ。




「ああ、まさか、ドミニクにまた会えるなんて」

　今でこそ〝トール・ビグレイツ〟と呼ばれているが、俺の両親にもらった本当の名前は、実のところ〝ドミニク〟という。

　我ながら似合ってなくて、自分の名を呼ばれている気がしない。

　というのも、教国の敷しき地ち内にある病院で、俺は実の母親と再会したのだった。

「こんなに立派になって……っ」

　自分を産んだ、母と思おぼしき女性が、ベッドに横たわったまま俺にその瘦せた手を伸ばす。

「ごめんね。ごめんね。あの時あんたを手放したこと、あたしずっと後悔して……っ」

　母はすでに死の確定した病に臥していた。

　もってあと数日だと言われていて、そこにたまたま俺が教国にやってきたということらしい。

「あの人もね、病気になったあたしを置いて、どこかに行っちゃった。結局あたし、独りになっちゃった。あんたはいつも、あたしのことを庇かばって、殴られて、あの人から守ってくれていたのにね」

　母は瘦せ細った体をベッドに横たえたまま、俺を見上げて涙を流し、何度も何度も謝罪を繰り返していた。

「ごめんね、ごめんね。守ってあげられなくて」

　正直俺は、どんな反応をすればいいのか分からなかった。

　この人は、確かに俺の母親だ。その面影もあるし声にも覚えがある。それなのに……

　それなのに何の感情も湧かない。

　この人は俺を奴隷商に売った人だ。実際は父が俺を売ったのだが、母だってそれを止めようとはしなかった。

　両親に売り飛ばされた後、俺がどれほど酷むごい目に遭ったのか知らないくせに、母は今更俺に許しを請う。俺を売って得た金のほとんどは父が持って行ったのだと、泣きながら訴えていた。

　だから何だ。こんな時に、こんな場所で母に再会したのは、俺にとって〝不運〟としか言いようがなかった。

　俺は、死を前にする母に対し憐あわれみの感情一つなく、どこまでも冷え切った感情を抱いていたけれど、

「いいえ。俺はあなたを恨んではいません。今の俺がいるのはあなたのおかげです。お母さん」

　光の宿っていない目を細め、微笑みながら母の手を取った。

　母は涙を流しながら、儚はかなく笑顔を返した。俺の本心すら知らないまま、そのままゆっくりと目を閉じる。

　人の魂が、ふっとこの世から離れる瞬間を目の当たりにした気がした。

　息子の俺に許され、見送られながら、母は死んだ。

　それを傍で見守っていたエスカ司教とシスターが「メー・デー」と唱え祈りを捧ささげる。

　暖かな風がふわりとカーテンを揺らし、木の影が壁に映り込んで揺れている。

　よく晴れていて、暖かな日に死ぬ。我が子を金欲しさで奴隷商などに売っておきながら、こんな穏やかな死に際だなんて、何と幸せな人だろうか。

　この人も酷い男に振り回され、きっと色々あったのだろうが……親に売られた俺がどれほどの絶望を感じ、冷たい鎖に繫つながれ、自由を奪われ、人間としての尊厳を削そがれて、激しい痛みと屈辱を受け入れたと思っているのか。

　俺は心の内側で、淡々と、そんな黒い感情を咲かせ続けていた。







「エスカ司教。そしてシスター・メイ。母が大変お世話になりました。まさかこのような場所で母に会えるとは思いませんでしたが……おかげで俺は、自分の母の死を見届けることができました」

　病院を出た後、俺は淡々と、ここまで俺を連れてきたエスカ司教と、シスター・メイという修道女に頭を下げた。

「ううん。本当はドミニクに言うべきか迷っていたのだけれど……これもヴァビロフォスのお導きだと思ったから」

　シスター・メイが涙を拭いながら言う。

　実は彼女は、俺の幼少期に近所に住んでいた母方の従妹のメイで、俺にとっては幼おさな馴な染じみのような存在だった。俺は幼少期、メイの家族に随分とお世話になっていたのだが、父が彼らのいないところで俺を奴隷商に売ったので、メイとはそれきりになっていた。

　メイは今、教国でシスターをしているらしく、母が教国の病院で入院していたのもメイの紹介があってのことらしい。

　俺がこの教国に辿り着いた日、メイが俺のことを大通りで見かけて、俺が従兄のドミニクだと気がついたと言っていた。

　それで慌てて、俺を病気の母に会わせるべきかエスカ司教に相談したらしい。

　メイは俺が、両親によって奴隷商に売られたことを、当然知っている。だから母の病のことを言うべきか、会わせるべきか最後まで迷っていたという。

　だけどこのタイミングで現れたのは運命だと思ったのだとか……

　エスカ司教が目配せすると、シスター・メイは「では私はこれで」と言って、再び病院に戻っていった。俺は彼女に向かってもう一度頭を下げた。

「つーかお前、本名はドミニクって言うのか。似合わねーな」

　エスカ司教は、今まさに母親の死に直面した俺に向かっても、いつも通りの態度だ。

　別に悲しんでいる訳でもないから、気遣って欲しいとも思わないが……

「そう、ですね。俺が両親にもらった名前は、確かにドミニクでした。もうずっと前に捨てた名前で、ほとんど忘れていましたが……」

　俺は、かつて、確かにそう呼ばれていた時期がある。幼おさな馴な染じみのシスター・メイからしても、俺はドミニク以外の何者でもないのだろう。

　だが、ある時から、俺はその名前で呼ばれていたことをすっかり忘れてしまい、今やほぼ他人の名前のような感覚だ。

「まあ、物心ついた時から違和感のある、とても不運な名前でした」

「まーなー。俺は〝命名の魔女〟でも何でもないが、それが最適な名前じゃねーのは何となくわかる。お前もそういうのを感じ取っていたんだろう。そうは言っても、名前はメイデーアという世界において重要な役割があるし、両親から初めて貰もらうプレゼントだ。久々にその名で呼ばれて、けじめもついたんじゃねーのか」

　エスカ司教が、どこか俺の様子をうかがうような目をしていた。

　この人の言う〝けじめ〟の意味を俺は察する。

　この人は、やはり俺を今すぐにでも帰還させたいのだ。お嬢のように。

　だから俺ははっきりと答えた。

「俺は帰還を果たしたくありません」

「それは、自分が自分で無くなるからか」

「分かりません。これ以上、大切なものを失いたくないのかもしれません」

「自分を捨てた親の死が、そんなに応えたのか」

「……いいえ、それは全く」

「なら、マキア・オディリールの帰還がショックだったのか」

「…………」

　今朝のお嬢の、カノン将軍への感情の剝むき出だし方、取り乱し方を見て、俺は心のどこかにずっと抱いていた不安の正体を知った気がした。

「そうですね。今朝のお嬢を見て再認識したのかもしれません。俺もまた、帰還を果たせば、今世の大切な気持ちを見失ってしまう。それが嫌なのです」

　俺はギュッと、胸元を握りしめた。

　今世の大切な気持ち……

　それは紛れもなく、お嬢と出会ったことで生まれた、大切な記憶と感情のことだ。

　俺はあの日、お嬢に出会ったことで、すでに一度生まれ変わっている。

　不運の連鎖を断ち切るように、鎖を焼き切り、俺に手を差し伸べ、新しい名前を与えてくれた。

　あの瞬間、俺はこの世に初めて祝福を見た。

　暗い影を帯びていた視界に光が差し、俺には小さなマキア・オディリールという少女が輝かしい救いの女神に思えたのだ。

　当の本人は、この世界で一番悪い魔女の末まつ裔えいだと言って不敵に笑っていたけれど、それすら輝かしく見えた。

　俺の愛したお嬢は、今もまだあの方の中にいるのだろうか。

　わからない。わかりたくない。

　お嬢は帰還を果たしてから、真っ先にあの男に会いに行った。

　俺じゃない。俺じゃなかった。

　あの瞬間、お嬢の心の真ん中に、俺はいなかった。

　あいつを追いかけるお嬢の姿を、俺は遠い昔から知っている気がした……

「分かっています。世界情勢を思えば、俺は帰還を果たし〈黒の魔王〉の魔術の全てを思い出すべきだ。お嬢一人の心変わりに動揺している場合ではない。あなただって、そう言いたいのでしょう？」

「まあな。お前の空間魔法は特別だ。精霊魔法を扱う俺様たちには及ぶことのできない、戦争向きの驚異的な力を持っている。それをさっさと全力全開で使えるようになってもらいたい気持ちはある」

「…………」

　エスカ司教は正直に宣のたまった。

　そりゃあ、目の前にいるエスカ司教や、あのシャトマ女王、そしてカノン将軍のように、国家の未来のために動いている人間からすると、俺の悩みや葛藤なんてちっぽけに思えるだろう。ユリシス殿下だってそっち側の人間だ。

　俺の、個人の恋愛感情など二の次だと言いたくなるだろう。

「あなたは司教のくせに、俺に帰還を果たし、戦争で多くの人を殺す脅威の力を手に入れろと？」

「皮肉を言うな。敵はあのトワイライトだ。お前の力がないと対抗できない場面があると言っているんだ」

「大魔術師がご謙遜を。帰還を果たせば、あなた方のように無慈悲で合理的な、大人の判断ができるようになるのでしょうか？」

　皮肉が止まらないのは、きっとエスカ司教が何だかんだとそれを聞いてくれているからだろう。

　俺は子ども扱いされている。わかっていても、吐き捨てるように言ってしまう。

　だけどエスカ司教は怒るでも叱るでもなく、

「何言ってやがる。お前の目に俺たちがどう映っているのか分からねえが、俺たちだって個人的な大切なもの、大切な人のために動いている」

「…………」

「あのユリシスとかいう腹黒王子だってそうだぜ。超絶自己中だ。自分の目的のことしか考えてない。つーか大魔術師ロードクラスなんてみんなして自己中の集まりだ。個人的な願いのために選択し、今世こそ後悔のない人生を送りたいと思っている。お前がお前のことに精一杯で、気がつかないだけだ」

「ユリシス殿下や……他の大魔術師も？」

　今世こそ後悔のない人生を……

　要するに、誰もが前世に後悔を抱いているのだろうか。

　大魔術師たちの願いとは、何なのだろうか。

「ではエスカ司教。あなたはどうなのですか？　何の目的のために動いているのです？」

「俺か？　俺はまあ……」

　エスカ司教のことだから堂々と語るかと思ったが、僅かに視線を逸そらした後、

「救ってやりたい奴が、一人いる」

　珍しく静かな口調でそう言った。

　俺は眉を寄せる。意外な答えのようで、この人らしいとも思った。

「それは、記憶を思い出したからこその目的なんですか？　大事な人なのですか？　というかあなたは、いつ頃に帰還を果たしたのですか？」

　俺は刺とげ々とげしく質問を重ねた。

　しかしエスカ司教はそんな俺に対しても、どこか諭すような口調で真面目に答えた。

「俺は赤子の時から帰還していた。要するにほぼ生まれた時から前世の記憶を持っていた。何度生まれ変わっても、俺は聖地に生まれ、そして生まれた時から一つ前の前世の記憶を持っている。神話時代から定められた、そういうポジションの大魔術師だ。……言ってしまえば新しい人格を育はぐくむ機会がない」

　何とも達観した物言い、表情だ。

　この人は普段こそ騒がしく喧やかましいが、やはりユリシス殿下と同列の、大魔術師たる余裕がある。俺とは違う。

「だが、せっかく新しく生まれ変わったんだ。違う人生を歩もうと試みることはある。なりたい自分になろうとすることはできる。俺様も前世からガラッとキャラ変したしな」

「…………」

　キャラ変……

「お前のその歳としまで人生を積み上げて、人格を形成した後で、前世の記憶を取り戻すことは大魔術師たちの歴史上でもあまりない。カノンはおそらく……前世の記憶や人格にとらわれない大魔術師を求めているんだと思うぜ」

「カノン、ですか」

　俺はそっけなく答えた。あの人の思惑通り、今の俺は、前世と今世の狭はざ間まで悩み苦しんでいるとでも言うのだろうか。

「しかしまあ、ヴァビロフォスに触れ、膨大な記憶のゆりかごに揺さぶられたら、誰だって自分を見失い、混乱する。マキア・オディリールが心変わりしたのかどうかは、まだ判断してやるな。オメーがあいつを信じないでどうする」

「…………」

　でも、司教は知らないでしょう。

　俺の中に昔からあった予感や焦燥を。

　今朝のお嬢の表情を見て、言葉を聞いて、なぜか欠けていたパズルのピースがカチッとハマったような感覚があった。

　……ああ、やはり。

　まだ何も知らないくせに、そんな確信があった。これがどこからやってきたのかと言うと、やはり、俺の前世からなのだろう。

　黒の魔王は紅の魔女に片かた想おもいでもしていたのだろうか。

　その恋に破れたのだろうか。

　恋こい仇がたきは〝カノン〟だったのだろうか。

　なぜだろうか。

　どうしてもカノンに敵かなわない気がする。

　すでに敗北感がある。背後から、知らない男に「諦めろ」「身を引け」と囁ささやきかけられている気がするのだ。お嬢の恋心を縛り付けるな、と。

　もういっそ、俺も帰還を果たして、真実を知った上でこの恋心にトドメを刺した方がいいのかもしれない。

　そうすれば、俺は、お嬢を諦め切れるのかもしれないから。




　だけどお嬢を諦めてしまえば、俺はもうひとりぼっちだ。

　家族もない。家もない。故郷と呼べる場所もない。

　この世界で一番大切だと思っていたお嬢、そしてオディリールの人々、デリアフィールドのあのお屋や敷しき、塩の森……

　帰りたいと思っていた俺の居場所を、やっと見つけた宝物を、全て失ってしまうのだ。




　巨大な世界樹の枝葉が風に揺れ、さわさわと、頭上で常に葉擦れの音を響かせている。

　この音が、常に心をざわめきたてる。

　心の奥底を見透かされ、暴かれているような心地だった。











第二話　女王のお茶会









　私はトールを傷つけた。

　トールが一番言って欲しかった言葉、否定して欲しかったことを、何一つ言えなかった私が悪い。

　だけどトールは五百年前の事実を知るのを恐れている。

　いったいどうすれば、何と言葉をかければ、トールの誤解が解けるのだろうか。

　誤解。誤解とは何だろう。

　そもそも私は、トールに何を伝えたいのだろうか。

「私は結局、何が一番大切で、誰が一番好きなんだろう……」

　窓際の椅子に座り込み、暗い部屋でポツリと呟つぶやいた。

　教国の就寝時間は早く、すでに大半の灯あかりは消えている。世界樹の傘に覆われた国だから、星空はほとんど見えないけれど、その代わり世界樹を住まいにした精霊たちが、淡い光を放っていて、まるでオーロラのような魔力の流れを目視することができる。

　今の私には綺き麗れいすぎる光景で、何だか泣きそうになってしまった。

　今世、私が恋をしたのは間違いなくトールだ。だからすれ違うと辛つらい。

　その一方で、前世の私が囁きかける。あの誓いを絶対に忘れるな、と。

　カノンを救う。

　その誓いを人生の第一条件に掲げるのであれば、トールとの恋は諦めた方がいいのかもしれない。だってトールに失礼だ。

　トールが望んでいるのは、デリアフィールドでの穏やかな日々。

　世の中を平和にして、私と一緒にそこに戻ること。

　人生の目標が、帰還した私と、帰還していないトールとでは違ってきている……

「おい、マキア！」

「ぎゃあ、エスカ司教!?」

　エスカ司教がノックもせずに私の部屋の扉をバタンと開け、突入してきた。

　私は就寝前の薄手の寝巻き姿だったので慌ててしまう。

　しかしエスカ司教はそんなこと構わずズイズイと傍にやってくると、私に向かって何かを差し出した。

「藤ふじ姫ひめ様からお茶会の招待状が来ている」

「えっ!?　女王陛下から？」

　こんな夜更けに……？

「陛下はお前に話があるそうだ」

「……え」

　ますます涙目になる。

　今朝、あんなことがあったからお叱りを受けるに違いない。







　身なりを整え、エスカ司教に連れられてシャトマ女王陛下の滞在している部屋に向かった。ヴァベル宮殿の長い廊下を歩きながら、私はガクガクブルブルと震えている。

「何、そう警戒するな。プライベートモードの藤姫様は大層お優しく、お可か愛わいらしい」

　私はチラッとエスカ司教を見上げた。

「エスカ司教でも女性を可愛いとか思うんですね」

「当たり前だ。藤姫様は世界一可愛い」

「…………」

　確か、藤姫と聖せい灰はいの大司教は三百年前からの関係らしいけれど、実際はどのような関わりがあったのだろうか。

　紅の魔女、黒の魔王、白の賢者のように、彼らにも長い年月をかけて築き上げた関係があるのだと思うけれど……

「それはそうと、トール・ビグレイツの母親のことを聞いたか？」

「トールの……母親のこと？」

　何のことだかわからず、私は「いえ」と首を振った。

　エスカ司教が珍しく神妙な顔つきになる。

「あいつの母親が病でこのヴァベル教国の病院に入院していたのだが、ついさっき亡くなってな。神に召されるその瞬間を、トール・ビグレイツは母と共に過ごした」

　私はじわりと目を見開く。そして思い出す。

　夕方頃、エスカ司教とトールが深刻な表情で何かを話し、一緒にどこかへ向かっていた。そんなことになっていたなんて知らなかった。

　私は口元を押さえながら、

「……知りませんでした」

　震える声で答えた。

　今のトールを襲う喪失感を、理解できない私ではない。

　トールは元々、実の両親に対し複雑な感情を抱いていた。空の上から故郷が見えただけでも、どこか気持ちが乱れ、沈みがちになっていた。それでも血の繫つながった母親の死に、心を痛めるに違いない。

　こんなところで、こんなタイミングで、母親の死に目に会うなんて。

「私、私、トールのところに行かないと……っ」

「待て！　あいつはしばらく、部屋で一人になりたいと言っていた。特にお前には会いたくないそうだ」

「…………」

　私に会いたくない……？

「お前の帰還と、母の死が重なって、トール・ビグレイツは不安定だ。やはりまだあいつを帰還させない方がいいか。心の安定した時ですら、お前みたいになるからな」

　グッと表情を歪ゆがめ、私は「そうですね」と単調に答えた。

　確かに私は、とても健全な心理状態であの聖域に踏み入り、そして様々なことを覚悟して世界樹に触れ、記憶を取り戻した。

　それでもあんなに心を乱されてて、人目も憚はばからず泣きじゃくった。

　母を亡くしたばかりのトールに、あの記憶を取り戻させるのは酷だろうし、私も思い出して欲しくないと思ってしまった。

　どうしてトールばかり。

　さまざまな事情が、トールを追い詰める。

　そのうちの原因の一つは私なのに、私は……

　私に会いたくないというトールに、私ができることは何だろうか。







　ふと廊下の雰囲気が変わった。

　どこからか、異国を思わせるお香の匂いが漂ってくる。

　奥の方から蛍光色の一粒の光が漂ってきたかと思うと、それが私たちの目の前で止まった。ああこれは、蛍の精霊だ。

「ここから先はお前一人で行け。藤姫様の蛍の精霊・フィーレがお前を導いてくれる」

　エスカ司教はそう言うと、私を置いてさっさと来た道を戻ってしまった。

　私は案内役の蛍の精霊の光に導かれ、普通であれば訪れることすら敵わない、フレジール皇国の女王陛下の宿泊する部屋の前に向かう。

　重々しい、立派な扉にはフレジールという大国の紋章が刻まれている。

　おそらく、古い時代から教国に備えられているフレジール王族専用の部屋なのだろう。

　呼吸を何度も整え、扉をノックした。

「シャトマ女王陛下。マキアです」

　すぐに「入れ」と返事がある。

　同時に、部屋の扉が勝手に開いた。

　部屋の中は薄暗く、やはり甘い匂いのお香が焚たかれていて、モワモワと湿度の高い空気に少し咳せき込んでしまった。

「ようこそ、マキア」

「……シャトマ女王陛下。お招き頂きありがとうございます」

　私はスカートをつまみ、頭を下げた。

　シャトマ陛下はというと、すでに軍服を脱ぎ、艶のある絹の寝巻き姿でソファに横たわっていらっしゃる。

　片方の肘を立て、その腕で頭を支えながらも、まったりと果実を頰張っていて……

　その姿は以前、ルスキア王国の夜会で初めて出会った時の姿を思い出させる。

　あの時はまだ、このお方が大国の女王だとは知らずにいた。

　大魔術師〝藤姫〟の前世を持つ存在だとも……

「言っておくが、今こ宵よいの妾わらわは陛下ではない。姫だ」

「へ？　姫？」

「妾はプライベートの時は〝姫〟と呼ばれたいお年頃だ。ここのところを間違えると、妾は癇かん癪しゃくを起こすぞ」

「で、では、シャトマ姫」

　もう怒らせる訳にはいかないので、言われるがまま姫と呼ぶ。

「その、陛下、じゃない、シャトマ姫。今朝は大変な無礼を働き、本当に申し訳ありませんでした。私、とても混乱していて」

　私はダラダラと嫌な汗を流し、言葉を慎重に選びながら、頭を深く下げて謝罪する。

「悪いのは全部私です。だからその、国際問題にだけは……っ」

「国際問題？　ああ、戦争と言ったからか？　あっはははは」

　シャトマ姫は自身の太もものあたりを叩たたきながら、ケラケラと大笑いしていた。

「最も大切な同盟国と戦争なんてする訳が無かろう。そんなことになったら妾がユリシスを敵にまわすことになる」

「……え」

「精霊魔術師としての腕前はユリシスの方が遥はるか上。あれを敵にするほど、妾は愚かではないぞ」

　そうだったんだ。凄すごいな。

　ユリシス先生は、存在そのものが戦争の抑止力なのだ。

「ふふ。妾が今朝そなたに告げた戦争とは、女と女の戦いのことだ」

　シャトマ姫の鋭い視線に、私は再び青ざめる。

　それはそれで、勝てる気のしない恐ろしい戦争だ。

　私が小動物の如ごとくガクガクブルブル震えていると、シャトマ姫は自身の顎を撫なでながら「ふむ」と呟く。

「紅くれないの魔女の記憶が戻ったというから、もっとこう、高慢ちきな女になっていると思っていたが、お前は何というか、マキアのままだな」

「え……？」

　高慢ちき??

「まあいい。そもそも帰還直後なんて誰でもあのようになる。妾も世界樹の前でジタバタ暴れて号泣したし、お前のようにカノンを探した。見つけた直後は縋すがり付ついた。お前のようにひたすら懺ざん悔げした訳ではないが」

「…………」

　要するに、シャトマ姫の前世〝藤姫〟の時代にも、カノンは現れ、彼女と時代を紡いだということなのだろう。

　そこのところも気になるけれど、シャトマ姫はまず、今もまだ突っ立っている私に向かって扇の先を突きつけた。

「ほれ、そんなところに突っ立ってないで、そこに座れ。紅の魔女の記憶は貴重だ。お前には確認したいことが山ほどある」

　シャトマ姫は私を、彼女の向かい側にあるソファに促した。

　言われるがままそこに座り、ちらっとシャトマ姫を見る。

「あの。シャトマ姫は、紅の魔女とカノンの関係をご存じなのですか？」

「ああ、そなたとカノンのことは聞いている。あやつは前世で紅の魔女の世話になり、母と息子のような関係を築いたと。そう言っていたぞ」

「カノン……が？」

　あのカノンがシャトマ姫に、私たちの関係をそう伝えていたことに少し驚いた。

　母と息子のような関係だと言うのは私の一方的な願いであり、カノンはそう考えてはいないだろうと思っていたから。

　本人も、私のことを母だとは思っていないと言っていたのに。

「あの。シャトマ姫も、三百年前にカノンと出会ったのですか？」

　三百年前。紅の魔女たちの生きた時代から、少し後の時代。

　藤姫としてこの世に生まれた彼女は、いかに生き、どのように死んだのか。

　その人生の中で、どのように〈回収者〉のカノンと出会ったのか。どんな関係を紡いだのか……今の私はそれがとても気になっていた。

　シャトマ姫はトロッとした甘い香りのする飲み物を、私の前に置かれたグラスに注ぐ。

　そしてどこか懐かしそうな声音で言った。

「ああ。三百年前、あいつもまた妾の前に現れた。妾をいつか殺すために」

　シャトマ姫が「飲め」と言うので、私は注いでもらった飲み物を一口飲む。

　甘くまったりした冷たい果実のジュースだ。何の果実だか分からないけれど、酸味がなく飲みやすい。

　さっきまでソワソワしていた私も、やっと少し落ち着いた。

「その……もしかして、カノンとは深い関係だったのですか？」

「深い関係？」

「その、要するに、恋人だったのですか？」

　今もずっと一緒にいるし、私にカノンを渡さないと言った時のシャトマ姫の顔は本気だった。

　しかしシャトマ姫はキョトンとして、後に、

「アッハッハ。アッハッハッハ」

　何か凄く面白いことでもあったかのように、再び大笑いした。

　ソファの上で転げ回りながら。

「そう見えたか？　だが近いようで最も遠いな」

「……遠い？」

「お前とカノンの逆だ。カノンが父で、妾が娘だった」

「…………」

　私はジワリと目を見開く。

「三百年前の妾もまた、このフレジール皇国の姫だった。しかし魔力の高さゆえに、父王に酷ひどく疎まれていた。紅の魔女が世界の中心に大穴を開けた直後の時代だ。大きな力を持つ魔術師という存在が、酷く恐れられていた時代でもあった」

「あ……っ」

　確かに私たちはあの時代、人間を敵に回して戦っていた。

　最後なんて、私は世界の中心で大爆発を引き起こして死んだんだもの。

　あの場所の大半は湖だったとして、被害者は絶対にいたはずだし、荒廃した大地のせいで生活できなくなった人々もいただろう。

　私はメイデーアという世界の人々に恨まれ、恐れられても仕方のないことをしたのだ。

　その後の世界で、フレジール皇国において魔術師は冷遇されたという。時代というのはぶつ切りではなく、ずっと繫つながっているのだと思い知らされる。

「まあそれは良い。前世の話だ」

　シャトマ姫は何てことなさそうにそう言って、話を続けた。

「それで、父王の刺客に殺されそうになっていた幼い妾の元にカノンが現れ、妾を助けた。妾は王宮から連れ出され、カノンと共に世界を旅したのだ。妾がのちに聖女・藤姫と呼ばれ、この国に革命を起こすまで……」

「…………」

「あの時代、カノンは妾を娘のように大事に育ててくれた、父のような存在だった」

　シャトマ姫はとても優しい声音で語った。

　伏せられた琥こ珀はく色の瞳の奥に、前世の記憶への懐かしさ、愛おしさが感じられる。

「聖灰の大司教様もそうだ。大司教様は前世も教国生まれで、聖地に遺骸を集める回収者の役目を最初からご存じだった。故にカノンに敵対することなく、最初からあいつの事情に寄り添う味方だった。カノンの回収者としての役目を、いつも『かわいそうだ』と憂いていた」

「……あの、エスカ司教が、ですか？」

　私は意外な話を聞いた気がした。

「ああ。あの方は前世では今のようにはっちゃけてはおられず、見た目も性格も絵に描いたように清らかな聖者だったのでな」

「え？　え？」

　そんなエスカ司教はまるで想像ができない。

　何があってあんな悪魔のような見た目と口調になってしまったのか。

「それに、妾にとっては、甘々の祖父のような存在だった」

「…………」

　先ほど、エスカ司教が「藤姫様は世界一可か愛わいい」と言っていた。

　私はエスカ司教のような人が、女性を可愛いとか思うんだな、と不思議に思っていたけれど、そりゃあ孫娘と思っていたならば可愛いに違いない。

　藤姫という聖女を中心に、父のようなカノン、そして祖父のような司教様がいて、彼女の後ろ盾をしていた。要するにそう言うことだ。そしてその構図は今世も変わらない。

　この人たちは、関係性が前世とひたすら地続きなのだ。

　まるで前世の続きを、この時代にやっているようなもの。

　三人の信頼関係が揺るぎない訳だ。

「…………」

　しかし私は、ふとあることに思い至る。それに思い至った時、ヒヤリと胸を撫でる怖おぞ気けが立った。

　そして膝に置いていた手をぎゅっと握りしめ、

「あの。シャトマ姫。カノンはもしかして、娘のように大事にしていたあなたを殺したのですか？」

　そう、尋ねた。

　カノンが大魔術師に近づく理由は、ただ一つ。

　どんなに良好な関係を築いたとして、最終的に、その者を殺して聖地の棺ひつぎに遺骸を納めるためだ。ゆえに彼は〈回収者〉と呼ばれている。

　しかしシャトマ姫は首を振った。

「いいや。カノンは妾わらわに手を下していない。妾がそうはさせなかった」

「え……？」

　シャトマ姫はどこか切なげに眉を寄せる。

「カノンにそんなことをさせたくなかった。だから妾は、自らが歴史に残るような、意味のある処刑を企てたのだ」

「…………」

　それは、誰もが歴史の授業で習うような、三百年前の〝藤姫〟の最期。

　聖女・藤姫は最終的に、国に対する謀反の罪で断頭台に上がり、ギロチンで首を落とされ処刑された。しかしそれすら、彼女が仕組んだ自身の最期だったということか。

　私は自身の最期を思い出す。

　自分の胸に、大魔術師を殺せる金の短剣を突き刺し、魔法を使って自爆した。

　あの時の私と同じように、藤姫もまた、カノンに自分を殺させたくないと考えたのだ。

　カノンにそうさせなかったのは、藤姫のカノンに対する、強い愛だ。

　それは私のものと似ていて、少し違う形をしているのかもしれない。

「あ、だが、大司教様も同じようなものだぞ。カノンに自分を殺させたくなかったから、あのお方も自ら命を絶ったのだ。妾たち三人は、三百年前の同胞であり仲間であり、家族のような関係だった」

　シャトマ姫は、懐かしいような愛おしいような顔をして、語った。

　それは紅の魔女、黒の魔王、白の賢者、そしてトネリコの救世主とはまるで違う関係性。

　だけど私たちと同じように、藤姫、聖灰の大司教、そして回収者カノンにも長い物語が存在している。

　そうか。だからカノンは今もこの人たちと一緒にいるんだ。

　カノンにも、心から信頼できる仲間たちがいたのだ。

　そう思うと何だかホッとして、それでいて、切ない気持ちになった。

　自分には与えられなかったものをこの人がカノンに与えてくれたのだと思うと、嬉うれしくも悔しい。だけどやはり、嬉しいと思ったりする。

　私はあんな終わり方をさせてしまった。それしかできなかった。

　だけどその後も、カノンは自身の〈回収者〉としての役目を絶え間無くこなしていて、その間に、カノンを理解し、優しくしてくれた人たちがいたのなら……

「私はカノンの母親のような気持ちでいましたけれど、そんなことないのかもしれません。カノンにとっては私たちの時代は〈回収者〉として巡った時代のほんの一つに過ぎない。私と過ごした時間なんて、本当は、カノンにとって大したことないのかも……」

　私だけが大げさに捉えて、大げさな反応をしてしまっていたのかもしれない。

　それならば、今朝のカノンの素っ気なさも理解できる。

　こいつ何マジになってんだ、と思われたかも……

「はっ、何を言うか」

　しかし、シャトマ姫は手元の扇をピシャッと閉じた。

「お前がカノンを我が子のように愛したから、カノンも妾を我が子と思って愛してくれたのだ。親子の愛は繫がっていくのだから」

「親子の……愛？」

　言葉にし難がたい胸の高鳴りがあり、私は思わず胸元を握りしめた。

　泣きそうになってしまった。私のカノンへの愛情が藤姫に繫がっていたのなら、たとえそれが血の繫がりでなくても、紛れもない〝親子の愛〟だと思えたからだ。

　しかしシャトマ姫はどこかおちゃらけた口調で、

「さしずめ、お前は妾にとっては祖母のようなもの。なあに、お祖母ばあ様。老後の面倒は妾がちゃんと見てやる！　期待しておれ！　アッハッハ」

「ろ、老後……」

　今の私ってシャトマ姫より年下よね……？

　感傷的な涙も引っ込んだ。知らないうちに、とても偉くてお金持ちで美人な孫ができていたなんて。老後が安心すぎる。

　シャトマ姫は戸惑う私をよそに、姿勢を変えながら、

「それで、トール・ビグレイツとはどうだ？」

　あまりにもサラッと話題を変えた。

　私もぴくりと肩を震わせた。

「あやつ、帰還を拒んでいるそうではないか。教国で母が亡くなったとも聞いたが、見た目の割に女々しい男だな」

「そんなこと……っ、そんなことないです！　トールはとても立派な騎士なんです。今ちょっと不安定なだけで。それも、全部、私のせいで……っ」

　言いながら、声がどんどん小さくなっていく。

　シャトマ姫は「ふむ」と顎を撫なでた。

「なるほど。前世にどんなトラウマがあるのやら」

「きっと、シャトマ姫は紅の魔女と黒の魔王の前世の関係を、カノンに聞いていて、ご存じだと思います。私たちは一応、夫婦でした。でも最後まで擦れ違った夫婦でした」

　視線を落とし、焦点の合わない視線の奥に、黒の魔王・トルクの姿を見る。

「トールの魂は、それを覚えているのだと思います」

　彼が最後に私に向けた背中を、今も鮮明に覚えている。

　彼が私に残した手紙だって全部思い出せる。

　彼に先立たれ、雪原の中、あんなにも泣いてしまったのに。

「それなのに私、帰還した直後は、カノンのことで頭がいっぱいでした。トールのこと、全然見てなかった」

　例えば自分がトールの立場だったなら、どう考えても、この人の心の真ん中に自分はいないと感じ取る。

　前世の記憶を思い出した直後に、好きな人が自分以外の人を、ひたすら追いかけ見つめていたなら……

「トールはきっと私に失望したのです。私が、約束を守らなかったから」

　あんなに簡単に、前世の記憶や想おもいに囚とらわれた。

　トールはずっと不安に思っていた。私が前世の〝運命の人〟に出会ったら、今の気持ちを忘れてしまうのではないか、と。

　でもそれは、運命の人と言うにはあまりに複雑な関係で、複雑な感情だった。

　ある意味で、運命の人以上に切り捨てることのできない、前世の誓いがある。

　シャトマ姫は葛藤に苦しむ私を横目で見ながら、甘い果実のドリンクをちびちびと飲んでいた。

「言っておくが、お前にとって〝カノンを救う〟というのが、忘れてはならなかった前世の誓いだというのなら、それは妾も同じだ。そして大司教様も。お前の誓いは何もお前だけのものではない。また、お前一人で叶かなえられるものでもない」

　それを聞いて、私は顔を上げた。

　そうだ。そもそも私より先に、シャトマ姫は私たちにそれをお願いしていた。

　あの日、ルネ・ルスキア魔法学校の封印が解かれた時に。

「神話時代の我々が、カノンという男に大きな役目を押し付けた。その役目から解放してやりたいのであれば、我々は力を合わせるべきなのだ」

「力を……合わせる……」

「そうだ。ゆえにお前は、それを一人で抱え込もうとする必要はない」

　カノンを救いたいのは私だけではない。

　カノンを救いたければ力を合わせる。

　その認識は、今の私にとって大きな衝撃だった。

　私はどこかで、一人でそれを成し遂げなければと思っていた。マキリエの誓いや懺ざん悔げの気持ちを痛いほど思い出したから。

　だけどカノンを大事に思っているのは、そもそも私だけではない。私だけだと思ってはいけない。

　そう考えると、私は〝マキア〟が見えてくる。

　マキリエの時代から引き継がれたものに囚われるのではなく、マキアの時代に築いた大切なもの、今世の私が大切にしたいものが、自然と見えてくるのだ。

「改めて問おう。今世のお前にとって、一番大事な人間は誰だ？」

「私の……一番大事な人……」

「問い直そう。何の記憶もない状態で、お前が最初に恋をしたのは誰だ？　それが結局、答えなのではないか？」

「…………」

　ゆっくりと目を見開く。

　そうだ。私はどんな時代でも、必ず最初に、あの人に恋をする。

　トルク・トワイライト。斎さい藤とう徹とおる。

　そして私が名前を与えた、トール。

　何度生まれ変わっても、私は必ずその人に恋をする。

「……トール……っ」

　それを意識した時、ボロボロと大粒の涙が溢あふれた。

　幼なごころの純粋な時代に、必ずその人に惹ひかれてしまう。

「だけど私、きっと、トールに嫌われた……っ！」

　今更トールに、あなたが一番好きだと言っても、きっと彼の心に響かないと思う。

「トールはきっと私から離れていく……っ」

　過ぎた時を巻き戻すことはできない。

　かつてトルクの手紙にも書かれていた言葉だ。

　今ならば、あの時のトルクの葛藤や後悔を理解できる。一度離れた心が元に戻ることがないことを、私だって嫌というほど知っている。

　シャトマ姫は起き上がり、泣きじゃくる私の元にやってきて、その腕で優しく頭を抱きかかえてくれた。

「よいよい。恋の悩みは、どんな大魔術師にも付きまとう。世界を変えるような大魔法を使えても、たった一人の、想い人の心すら手に入れることができないのだ。こればかりはどうしようもない」

　その声がどうにも切ない。不思議な説得力がある気がして、私は彼女の腕の中でポツリと問いかけた。

「……シャトマ姫にも、経験があるのですか？」

「そりゃあ、妾だってずっと片かた想おもいをしているからな」

「…………」

「その人は決して、妾を一人の女とは見てくれない」

　その相手は誰、と、聞くまでもない気がしていた。

　そうか。そういうことだったのか……

「あっ、そうだ！　乙女の恋バナは風呂でするのがセオリーだ。という訳で一緒に湯浴みでもしよう。そうしよう」

「え？　ええ？」

　そんなセオリー、聞いたことないけど。

「散々泣いて、顔面が凄すごいことになっているからな。そんな顔で好いた男に会いに行くわけにもいくまい。さあ立ち上がれ、お祖母様」

　シャトマ姫は無邪気な笑顔を見せ、私を立ち上がらせて手を引っ張って、この部屋の立派なバスルームに連れて行った。

　よろよろフラフラした私を、支えながらバスルームに連れて行って下さる姫君は、確かに私の理想的な孫娘だった。











第三話　後悔のない世界









　こんな形で、まさかフレジールの女王様とお風呂に入ることになるとは……

　私は体つきが貧相な方ではないけれど、完璧なプロポーションの姫様を見てしまったからには、もう、ね。

　堂々とさらけ出せるほどの自信などない。脱衣所の端でもじもじしてしまう。

「ほれほれ。恥ずかしがってないで早く脱がぬか」

「ぎゃーっ、やめてください！」

　すでに真まっ裸ぱだかなシャトマ姫に衣服を脱がされる。

　恥ずかしさで顔を真っ赤にさせていると、私のシャツを開いたシャトマ姫の目が大きく見開かれた。

「…………え？」

　そして彼女は、らしくない声を漏らし、強こわ張ばった表情をした。

「シャトマ姫……？」

「マキア。そなた、紋章が消えかけておるぞ」

「え？」

　最初、何を言われたのかよく分からなかった。

　とりあえず脱衣所の鏡を見て、自分の胸元を確認する。

　すると確かに、守護者に選ばれた者にのみ浮かび上がる〝四し光こうの紋章〟が端から消えかけている。全体的に薄いし、以前のような光を帯びた感じや、存在感がない。

　本来であればもっとこう、見ただけで目を奪われるような、絶対的な存在感がある。

　だけど今の私の紋章にそれはない。治りかけのアザでも見ているようだ。

「……本当だわ。どうしてかしら。私が帰還したから？」

　私はその消えかけた紋章を撫で、首を傾かしげた。

　本来であれば大魔術師ロードクラスは守護者に選ばれない。以前、そんなことをエスカ司教が言っていた気がしたので、私が帰還したせいだとばかり思ったのだけれど……

　しかし私のポカンとした表情とは裏腹に、シャトマ姫は眉間にギュッとシワを寄せ、とても険しい表情でいる。彼女は脱いだ服を改めて着ながら、

「そなたも服を着ろ。カノンを呼ぶ」

　淡々とそう言った。その時の声音には静かな威厳があり、もう姫ではなく女王モードだと思わされた。

　しかしこの時、私はまだ、ことの深刻さに気がついていなかったのだった。







　その後、私とシャトマ女王のいた部屋に、カノン・パッヘルベル将軍が呼ばれた。

　こんな夜中だと流石さすがに軍服を脱いだラフな格好で、それが塩の森で過ごしていた頃の彼を彷ほう彿ふつとさせる。私は今朝のこともありとても気まずかった。

「夜更けにすまないな、カノン。急を要するのでな」

「構わない。何ごとだ」

　シャトマ女王は横目で私を見る。カノン将軍も私に視線を向けた。

「マキア、紋章を見せよ」

「え？　は、はい」

　私は少し恥ずかしがりながらも、シャツのボタンを外し、カノン将軍を前に胸元の紋章を晒さらす。

「これは……」

　あのカノン将軍が、ゆっくりとその目を見開いた。

　それはシャトマ女王と近い反応で、やがてカノン将軍の目が細められる。

「マキア・オディリール。もういい。ボタンを留めろ」

「は、はい！」

　私が胸元のボタンを留める一方で、カノン将軍はシャトマ女王に目配せをしていた。

　シャトマ女王もその視線を受け、小さく頷うなずく。

「マキア・オディリール。心して聞け」

　そして、カノン将軍は低い声で私にこう告げた。




「お前はおそらく〈青の道化師〉に体を乗っ取られかけている」




　最初こそ、私はキョトンとして、目をパチクリさせていたと思う。

「……え？」

　まるで、現実味が無かった。

「え？　え？　青の道化師って……え？」

　色の名を冠する大魔術師クラスの一角である〈青の道化師〉。

　奴には何度か遭遇しているが、ピエロのお面で顔を隠した異様な存在であり、敵対している帝国側の魔術師だ。人の体を乗っ取る〝傀かい儡らい魔法〟の使い手であることも、バチスト先生の一件で知った。

　確かにあの時、本来の守護者に選ばれていたバチスト先生は〈青の道化師〉につけ込まれ、その体を乗っ取られた。乗っ取られたことで守護者の紋章はその肉体から離れ、私に移った。そのような経緯がある。

　だけど、待って。待って……

「ま、待ってください。どう言うことですか？　私はちゃんとマキアです。だってマキアじゃないと帰還も果たせないのでは？　守護者の紋章も……まだここにありますし」

　もし〈青の道化師〉に乗っ取られていたならば、あの帰還は果たし得るのか？

　それか帰還した後に乗っ取られたのか？

　いや、そんなまさか。帰還後に接触した人物は限られている。

「落ち着けマキア。確かに今はまだ、そなたはマキア・オディリールだ。青の道化師に、完全に体を乗っ取られる一歩手前のな」

「一歩……手前……？」

「守護者の紋章があるうちは自我を保てるのだろう。いや、だが、いったい何者が……っ」

　私に落ち着けと言いながらも、シャトマ女王自身が混乱し、片手で頭を抱えていた。

　カノン将軍だけは相変わらず淡々としていたけれど、その瞳は僅かに曇り、唇がキツく結ばれている。

　私もまた、じわじわと嫌な汗をかいていた。

　現実味がなく、実感もないのに、目の前にいる大物二人の焦りが伝わってくるせいで、私は事態が深刻であることを悟ったのだ。

　彼らが言っていることは、決して噓うそではない。

「いいか、よく聞けマキア・オディリール」

　カノン将軍が、今もまだ動揺しているシャトマ女王の代わりに説明をした。

「要するにお前は〈青の道化師〉の傀儡魔法をすでにかけられている状態である、と言うことだ。あの魔法は、完全に発動するまでに一週間から二週間ほど時間がかかる」

　それこそ、蒔まいた種が根を張り、芽吹いて花開くのに時間がかかるように……

　傀儡魔法とは、このように時間差のある魔法らしい。

「だがしかし、この数日のうちに、お前に傀儡魔法をかけた人間がいると言うのは確かだ。移動中の船、飛行艇の中にいた人間か、それとも聖地にいた人間か」

「…………」

「何か違和感のある接触をしてきた人物はいないか、徹底的に思いだせ」

「違和感のある接触……？」

　そんなことを言われても、ここ数日は移動が多く、接触のあった人間は、知り合いやそうでない者と、数多くいる。

　むしろわざわざ、特定しづらいこの時を狙って〈青の道化師〉は私に接触したのだろう。

　いったい、誰が──？

「青の道化師の傀儡魔法は〝言葉の掛け合い〟によって成り立つ」

　カノン将軍は続けた。

「要するに、奴に何か質問をされ、それに対し奴の求める〝答え〟を返すというようなものだ。しかし奴はそれを巧みに隠しており、その会話がどのようなものであるか、いまだに特定には至っていない。この数日で何か違和感のある会話をした覚えはないか？　その言葉の掛け合いが何なのか分かれば、あるいは……」

　お前は助かるかもしれない、とでも言おうとしたのか。

　カノン将軍はその続きの言葉を止めて、ジッと私を見ていた。

　その視線には、強く訴えかけるメッセージがある。今だからこそ、カノンと視線での会話が成り立つようになっていた。

　それで私は、ああ……と思ったりする。

「青の道化師の〝傀儡魔法〟はどのくらいで発動するのですか？」

　私はいつ、バチスト先生のようになってしまうのだろうか。

「わからない。だが少なくとも、お前の紋章が消えてしまえば、完全に乗っ取られたと判断する」

「…………」

　青の道化師に体を乗っ取られること。それを改めて、冷静に、想像してみた。

　かつてのバチスト先生のように、私も〈青の道化師〉に体を乗っ取られて、操られて、自分の魂は弾はじき出だされる。要するに死ぬ。肉体だけが生き残る。

　帰還を果たしたこの体は、すでに〈紅の魔女〉の魔法を全て使えるようになっているのだと思われる。

　紅の魔女の魔法は、世界の中心に大穴を開けたような破壊の力を持っている。

　それが、帝国の手に渡るなんて──

「どうしよう。そうなったら、ルスキアもフレジールもただじゃすまない。聖地は帝国に奪われてしまうかもしれない……っ」

　体が震えてきた。とても恐ろしい。

　死ぬことを恐ろしいと思っている訳ではなく、あれほどの破壊の魔法を使える〝私〟が敵の手に渡ってしまうことが、恐ろしくて仕方がない。

　もうすぐ戦争が始まる。今まで出会った大切な人たちを、私の魔法が全て、真っ白に消し飛ばしてしまうかもしれない。それだけは避けないと……っ。

『驚きました……カ？』

　脳内で、あの青の道化師の腹立たしい声が聞こえてくる気がした。

　それは私が勝手に妄想してしまった声か。それとも、本当に青の道化師に体を乗っ取られつつあり、奴が私に囁ささやきかけているのか……




　その後、シャトマ女王とカノン将軍は、この部屋に教国のエスカ司教を呼んだ。

　エスカ司教は〈青の道化師〉に体を乗っ取られるということが絶対に無いらしい。ゆえにこの事態を知らせても問題ないと判断されたのだ。

　そういえば、かつて青の道化師もそんなことを言っていた。ヴァビロフォスに愛されているから幸運値が高すぎるとか、そのようなことを……

「お呼びでしょうか、藤姫様」

「司教様……」

　エスカ司教はシャトマ女王の表情を見て、そして私やカノン将軍の様子を見て、ただならぬ雰囲気を察したようだった。

　そして、私が青の道化師に体を乗っ取られかけているという、最悪の状況を説明され、

「……は？　こいつがピエロ野郎に？」

　らしくない強こわ張ばった表情になり、しばらく私の方を見ていた。

　私は何とも言えない表情のまま、ずっと項うな垂だれていた。

　エスカ司教はシャトマ女王に命じられ、これから聖教祭が終わるまで、私の監視に当たることになった。そして私が傀儡魔法にかかっていることは、私たち四人だけの秘密だ。

　猶予があるとはいえ、いつ〈青の道化師〉に体を乗っ取られ、甚大な被害をもたらすか分からない。

　もうすぐ聖教祭が始まる。予言の儀が予定されている。

　帝国側は、そこに合わせて私の体を乗っ取り、何か仕掛けてくる可能性が高いとのことだった。

「私が青の道化師に、完全に体を乗っ取られてしまったら……？」

　聞くまでもない、と思ったけれど、一応尋ねた。

「その時は、俺がお前を殺す。むしろ今すぐ殺し、その遺骸を棺ひつぎに納めたいくらいだ」

　カノン将軍は躊躇ためらうことなくそう告げた。

　シャトマ女王が「お父様……っ」とカノン将軍に向かって何か言いかけた。しかしカノン将軍によって視線で制され、それをやめたように見えた。

　カノン将軍のあまりに迷いのない言葉に、私は自分の未来をある程度、理解する。まだ全然実感がないのに、すぐそこに迫ってきているものがある。

　ギュッと手を握りしめ、声を絞り出した。

「私が助かる方法は無いのですね」

「いや、無いわけではないのだ、マキア。青の道化師の〝本体〟を見つけ、奴を殺すことができれば傀儡魔法は解かれる。……そうだな、カノン」

　シャトマ女王はそう言って、チラッとカノン将軍を見た。

　その時の何とも言えない表情は、自分では判断できないことを前に、親の意見を聞きたい子どものようでもあった。こんな表情のシャトマ女王は初めて見た。

「ああ。しかし奴は、どんな時代も〝本体〟をそうそう表舞台に晒さらすことがなかった。この数日の間に、お前に接触した人間もおそらく、傀かい儡らいの方だろう……」

　カノン将軍の話に、今まであまり発言しなかったエスカ司教が続ける。

「俺たちの前世……三百年前の時代にも〈青の道化師〉にしてやられ、必死に本体を探そうとしたことがある。しかし奴はそうそう見つからない。今、簡単に捕まるようなところにいるとは思えねーな……」

　エスカ司教の目元には、グッと力が籠っていた。

　その瞳には静かな怒りと憎しみが感じられ、彼らの前世でも〈青の道化師〉に纏まつわる因縁があるのだろうなと思わされた。

　エスカ司教が一度小さく呼吸を整え、そして、改めて私の方を向いた。

「何にしろ、マキア。お前がいなければ〝予言の儀〟は成り立たない。守護者の紋章を持つ者が四人揃そろわなければ、緑の巫み女こ様も予言ができない仕組みだ。お前が体を完全に乗っ取られてしまえば、紋章は別の人間に移る。要するに救世主は、再び四人目を探さなければならなくなる」

「あ……っ」

　私は思わず口を押さえた。

　そうだ。このタイミングで私の乗っ取りが成功すれば、敵はこの予言の儀をも先送りにさせることができる。

　要するに、予言の儀を終えるまで、カノンたちも私を殺すことができない。

　私もまた、死ぬことは許されない。体に爆弾を仕掛けられた状態で、自我を保ち、聖教祭の予言の儀を乗り切らなければならないのだ。

　カノンが淡々と、私に告げた。

「いいか、マキア・オディリール。魔法は使うな。魔力が体を巡ると、傀儡魔法の種がその魔力を糧に急激に成長し、発動を早める。一日でも長く自我を保っていたければ。まだ、俺に殺されたくなければ……」

　カノンに……殺されたくなければ……

　私は、私をカノンに殺させたくなかったマキリエの想おもいを胸の奥に秘めながらも、顔を上げ、しっかりとカノンを見て問いかけた。

「ねえ。私は、何をすればいいの？」

「…………」

「教えてよ、カノン」

　私はもう、カノンに対し取り繕っても仕方がない気がした。

　その時の表情、視線、声音は、今までのマキアとは違う〈紅の魔女〉らしいものだったかもしれない。

　カノンもそれを感じ取ったのか、一度黙り込み、改めて私を見据える。

　そして、こう指示を出した。

「お前はここ数日、会話した人物を順番に思い出せ。そして違和感のある言葉の掛け合いを探れ。青の道化師が何の言葉の掛け合いをきっかけに、お前に傀儡魔法の種を植え付けたのか……お前がどれほど信頼している人物であっても、全員を一度、疑え」

「……信頼している人物でも」

　できればあまり関わりのない人物であればと思った。

　だけどそうはならない気がするのは、あの〈青の道化師〉の魔法だからだろうか……

「だが、犯人捜し以上に、いざという時のために備えていろ。お前には時間がない。後悔の無いように、やりたいことをやれ。やり残したことは無いか、考えろ」

　後悔……？

　やり残したこと……

　限られた時間の中で、いったい私に、何ができるのだろうか。







　その後、私は、自室に戻った。

　ランプを一つつけただけの薄暗い部屋で服を脱ぎ、鏡の前で消えかけている紋章を見る。

「…………」

　この守護者の紋章だけは〈青の道化師〉は乗っ取れない。

　これが消えて無くなった時が、私が私でなくなる瞬間。

　私が青の道化師に乗っ取られるということは、帝国に紅の魔女の魔法を渡すということ。

　それはこの先の戦争で、フレジール皇国やルスキア王国の敗北に繫つながってしまう。

「誰も私を見逃しはしない。カノンも……」

　トールや他の人たちに、このことは伝えてはいけないと言われている。あのユリシス先生に伝えるのもダメだと言われた。……誰が〈青の道化師〉か分からないから。

　どうしてかしら。

　帰還を果たし、私は自分のやるべきことも、大切だった人のことも思い出したはずだった。その上で、一番大好きな人は誰なのか、気がついたはずだった。

　なのに、数多あまたの不運と不幸が、私やトールを追い詰める。予想外なところに死が潜んでいて、何も準備ができていない。

　いや。私は、心のどこかで予感していた。

　世界樹の根元で、空っぽの〈紅の魔女〉の棺を見た時から、私はいつか、そう遠くない未来で、あの場所に入るのではないかって……

　あと何日、私は私でいられるのだろう。

　今になって、じわじわとその恐怖に襲われる。

　私、結局何もできないまま、カノンにまた私を殺させるの？

　マキリエがあんなにも、カノンにそれをさせたくなかったのに。

　何度生まれ変わっても、最後に辿たどり着つく場所で幸せならそれでいい。確かにマキリエはそう思っていた。

　だけど、じゃあ、マキア・オディリールという人間は、いったい何のためにこの世に生まれて来たのだろう。この世で何を為なし、何を残すために……？

　いったい、誰のために？

「トール……」

　真っ先に思い浮かんだのはトールの顔で、トールの名前を口にした途端、ボロボロと涙が溢あふれた。

　その時点で、マキア・オディリールにとっての一番はトールなのだと思い知る。

　マキリエにとっての一番はカノンだったかもしれない。

　しかしマキアにとっての一番は、絶対にトールだ。

　きっと私マキアは、トールに会うために生まれてきた──

「トールに会いたい……っ」

　手で必死に涙を拭った。

　今すぐトールに会いに行き、トールにもう一度「好き」だと伝えなければ。

　傷つけてしまったことを謝罪し、誤解を解いて、マキアの一番はトールなのだと知ってもらいたい。そのくらいの時間は残されているのだから。

　だけど、ふと思い至る。

「……伝えてどうするの？」

　もうすぐ死ぬのなら、いっそ伝えないほうがいいのではないの？

　だってトールは、私が死んだら、きっと生きていけない。

　自惚うぬぼれじゃない。トールは私が死んだら、一生そのことを引きずり悔やみ続けるに違いない。自分をどこまでも追い詰めるかもしれない。

　それなのに、今のタイミングで「好き」だと伝え、それがトールの一生を縛る言葉になってしまったら、私は……

　どうしよう。どうしよう。トールには幸せになって欲しいのに。

　この世界の誰よりも、祝福された人生を送って欲しいのに。

　どうすれば、私のいないメイデーアで、彼を幸せにできるのか。

　私がトールのために、残された時間でできることは何だろう。

「……日記……」

　ふとその存在を思い出した。

　そして魔法のバスケットから〈紅の魔女〉の日記を取り出した。

　日記を開こうとした時、バチッと弾はじけるような魔力を感じ、私は少し慎重になってその表紙をめくる。

　今までは塩リンゴ料理のレシピの中に、日記や魔法が隠されていた。しかし帰還を果たした私が触れたせいか、秘め隠されていたものが全て露あらわになっている。

「…………」

　紅の魔女の日記。

　素直になれなかった魔女が隠し続けた、その心の内側。

　それを読んでいると、まるで、先日、世界樹に触れて見た〈紅の魔女〉の人生を、文字でもう一度追いかけているような気分になる。

　紅の魔女の黒の魔王への恋心。叶かなわぬ恋の苦しみ。ひとりぼっちの寂しさ……

　しかし紅の魔女は、自らが名付けた〝カノン〟という少年と出会う。

　カノンと出会ったことで、紅の魔女の日常は一変し、輝きを得た。

　カノンとの日々の生活での出来事、会話、彼が贈ってくれた野花の種類までもが細かく記されている。しかしそのうちに、その筆跡にも元気がなくなり、カノンのいなくなった寂しい日々のつぶやきがポツリポツリと書き記されていく……

　やがて、紅の魔女は黒の魔王の後妻となる。

　紅の魔女は、双子の子どもを産み、育てる。

　黒の魔王に対する感謝と、二人の我が子への愛情が、ここに文字として残っている。

『トルクは私の欲しかったものを全部くれた。この感謝を、いつか素直に伝えたい。愛いとしい我が子に会わせてくれてありがとう、と……』

　最後の日記の、最後の一文を読みながら、私は静かに涙を零こぼしていた。

　この日記を書いた次の日に、魔物の国は崩壊する。

　自身の死を予感していた黒の魔王トルクは、紅の魔女マキリエに手紙を残していた。そこにとても大切な言葉を綴つづっていた。




　そうだ。

　死後、愛おしい人のためにできることが何なのか、私は前世で学んでいるはずだ。

　私はペンを取り、日記の続きを書き始める。

　そこに、マキア・オディリールの最後の魔法を、残していけるように。











第四話　聖教祭（一）









　聖教祭。

　それは新緑の美しい季節に催される、ヴァベル教国の祭典だ。

　毎年行われる祭典ではあるが、救世主のいる時代であれば〈緑の巫み女こ〉に予言を賜る儀式を執り行う期間でもある。救世主アイリとその守護者が出で揃そろったことで、今年は予言の儀を行うことができるのだった。




　聖教祭前夜祭では緑の巫女様が世界樹の枝を一本手折る。

　聖教祭の一日目は、緑の巫女様が禊みそぎを行い、大樹の根元の洞ほらに入る。

　聖教祭の二日目は、救世主アイリとその守護者が禊を行う。

　聖教祭の三日目は、予言の儀・本番。緑の巫女様により予言を賜る。




　聖教祭と、救世主を取り巻く儀式はこのような流れになっているらしく、私も二日目に聖地の泉にて禊を行わなければならない。

　今日は聖教祭前夜祭。

　いよいよ儀式が始まる──





＊＊＊






　ちょうどこの日、教国に救世主アイリと守護者のギルバート王子、ライオネルさん、そしてユリシス先生が到着した。

　アイリは出迎えた使節団の中にいた私に気がつくと、ガバッと抱きついて、

「やっと会えた〜っ！　倒れたマキアがずっと心配だったんだよ。大丈夫だった？」

「あ、そう言えば」

　確か私はフレジール皇国に向かう船の上で、あの巨大な世界樹ヴァビロフォスを見ただけで倒れたのだった。

　その後、倒れたまま飛行艇に乗せられて、このヴァベル教国に連れてこられたから、アイリからすると「あの後どうなったの!?」という感じよね……

「心配かけたわね。でももう……大丈夫よ」

「よかった〜」

　アイリは次に、隣にいたトールに話しかける。

「トールも大丈夫だった？　何か、数日のうちに随分やつれた気がするんだけど。どうしたの？」

「いえ。問題ありません」

　私の隣で、同じようにアイリを出迎えたトールが、気丈に微ほほ笑えんでいた。

　私はそんなトールと、今日も挨拶を交わした程度で、ちゃんとした会話ができていない。

　お互いの間には気まずい空気が流れているし、距離を取ってしまっていた。







　教国に来たばかりのアイリは、用意された自室で休憩しながら、明日から始まる儀式にとても緊張しているようだった。

「はああ。儀式、緊張するなあ。予言って何を言われるんだろう。せっかくのお祭りなのに、あたしはほとんど遊べないし。まあ遊びに来た訳じゃないけどね」

　フレジール王宮から搔かっ払ぱらってきたというバタークリームをたっぷり挟んだクッキーとミルクコーヒーで軽食をとりながら、唇を尖とがらせている。

　フレジール王宮での国際会議を終えたばかりで、疲れも溜たまっているのだろう。

「最近じゃ、色んな国の偉い人とも堂々と渡り合っているのに。アイリが緊張するのは珍しいわね」

「だってやっとこの〝儀式〟に辿り着いたんだよ？」

　アイリはそう言いながら、教国で用意されたハーブゼリーというデザートを口にして、少々苦そうな顔をした。

　教国のご飯は質素で不味まずいという話を聞いて、フレジール王宮からお菓子を持ってきたのだろうな……

「救世主のやるべきことって、その一・召喚されて四人の守護者を集める、その二・聖地に向かい予言を賜る、って感じで最初に説明を受けるんだけど……ここまで来るのに結構時間がかかったなあって」

「うーん、それは確かに」

　箇条書きにすると、救世主のやるべきことなんて単純に思える。

　だけど現実はトラブルばかり。

　特にアイリの場合は、四人の守護者のうち一人がなかなか見つからなかったから。

「これが終わりなのか、始まりなのか……いや、始まりなんだろうな。そう考えると、まだまだ道のりは長いよね」

　アイリはどこか真面目な顔をしてそう言った。

　確かにアイリの言う通り、救世主伝説の本当の意味での始まりは、ここからなのかもしれない。それは誰にも予想がつけられないほど、長い戦いになるのかもしれない……

「ねえ。アイリは……地球が恋しくなることはある？」

　ふとそんな質問をしてしまった。

　今までこれを聞いたことが無かった気がした。

　アイリはお菓子を食べていた手を止める。そして宙を仰ぎながら「んー」と少し考えた。

「そうだね。今となっては、お母さんのことが少し心配かも。あたしのこと放ほったらかしだったけど、寂しがり屋でもあったからなあ」

　アイリは眉を寄せ、クスッと笑う。

「あたしは転生した訳じゃないから、こっちに家族が居るわけでもないし。今もまだ、お母さんはあの人だしね」

「……もしかして、寂しいと思うことがある？」

　私はアイリの向かいの席に座り、彼女を真正面から見た。

　だけどアイリは、以前よりずっと頼もしい表情で首を振る。

「ううん、寂しいとか孤独ってのとは少し違うんだ」

　その口ぶりにも、大人びた落ち着きがある。

「今はほら、あたし、ぼっちじゃないし。ギルは相変わらず過保護だし、ライオネルも親身になってくれる。守護者のみんなを、あたしのわがままで縛っていた時よりずっと、みんな、信頼し合っている。あたしはあたしを信頼してくれる人のために頑張るんだ」

　その言動には迷いがない。

　今はもう、誰もが彼女を理想の救世主だと言うのではないだろうか。

「それにね、最近は、少しずつ自分のこと好きになってきた気がするんだ。前までは誰かに依存してないと、不安で仕方がなかった。だけど最近はそんなことない。自立したと言うにはまだ早い気がするけど……ちょっとだけ、大人になれた気がする」

「アイリ……」

「そもそもちょっと前のあたしが子ども過ぎたんだよね！　あれっていわゆる黒歴史だよね!?　もう〜っ、忘れたい！」

　と、アイリは少し前までのことを思い出して、顔面を赤らめつつ自身の頭をぽかぽかと叩たたいていた。

　私がそれをクスクス笑いながら見ていると、今度はアイリは、何か気掛かりがあるとでも言うように、ジトッとした視線を私に向ける。

「ていうか、あたしのことばかり聞いてくるけど、マキアだってどうしたの？　いつの間にかトールともギクシャクしてるし」

「えっ」

「何かあったの？　トールがマキアの隣にいないなんて異常だよ」

　流石さすがはアイリだ。前世から私たちのことを見ているだけはある。

　私はアイリに、どこまで説明しようかと思ったけれど……

　青の道化師の傀かい儡らい魔法のことは言わず、私とトールの前世を巡るややこしい関係性だけを説明した。

　私が紅くれないの魔女の前世を思い出したこと。

　死神だとばかり思っていたカノンとの関係。

　帰還して真っ先に会いに行ったのがカノンだった。それで、トールに悲しい思いをさせてしまったこと……

　アイリは私の前世の話を聞きながら、面白いくらい百面相をしていた。

　聞き終わると、腕を組んで「うーん」と唸うなる。

「あたしが言うのも何だけど、どうしてこうも二人の間には邪魔が入るのか……まさかあのカノンがそういうポジションだったなんて……」

　アイリはブツブツと、何やら唱えながら……

「あたしは二人が幸せになってくれたら、それでいいのにな」

　そしてポツリと、切なげに呟つぶやいた。

「紅の魔女と黒の魔王のことは何も知らないけど、少なくとも小お田ださんは斎さい藤とう君が大好きだったよ」

「……ええ。そうね」

　私も素直に頷うなずいた。もう自覚している。

　私は絶対に、最初に、あの人を好きになる。それが私の純粋な恋心だ。

　だけどそれをただただ貫き通すには、私にはもう時間がない。

「ねえ。やっぱり何だか変だよ、マキア。以前のマキアだったら、もっと必死になってトールを追いかけていたよ。今のマキアは何ていうか、達観してるっていうか……」

　アイリの指摘に対し、私もまた指摘で返す。

「アイリだって、私やトールのことばかりを幸せにしたいと思っている。自分の幸せは二の次で、救世主を最も正しい形で全うしようとしている」

　それは以前のアイリとは正反対の姿で、誰もが立派な救世主だと思うかもしれない。

　だけど、それはアイリが幸せになる物語ではない。

「そう……かもしれないね。あたし、今度はこの救世主って役目に依存しているのかも」

　しかし、思いのほか冷静に、アイリはそう答えた。

　私たちはお互いの前世を共有し、一度ぶつかり合っている。ゆえに誰にも気づかれないような、お互いの違和感に気がつくのかもしれない。

「ねえ。アイリは予言を賜って、救世主としての役目を全うしたら、どうするの？」

「……前にユリシスが言ってた。救世主は最後に選べるんだって」

「選べる？」

「元の世界に戻るか、この世界に残るか」

　アイリはどこでもない場所を見つめながら、ぽつりと呟いた。

　それはカノンの魔法なのだろうか。それとも救世主に与えられた権限や、世界の法則の一種なのだろうか。

　歴代の救世主は、戻った人が大半だったという。

「でもあたし、この世界に残りたいと思っているよ。今更、元の世界に戻ったって何をすればいいか分からないし、平和になったこの世界でマキアとトールと一緒に生きていきたいしね」

　そう言ったアイリの表情は、未来への希望に溢あふれていて眩まぶしい。

　私だって、トールやアイリと一緒に、平和になったメイデーアで生きていきたい。

　私は胸がズキンズキンと痛むのを押し殺し、アイリに向かって「ありがとう」と言ったのだった。

「えへへ。何だか暑いね」

　アイリが照れ臭そうに笑いながら、窓辺に駆け寄り、窓を開けようとした。

「あれ、トール？」

　窓の外で何か見たのか、アイリがポツリと呟き、首を傾かしげた。

　私も気になり、アイリの傍に行く。そして同じように窓から外を見る。

　ちょうどここから広場を見下ろすことができるのだが、トールがベンチに座り込んでいて、その隣には教国のシスターが親身な様子で寄り添っていた。

「隣にいるシスター、誰？」

　アイリが私に尋ねる。私は首を振った。

　全然知らないシスターだけれど、何だかその距離感が、赤の他人とは思えない。

　すると、私たちの背後からエスカ司教がヌッと顔を出し、同じように窓から外を見て、

「ああ。あれはシスター・メイだ」

　とか言う。確かに私の監視役だが、いつからここに。

「シスター・メイはトール・ビグレイツの従妹だ。幼少期に近所に住んでいた、幼おさな馴な染じみのような存在だと。あいつの母の姪めいでもあるから、その死に際にも立ち会った。今はあいつの精神的なケアを頼んでいる」

「はあ!?　従妹!?　幼馴染みぃ!?」

　私ではなくアイリが大きな声を上げ、憤っていた。

「エスカ司教、何でそんな危険な女をトールに近づけるの!?」

「危険だあ？　相手は従妹だぞ」

「従妹は結婚できるんですけど!?　メイデーアの大半の国でもそうですけど!?」

「仕方ねーだろ。今、トール・ビグレイツがまともに話を聞くのは、シスター・メイくらいなもんだ」

「はあ!?　はあ!?　はああ!?」

　アイリとエスカ司教、いつの間にこんなに話せる仲になったんだろう。

　それはそうと、トールにシスターの親戚がいたことに驚いた。

「あいつはマキアとも会いたがらねえし、俺の話なんて一つも聞きやしねえ。あんな捻ひねくれ小僧だったとはな」

　やれやれだぜ、と言わんばかりの表情で、司教様はため息をついた。

　司教様の場合、帰還を促してばかりだから、トールがうんざりしているだけの気もするけれど……

「あとはユリシスとか言う腹黒クソ王子頼みだが、あいつも教国に来て早々、緑の巫み女こ様のところに入り浸ってるしなあ」

　そうか。

　ユリシス先生がすでに教国に来ているのは知っていたけれど、今は緑の巫女のところに行っているのか。

　ユリシス先生と、緑の巫女・ペルセリスは前世の夫婦であり、今世も婚約者という仲だ。

　ユリシス先生の前世である〈白の賢者〉も、妻子をとても大事にしていた。

　今世、巡り会って、再び夫婦となる関係ならば、今一番傍にいてあげたいと思うのも当然だろう。前世の……夫婦……か。

「司教様。トールは、その、まだ私に会いたくないと言ってますか？」

　あれからトールは、私をずっと避けている。

　少し時間が欲しいとも言っていた。今もまだ、私とは話をしたくないのだろうか。

「あ、あー……まあな。だが、お前があいつを気遣ってやる余裕はないだろう」

「…………」

「お前も、後悔のない選択をしろよ」

　司教様は私の頭に、強めにポンと手を置いた。

　この人に憐あわれまれ、慰められているのだと思うと、余計にズンと気が沈むのだった。







　アイリは今から聖教祭について説明を受け、そのまま儀式に備えるらしい。

　なので私は部屋に戻り、着替えをし直した。

　聖教祭の間は緑色のものを身につけたり、大切な人に花を贈ったりする風習があるという。と言うわけで、私も緑のリボンで髪を結ってみたのだけれど……

「うーん。あまり使わない色だから違和感が凄すごいわね。でも似合わなくもないかも？」

　そんなことをボソッと呟きながら、私はあるものを机の引き出しから取り出し、それを持ってトールの部屋に向かった。

　しかしトールは自室にはおらず、すでにどこかへ出かけているようだ。

　私はトールを捜すことにした。

　宮殿を出た瞬間、聖教祭の賑にぎやかな音楽が聞こえてきた。

　教国の大聖堂前の広場にはすでに数々の露店が並び、美味おいしそうな食べ物や、飲み物が売られている。風船や装飾品、色とりどりの花も。

　聖教祭の間だけは、教国であっても贅ぜい沢たくを許されるという。

　よく晴れた日で、あちこちに飾られている様々な種類の花のリースが映えている。

　若い夫婦や恋人たちもたくさんいて、この祭りを楽しんでいる。その姿が今の私にはとてもキラキラして見える。

　こんなに美しい祭典の日を、トールと楽しく祝えたらどれだけ良かったか。

「…………」

　トールに会うために頑張って、やっとの思いで再会して、気持ちも通じ合った。

　それなのにすれ違ってばかりいる。前世からそうだ……

　私は胸元に抱いた〝あるもの〟を、一層ギュッと抱きしめて、教国中を走り回って、トールを捜した。

　何だか少し、疲れやすくなっている気がした。







「トール！」

　私はトールを、教国の外れにある小さな礼拝堂で見つけた。

　教国内には無数の礼拝堂があるが、ここは中心部から少し離れたところにあるからか、こんな祭りの日でもとても静かで、人がまるでいない。

「トール、良かった。捜したのよ」

「……お嬢」

　トールは礼拝堂に並ぶ横長の椅子の一つにポツンと座り込んでいたが、私の声を聞いて振り返った。

　表情は暗く、あまり眠れていないのか目の下のクマが濃い。そんなトールを見て、私はグッと胸が締め付けられ泣きそうになった。

　私は呼吸を整え、トールのもとに向かう。

「あの、トール。その」

　トールを見つけ出したのはいいものの、最初の言葉がなかなか見つからなかった。

「その。一緒にお祭り……まわらない？」

「……いえ。その……この後少し予定がありまして」

　トールはどこか煮えきらない反応をした。

「そ、そうなの。じゃあ、その後は？　広場には出店がいっぱい並んでいるんですって。元気になるような、美味しいものがあるかも」

「…………」

　私は必死だったけれど、内心、トールがお祭りを楽しめる状態ではないと分かっていた。

　トールは少し考えて、私に頭を下げる。

「申し訳ありません、お嬢。今は静かな場所にいて、一人で考えたいことがあるのです」

「そう。そうよね……ごめんなさい」

　自分は何を言っているのだろう。

　トールの状態も考えずにお祭りに誘うなんて。

「祭りは……せっかくですので、学友の皆さんと楽しんできてください。お嬢には友人が多いですから、きっと素晴らしい時間を過ごせると思いますよ」

　まるでそれは、自分がいなくても、と言っているようだった。

　口調は柔らかく覇気がないけれど、私に対する遠慮のようなものだけは感じ取れる。

　何だかトールが、私に対する執着のようなものを失いつつあるようで……

「いや、違うのトール。私は別にお祭りに行きたい訳じゃないの……っ」

「……お嬢？」

「私は、ただ、トールに話したいことがあるの」

「…………」

「トールが私と話したくないのは分かっている。だけど私、トールに謝りたくて」

　私がそう言うと、トールはどこか困った顔をして微ほほ笑えんだ。

「何を言っているんですか。お嬢が俺に謝ることなんて、一つもありませんよ」

「違う。違う。だって私……っ」

　その時だった。礼拝堂の横の扉が開き、亜麻色の髪のシスターが、小さなバスケットを持ってこの礼拝堂に入ってきた。

　昨日、アイリの部屋から見えた、トールの従妹で幼馴染みだというシスター・メイだ。

　シスター・メイは扉の向こうで私たちの話を聞いていたのか、険しい表情だった。

「マキア・オディリール嬢ですよね。闇市で奴隷だったドミニクを買ったという」

　彼女は私のことを知っていて、その言葉には少し棘とげがあった。

　だけど、本当のことなので、私は「ええ」と頷うなずいた。

「あまりドミニクを困らせないでください。伯母さんが……ドミニクのお母さんが亡くなって、今朝埋葬が終わったばかりなのです。ドミニクが一番辛つらい時に、あなたは傍にいなかったではないですか。そもそも人間を売ったり買ったりだなんて……っ。なんと野蛮な」

「シスター、お嬢は俺を救うために奴隷商から買ってくれたのです。その辺で」

「……っ」

　シスター・メイはトールに言われて口をつぐんだ。

　教国は人身売買を激しく非難しているから、親戚としてもシスターとしても、トールをお金で買った私のことを良く思っていないのだろう。

「……ドミニク？」

　だけど私は自分が非難されたことよりも、その名前を聞いて驚いてしまった。

　もしかしてそれがトールの本当の名前なのだろうか。

　私、全然、知らなかった。

　だけど今の私には、その名前がトールにとって最悪の相性のもので、不運を呼び込むものだとすぐに分かった。紅の魔女が持つ命名の魔女の力だ。

「でも……っ、マキア・オディリール嬢はあのカノン将軍に無礼を働き、女王の怒りに触れたと、みんな言っています。こんな時に非常識だって」

　シスター・メイは憤っていた。

「帝国との戦争が始まりそうなのに、新しい火種を生むなんて。ドミニクのこともほったらかしだったのに、今になって自分勝手な謝罪ばかりして……っ」

「シスター！」

　トールが声を上げ、横目でシスター・メイを見た。

「お嬢に何も伝えていなかったのは俺です。これ以上、お嬢のことをそんなふうに言わないでください」

「……ドミニク、でも」

「あなたにお嬢の何がわかると？」

　トールのその視線には、静かな怒りが潜んでいた。

　シスター・メイは彼の視線にビクッと肩を上げ、どこか悔しそうに唇をギュッと結び、目に涙を浮かべた。

　彼女は改めて私に向き直り、深く頭を下げる。

「マキア・オディリール嬢。無礼をお許しください。ですが今、ドミニクには悲しみに浸る時間が必要なのです」

　一連の、シスター・メイの言動や表情で察した。

　ああ、この子。きっと昔からトールのことが好きだったのだわ。

　大好きな〝ドミニク〟が奴隷として買われて遠くへ行ってしまった。だから人身売買を憎んでいるし、今の傷ついたトールを守りたいのだ。

「そう……よね。ごめんなさい」

　私は素直に謝った。

　トールが私と距離をとっていたとはいえ、そういう状況になった原因は私だ。トールが最も辛い時に寄り添えなかったのも本当だ。

　それに、トールのことを一番に考えてくれる、こういう子が傍にいるのなら、少し安心できる気がする……

「ごめんね、トール。本当にごめんなさい。だけど、これ」

　私はトールに、抱えていた〝あるもの〟を差し出した。

　トールはそれを見て、少し驚いた顔をする。

「紅の魔女の……日記？」

「ええ。これだけ渡したくて」

「…………」

　トールはまた眉を寄せ、辛そうな表情になった。

　彼は五百年前のことを思い出したくないと思っているから、紅の魔女の日記に書かれた内容など、今は読みたくないのだろう。

　まるで私にも〝帰還せよ〟と言われているみたいで、苦しいのかもしれない。

　だけど私は、この日記に、ある魔法を仕掛けた。

「今は読まなくていいから。聖教祭が……何もかもが終わってからでいいから、その時に、開いてみて」

　トールに日記を押し付ける。

　彼は私の勢いに負け、その日記を受け取った。

「お嬢……？」

　私はポロッと、涙を一粒零こぼした。

　それをトールに見られたくなくて、俯うつむいたまま彼に背を向ける。

「じゃあ、行ってくるわね。トール」

　そのまま礼拝堂を出た。

　トールは私を追いかけてはこなかった。

　胸がズキンズキンと痛む。それはままならない恋の痛みか、それとも胸元にある紋章が消えかけている痛みか……




　だけど、これで大丈夫。

　これで大丈夫だ。











第五話　聖教祭（二）









　リンゴーン、リンゴーン、リンゴーン……

　パラ・メイア大聖堂の鐘の音で目覚める。

　目覚めた時、私の意識はまだ私の中にいると、安あん堵どした。だけど鏡を前に、昨日よりますます薄くなっている四光の紋章を見て、現実を思い知る。

　それでも少しだけ心が軽くなった気がするのは、その時のために、準備をしているからだろうか。







　聖教祭一日目。

　今日は早朝より〈緑の巫み女こ〉が禊みそぎを行い、世界樹の根元にできた空洞にお籠りになる。

　巫女様は三日目の予言の儀までここに籠り、通常の飲食は一切せずに樹液のみをすすり、世界樹と同調してその意思を読み取るという。

　それこそがメイデーアで今後起こりうる未来の予言であるのだとか。

　世界樹ヴァビロフォスは、このメイデーアという世界における絶対の信仰対象であり、その意思を読み取る〈緑の巫女〉の役目にはとてつもない重圧があるだろう。

　自分より幼く見えて、それでいて大人びたところもあった緑の巫女・ペルセリス。

　ペルセリスに婿入りするユリシス先生は、彼女が洞に籠るまでずっと傍に付き添い、その役目を励まし、お支えしていたという。そんな話を、シスターたちが興奮気味に語っていたのを廊下で聞いた。

「ねえ、司教様」

「何だ」

　私はいつも私を監視している司教様に話しかけた。

　司教様は日頃は姿を隠しているけれど、私が話しかけるとどこからともなく現れる。

　今回も、ヴァベル王宮の廊下の窓からニュッと足を出し、そのまま隣に着地した。

「ねえ。もし、儀式の途中で私の体が〈青の道化師〉に乗っ取られたら……儀式はどうなるの？」

「当然、儀式は中止だ。改めて、四光の紋章の移った新しい守護者を探す羽目になるだろうな。あのピエロは嫌がらせに関しちゃ世界一だ。そのタイミングを狙っていてもおかしくはない」

「…………」

「お前にできることは、魔法を使わないこと。そして強く意志を持ち続けることだ。この聖教祭で敵が何かを仕掛けようとしているのは、まず間違いないだろう。緑の幕が不完全である以上、奴らの侵入を絶対に阻止できるとは言えない」

「…………」

　緑の幕。

　それは聖地を守る世界で最も強固な結界だが、それは十人のうち九人の大魔術師の遺骸に残った魔力を糧に展開している。世界樹の根元には九の棺ひつぎが備わっている。

　だけどその九の棺のうち一つは空っぽ。〈紅の魔女〉の遺骸はそこに納められておらず、緑の幕は不完全の状態で、現在機能しているのだった。

「それに〈青の道化師〉を聖地に侵入させる訳にはいかないと言うのは、俺たちの都合だ。世界樹からすると、大魔術師ロードクラスの一人である青の道化師は、両手を広げて招き入れたい存在。愛いとしい十人の〝子ども〟の一人だ。そういう世界樹の母性が、今回、どう左右するか分からない」

　なるほど。青の道化師を敵視しているのは私たちの都合であり、世界樹からすると、大事な我が子の一人も同然で、拒むべき存在ではないのか。

「青の道化師の〝本体〟が、そういう世界樹の母性を利用しようと、表に出てくる可能性はあるだろう。流石さすがにこればかりは傀かい儡らいじゃどうにもならんからな」

　エスカ司教はそう言いながらも、嫌に落ち着いた口調だった。

　その可能性はほぼ１００％だと見ていて、覚悟ができているのかもしれない。

「その、青の道化師の本体の目星は付いているのですか？」

　その問いかけに対し、エスカ司教は少しばかり目を細め、小声になってこう答えた。

「以前より、俺たちは青の道化師の本体を、帝国軍の顧問魔術師であるソロモン・トワイライトではないかと見ている」

　ソロモン・トワイライト。

　聞いたことがある。レピスの兄であり、トワイライトの一族を分裂させ、崩壊に至らしめた人物だ。

　大魔術師に匹敵する強い魔力を持っているらしく、彼が〈青の道化師〉の本体であれば、何かと辻つじ褄つまが合うのだとか。

　ただ、ソロモン・トワイライトが表に出てくることはほとんどない。

　ルネ・ルスキア襲撃の一件でも、他のトワイライトの魔術師たちや青の道化師の傀儡らしき存在が出てくることはあっても、ソロモン・トワイライト本人が表立って現れることは無かった。

「とはいえ、お前もまだ、希望を見失うな。この機に〝本体〟が現れるのであれば、それはそいつを殺せる可能性もあると言うことだ。青の道化師の本体を殺すことができれば、お前は生き残れる」

「……はい」

　エスカ司教は、きっとまだ私のことも諦めていないのだと思う。

　この人はそう言う人だ。どうせ奴らに侵入されるなら、その機を逃すつもりはないと思っている。

「……でもね、司教様」

　私は気持ちの良いい風の入る窓に視線を向ける。

　耳を澄ませば、世界樹の揺れるさわさわという葉擦れの音が聞こえてくる。

「私は前世を思い出したからか、死ぬことより、何もできずに死を迎えることの方が怖いんです」

「…………」

　大切な人たちを、この残酷な世界に残していくことのほうが怖い。

　死んだらその後の戦いも、彼らの人生も見届けることができない。知る由もない。

　私からそんな言葉が出たからか、エスカ司教は少々間の抜けたような顔をして、そして、

「はあ〜。お前も立派に帰還を果たしたな」

　そう言って、ポンと強めに私の頭に手を置いた。ちょっと痛くて私は苦笑い。

「司教様も、あまり無理しないでくださいね。目の下のクマが凄すごいですよ。私を見張るためにあんまり寝てないんじゃないですか？」

「これは生まれつきだ」

「そんなことないですよ。いつもよりクマが濃いです。しかもいつもよりちょびっと優しい。絶対おかしいです」

「うるさい。俺様はいつも究極に優しいだろ！」

「あははっ」

　せめて、聖教祭が無事に終わるまで、私は私でい続けなければと思った。

　この祝祭の日を迎えるために、アイリや他の守護者たちがずっと頑張ってきた。大魔術師クラスの人たちですら気を張っている。

　世界もまた、予言に注目している。

　この予言によって、各国はその後の方針を定める。

　私のせいで、何もかもを台無しにしてはいけない──







　私はその後、賑にぎやかな祭りの光景を横目に見つつ、教国の敷しき地ち内にある研究施設に向かった。ネロとレピスに会いに行ったのだ。

　流石に祭りの日というだけあって、今日はこの施設にも人が少ない。

　いつもネロとレピスの使っている部屋の扉をノックしても返事はないが、何やら聞き覚えのある作業音は聞こえる。

「お邪魔しまーす……」

　部屋のドアを開けると、そこにはネロがいた。

　ネロは軍服の上着を脱ぎ、ゴーグルを身につけ、シャツの袖を腕まくりし、自身の魔法道具であるコンタクトレンズに工具を当てながら、何やらジリジリと魔法式を書き込み調整をしていた。

　この光景……初めてネロに会った日を思い出す。

　私が来たのもしばらく気がつかなかったくらい、ネロは作業に集中していた。

　しばらくして、ネロが顔を上げ、ゴーグルも押し上げ、

「あれ、マキア。いつからいたの？」

「うーん、十分前くらいから」

　ネロはやっと私の存在に気が付いたようだった。

　私は勝手にコーヒーを淹いれて飲んでいた。ネロはおそらくこのコーヒーの匂いで気がついたのだろう。

　私はネロにもコーヒーを淹れてあげながら、

「ねえ、ネロ。あなたはお祭りを楽しまないの？　このお祭りの間だけは教国も贅ぜい沢たくを解禁して、色々と美味おいしいものを食べられるらしいのに」

　そう尋ねた。彼は少し考えた後、どこかげっそりした顔になる。

「賑やか過ぎるのは好きじゃない。人混みを搔かき分わけてまで贅沢しようとは思わない」

「まあ、あなたはそう言うと思ったわ」

　ネロらしい反応で逆に安心した。

　でもルネ・ルスキア魔法学校に通っていた時は、ガーネットの９班と一緒に賑やかな屋台を巡ったり、買い食いしたりしていたと思うけれど、あの時は何だかんだと私たちに合わせてくれていたのかしら……

　何だかあの時代が懐かしい。遠い昔という訳ではないのに。

　外はガヤガヤと賑わっているのに、この部屋は静かで落ち着くし、魔法学校での日々を思い出してコーヒーが美味しく感じられるな。

「ところで、レピスは？　まだ来てないの？」

　私が研究室をキョロキョロしながらレピスについて尋ねると、ネロは伏し目がちにコーヒーを一口啜すすって、

「ああ。さっきまで居たんだけど、少し体調が悪そうだった。聖地の薬を飲んで、部屋で少し休んでもらっている」

「そうなの!?　大丈夫かしら……」

「彼女は寒暖差に弱いからな」

「…………」

　そう言えば、レピスはルネ・ルスキア魔法学校の寮に入った初日にも、体調を崩していた。ルスキア王国の暖かな気候が彼女の魔力の循環を乱していたのだ。

　レピスは魔導義肢をつけているため、そういう魔力の乱れに敏感なのだった。

「確かに今日から、随分と暖かくなったものね。みんなはヴァビロフォスのお恵みだって言ってたけれど……よく晴れていて、教国の緑がとても美しく見えるから、今日は聖教祭日和らしいわ」

　でもこの寒暖差はレピスの体質的に辛つらいものがあるのだろう。

　レピスの生まれ育った場所は、山奥の雪に閉ざされた極寒の地で、基本的に暖かな気候が苦手らしい。ルスキア王国でも、あの暖かな気候に慣れるのに少し時間がかかっていたもの。

「また塩リンゴジュースを作って持っていこうかしら」

「今は薬を飲んで寝ているから、見舞いなら夕方頃がいいんじゃない？」

「そうね。レピスが起きてそうな頃に持っていこうかな……」

　きっと塩リンゴのジュースより、教国の薬の方がよく効くだろうし、ゆっくり眠ってもらいたい。きっと心労も溜たまっていたのだろうし……

　その時、ネロが少し慎重な声音で、私にこんな話をし始めた。

「実は昨日、僕とレピスは国際会議を終えたシャトマ陛下から、ある報告を受けた」

「え？」

「先日、帝国側の軍隊がフレジールと同盟関係にある小国との国境に集まり、大規模な魔導兵器の実験を行ったらしい。その際、レピスの兄のソロモン・トワイライトの姿も確認できたそうだ。その実験で使用された魔導兵器が、山が一つ吹き飛ぶほどの威力だったとか」

「…………」

「そこに住んでいた山村の人々は跡形もなく消えていて、あちこちに悪質な魔粒子が残留し、空間の歪ゆがみのようなものができていたそうだ。ただ土地を破壊するだけじゃない。その土地を、普通の人間では立ち入ることのできない死の土地にしてしまう兵器だ。この世界の中心部のように」

　それほどの魔法兵器を、帝国側が発明したと言うことなのだろうか。

　おそらく空間魔法と錬金術を組み合わせ、トワイライトの一族が作り上げた兵器だろう、と言うことだった。

「こちらの国際会議や聖教祭を牽けん制せいするための実験だろうが、用いられた兵器は今まで見たことのないものであり、恐ろしい威力を誇るものだったと言う。敵はそれを、いつでもこちらに向けて放つことができる、ということだ」

　そしてそれがこちらに向けて放たれることになれば、多くの犠牲者が出て、世界を巻き込んだ戦争が始まる。

　おそらくレピスはこの話を聞いて、大きなショックを受けたのもあって、気候の変化とともに体調を崩したのだろう……

　私もまた、一人静かに拳こぶしを握りしめる。

　どうしてだろう。

　私は確かに未来への希望を〝サリア〟と〝キース〟に託し、彼らを生かすための選択をしたはずだった。我が子たちの幸せを願っていた。

　それなのに、私が生かした我が子たちの子孫が──トワイライトの一族が、今は脅威となって私たちに襲い掛かろうとしている。

　紅の魔女の選択は間違っていたのだろうか。

　黒の魔王と紅の魔女が子を生なしたことが、そもそもの間違いだったのだろうか。

　どこから何が、おかしくなっていってしまったのだろう。

　私が、いつの間にか青の道化師の傀かい儡らい魔法にかかっていることだってそうだ。

　私たちが救世主伝説に則のっとった儀式を執り行う一方で、敵もまた多方面から私たちを静かに追い詰めてきている気がする。

　まるで昔々から、このタイミングに向けて仕掛けられていたような……

「ところで、マキアは祭りを楽しまないの？」

「はい？　そんな話を聞いた後で楽しめると思う？」

　ネロが唐突に話を切り替えたので、私は激しく首を傾かしげた。

　しかし確かに、外からは、賑やかな祭りの音楽が聞こえてくる。忍び寄る脅威とは真逆な、明るい音楽が。

「でも、こういうのは楽しめるうちに楽しんでおいた方がいいと思うけどね」

「一人で行っても楽しくないわ。あなたも付き合ってくれなそうだし」

「トール・ビグレイツは？　もしかしてまだ喧けん嘩かしてるの？」

「……喧嘩というのとは少し違うかもしれないけれど。お互い、色々と重なってしまって、少し距離をとっているのよ」

　私はそうとしか答えられなかった。

「ふーん」

　ネロはジトッとした目をして私を見つつ、もう一口コーヒーを啜った。

「何よ、何か言いたげね」

「いや。聖地ってやっぱり、人の根底にある不安や願望を搔き立てるような場所だなと思って。聖地の空気に慣れてないと、そうなるんだなって」

「え……？」

「世界樹の木々の揺れる音や木漏れ日が、そうさせるんだって」

　さわさわ……さわさわ……と。

　あの巨大な世界樹を拝み、葉擦れの音や、柔らかな木漏れ日を浴びていると、無性に心がざわめいて、どこからやってくるのか分からない感傷に浸る。

　まるで母を前に子どもが泣きついてしまうように、弱いところが曝さらけ出だされるという。

　エスカ司教もそんなことを言っていた。

「まあいいんじゃない？　トール・ビグレイツもどこかマキアに依存気味だったし、少し離れる時間があっても」

　ネ、ネロに恋愛ごとで指南されるなんて……

　私はコーヒーカップを隣に置いて、少しだけ間を空けてから、

「そういうネロこそ、レピスとどうなのよ」

　少し唇を尖とがらせつつ、横目で彼を見ながら尋ねた。

「どうって？」

「私の勘違いだったら悪いんだけど、ネロって、レピスのこと好きでしょう？」

　唐突な問いかけに、ネロはピタリと手の動きを止めた。

「は？」

　そして、意味不明と言いたげな視線をこちらに向ける。

　だけど私は、この時は大真面目な顔をしていたと思う。ネロはやや目元を細め、

「そりゃあ、元々同じ班だし、好きか嫌いかで言うと好きだけど。仲間だし。マキアやフレイと同じだよ」

「でもあなた、よくレピスのこと見てるわよ」

　それは、私やフレイに向ける視線とは何かが違う気がする。

「それはレピスがどこか不安定に見えるからだ。ルスキア王国にいた時はそんなこと無かったのに。何だか時々、ふと悲しそうな顔をすることがある」

「ネロ……」

　やっぱりネロは、レピスをよく見ていると思った。

「さっきも言ったけれど、聖地という場所がそうさせるのかもしれない。この地は全ての始まりの場所だと言われている。救いを求めて誰もがここにやってくる。救われるために、自身の苦しみを暴かれる。ここでは誰も噓うそをつけない。皆、安心したくてここに来るのに、苦しんでいる」

　レピスもトールも、私も。

　ここに来てから、確かにみんな不安定だ。聖地という場所がそうさせるのだろうか。

「いや、結局、何もかも帝国が悪い。トワイライトの一族に残酷な仕打ちをして、レピスをあそこまで追い詰めている」

　ネロの口調も徐々に熱を帯び、感情的に感じられる。

「もし、本当に僕がレピスを好きだったとして、それを成就させるつもりはない。そんな資格は僕にはない」

「…………」

「僕にできることは、帝国との戦争に勝って、一刻も早くトワイライトの一族を解放してやることだけだ」

　そんな言葉をネロから聞くとは思わなかった。

　ネロはそう口にした後、顔に手を当て、やってしまったとでも言わんばかりにため息をついた。

「ネロ、大丈夫？」

「いや、ごめん。僕もまんまと聖地の罠わなにかかっている」

「その自覚があるだけマシよ」

　ネロはレピスに負い目がある。

　だからこそレピスをよく見ていて、一見淡々としているレピスの弱いところにたくさん気がついて、それがいつの間にか恋愛感情に近いものになったのかもしれない。

　私はネロが、その恋心を成就させるつもりはないと言い切った潔さに、帝国の王子としての立場を感じ取りながらも、

「……ねえ、ネロ。私にはあなたとレピスがこの先どうなるか分からないし、そこに深く干渉する気はないけれど、気持ちを隠し通すのは結構しんどいわよ」

　叶かなえられない恋心は苦しい。誰もがそれを抱いているのだとしても。

「後悔のないようにしなければね。私も、あなたも」

　そう言って、私は懐から手紙を取り出し、それをネロに差し出した。

　ネロは不思議そうに、その手紙と私を見比べる。

「これは？」

「ネロが知りたがっていたことを書いているわ。魔女の瞳どう孔こうがどうなっているのか、何が眠っているのか……私は紅の魔女の記憶を取り戻して、多くのことを知ったから」

「え……」

　ネロは大きく目を見開いた。

「あなたには知らせておきたいの。だけど、この封筒の中身は、聖教祭が終わってからしか読めない仕様になっているわ」

「へえ、マキアそんな魔法が使えるようになったんだ。凄すごいね」

「え？　ええまあ、ちょっとね」

「そうか。紅の魔女の記憶を取り戻したんだもんね。そりゃあ色々な魔法が使えるようになっているか。……うん、わかった。聖教祭の後に開ける」

「…………」

　ネロは一人で納得して、その封筒を受け取った。

　カノンはきっと、あの場所に眠るものの正体をネロには伝えていないのだと思う。

　だけど私は、ネロには伝えておくべきだと考えている。

　ネロ・アレクセイ・ヴァース・エルメデス。

　彼の完璧な本名が示している。

　ネロはこの先、メイデーアという世界を大きく変える、王の器たる人物だ。

　そう、命名の魔女である今の私は予感している。

　消えてしまう前に、ネロに託しておきたいことが、私にはいくつかあるのだった。







　夕方頃、私はレピスの部屋に向かった。

　塩リンゴをデリアフィールドから大量に持って来ていたので、それでジュースを作ったのだった。飲めそうな時に飲んだらいいと思って……

　私はレピスが起きているかどうかわからず、部屋の扉を控えめにノックする。

「レピス、起きてる？」

　小声で尋ねてみた。

　しかしなかなか返事がない。

　塩リンゴジュースを扉の脇に置いておこうかと思っていたら、少し時間がかかったけれど扉の向こうから「マキア」と声がした。

　そしてゆっくりと、少しだけ扉が開く。部屋の中は暗く、レピスは何だか泣き疲れたような顔をして、目元が赤くなっていた。

「レピス、体調を崩したと聞いたけれど、大丈夫？」

　正直あまり大丈夫そうに見えない。とても心配だった。

　だけどレピスは扉を少しだけ開いた状態で、

「……ええ。急に暖かくなったのが原因かと思います」

「塩リンゴのジュースを作ったのだけど、飲める？」

「……ありがとうございます。後で頂きます。ちょうど、さっぱりしたものが飲みたいと思っていたのです」

　レピスは少々恥ずかしそうな声音で言って、お盆を受け取ってくれた。

　それをすぐそばの台の上に置いて、彼女はまた私と向き合った。

「レピスと初めて出会った時も、そんな風になっちゃってたわね」

「ええ。あの時、私はあなたに救われたのです」

「救われただなんて、大げさだわ。ただ塩リンゴジュースを作っただけだし」

　私はクスクス笑う。

　だけどレピスはゆっくりと首を振る。

「……普通、あんな体を見たら、どんな人でも驚いて、私と関わろうとはしなくなります。でもマキアは私を受け入れてくれた。今だって……こんなに罪深いトワイライトの一族の人間なのに、マキアは相変わらずです」

　レピスの言葉はどこか感傷的で、覇気がない。

「ねえマキア。マキアはトワイライトの一族を軽蔑しますか？」

　不意に、レピスが私に問いかけた。

「帝国側についたトワイライトの一族は、平和なこの世界を壊そうとしています」

　何かを確かめるような口調で、それがますます、レピスの不安を感じさせる。

「そうね。止めてあげなくてはと思うけれど、軽蔑はしないわ。だって……」

　トワイライトの一族は、表向きは黒の魔王の末まつ裔えいだと言われているけれど、実際は紅の魔女と黒の魔王の間に生まれた双子の一人が繫つないだ一族だった。要するに私の子孫でもある。

　記憶を思い出した今、その一族の所業を私は他人ひと事ごととは思えない。

　もしその人たちに罪があると言うのなら、私だってその罪と無関係ではないような気がする。巡り巡って、今の私の状況に繫がっている……

　だけど私は、この時、紅の魔女とトワイライトの一族の繫がりをレピスに伝えなかった。

「ねえマキア。私の手紙を持っていますか？」

「え？　ええ勿もち論ろん。宝物だもの。バスケットの中にちゃんと仕舞っているわ」

「宝物……ですか？」

「私ね、あの手紙、本当に嬉うれしくて泣いてしまったのよ、レピス」

　できるだけ、レピスが安心できる言葉を紡いだ。

「本当にありがとう」

　そう言って、レピスの手を取って握りしめる。ギュッと強く、だけど優しく。

　私がレピスにできることは、もうこれくらいしかない気がしていた。

「ねえレピス。私もね、ネロにちょっとした手紙を託したの」

「え……？」

「手紙って素敵よね。聖教祭が終わったら、ネロに聞いてみて」

「…………」

「私はあなたを信じているわ。レピス」







　聖教祭二日目。

　救世主アイリが大樹の根元の泉で禊みそぎを終える。続いて守護者たちも順番に禊を行った。

　大樹の根元の泉に浸かり体を清めるのだが、四光の紋章が傷のように染みた。みんなそうなのか、それともこの紋章が消えかけている私だからなのか……

　聖教祭三日目。

　いよいよ予言の儀が始まる。

　早朝に目覚めた時、私の胸元にはまだ四光の紋章が刻まれており、私は私の意識を保っていた。だけど身体からだ中が痛く、頭がぼんやりとしていて、少し気だるい。

「はあ、はあ、はあ……」

　呼吸もどこか安定しない。

　全てを乗っ取られる瞬間が、どこでやってくるのかは分からない。

　予言の儀の行われている間に、私が意識を完全に乗っ取られ、四光の紋章を失ったりしたら、儀式は失敗に終わり、何もかもが振り出しに戻る。

　せめて聖教祭が終わるまで、私は何とかして自我を保っていなければならない。

「……お嬢？」

　世界樹の根元に続く緑色の扉の前にて、隣にいたトールが私の様子に気がついた。

「あの。大丈夫ですか？　お嬢。顔色が悪いようですが」

　久々にトールから話しかけてもらえた気がして、私は何だかとても嬉しくて、

「なんてことないわ。大丈夫よ」

　そう言って、微ほほ笑えみながらトールの顔を見上げる。目の端に涙を浮かべながら。

　その様子を見ていた、同じ守護者のギルバート王子やライオネルさんも、

「マキア・オディリール。どこか辛つらいのか？　泣きそうになっているぞ」

「儀式の時間をずらせるか聞いてみようか？」

　と私に声をかけてくれる。私はブルブル顔を振りながら、

「いえいえ、緊張してるだけですから！」

　と、無理やり気丈に振る舞った。二人は「そうか？」と。

「お嬢……？」

　だけどトールは、私が何かを我慢していることに気がついてそうだ。

　当のトールは、先日より少し顔色がいい。ちゃんと眠れたのかな。食べられたのかな。

　表情がしっかりして見えて、私にはそれが嬉しかった。







　予言の儀は、緑の扉の向こうの世界樹の根元にて行われる。

　大魔術師たちの棺ひつぎがあるのは世界樹の裏側で、儀式の行われる表側からは見えないようになっている。実際に、棺のことを知っているのは大魔術師ロードクラスの面々と、教国の上層部くらいだろう。

　予言の儀の場には、皇国、教国と同盟関係にある各国の代表と、教国の大司教及び上位の司教たち、そして救世主と守護者が参加する。

　緑の巫み女こ様の予言の証人となるためだ。

　ネロも帝国の王子として参加している。もちろん、大魔術師クラスと言われる人物たちは誰もがここに揃そろっている。

　午前十時。

　大聖堂の鐘の音が、まるでこのメイデーア全土に響き渡るがごとく、力強く鳴り響く。

　祭りの賑にぎわいや音楽も全てが止まり、教国にいる人々は誰もが祈りを捧ささげる時間となる。

　救世主が苔こけむす緑の台座に立つ。

　守護者がその背後に並ぶ。

　静けさの中〈緑の巫女〉が大樹の根元の空洞からゆっくりと姿を現した。

「…………」

　誰もがその神聖な存在感に息を吞のむ。

　そして胸の前でメイデーアクロスをきり、祈りのポーズをとる。

　この時の緑の巫女・ペルセリスの目元はどこか虚うつろで、深い深い森に沈み込んだような瞳の色をしていた。

　その髪は聖なる光を帯び、世界樹の木々を寝床にした精霊の祝福に照らされて、まるで人ではない神聖な何かを前にしているようだった。

　おそらくこれが〈緑の巫女〉の世界樹とリンクした状態。いわゆるトランス状態だ。

　巫女様は緑の祭壇にて、台座の上で膝をつく救世主の前に立つと、その額に触れた。




「メー・デー」




〈緑の巫女〉は唱え始める。

「ここは救いの世界・メイデーア。穢けがれなき幼なごころの箱庭。かつて十人の子どもたちが救いを求めこの地に降り立った。子どもたちは大地に聳そびえる母の声に耳を傾け、最初の魔法を授かった……」

　それは、全ての始まりの神話。

　淡々とした語りの奥に、巫女様の幼さのある見た目とは裏腹の、ビリビリと全身に響くような威厳が感じられる。

　まるでヴァビロフォスという世界樹の意思が乗り移ったかのように。

「子どもたちよ。大いなる母の声を聴け」




　　魔女の瞳孔が開いている。古いにしえの遺産を奪われてはならない。

　　銀の王冠を砕くとよい。最後の魔法が切り札となるだろう。

　　棺を埋めよ。円環が開かれる。十柱の緑の幕を下ろすとよい──




　棺を埋めよ。その予言を聞いて私は一度、瞬まばたいた。

　──ドクン。

　瞬きの直後、一度強く心臓の鼓動が高鳴る。

　そして目の奥で何かがプツプツと切れ始めている感覚があり、足元がふらついた。

　頭が痛い。耳鳴りがする。

「……つっ」

　我慢できずに頭を抱えていると、私の不審な行動に気がついた人たちがちらほらいたみたいで、少し視線を感じた。

「お嬢？　やっぱり何か変ですよ、これ以上は……っ」

「ダメよトール……っ、儀式は続いているわ」

「ですが……っ」

　トールが、儀式中にもかかわらず私を心配していた。

　トールの表情から、とにかく私が辛そうに見えるのだろうと言うことは分かった。だけど私はなんとか持もち堪こたえ、意識を保とうとする。

　緑の巫女は、まだ祭壇の上でアイリの額に触れて祝福を授けている。

　儀式を中止にさせるわけにはいかない。せめてこの儀式が終わるまでもって。

　もって、もって、もって。

　儀式さえ終わってしまえば、私はもう、いいから──

「ニャア……」

　その時だった。

　苔の大地を這はう黒い影があるかと思ったら、何かの鳴き声と共に、黒い影が儀式の祭壇に上がり、ペルセリスに飛び掛かった。

「巫女様！」

　巫女様はまだトランス状態でぼんやりしており、それを避よけることは不可能に思えた。

　しかし一瞬で、ユリシス先生が巫女様の前に立っていた。先生の持つ杖つえから放たれた雷が、瞬く間にその黒い影を撃ったのだ。

「……何者だ」

　緑の巫女を抱き抱えた、ユリシス先生の無慈悲な声が響く。

　黒い影は苔むす地面の上に焼けこげた状態で転がっていて、やがてその姿を露あらわにした。

　その正体を知っている者は、誰もがゆっくりと目を見開く。

「……ノア？」

　私もまた、驚いた。

　黒い影の正体は、レピスの精霊である黒猫のノアだった。

　ノアは……元々はレピスの弟で、トワイライトの一族の人間だった。

「チッ。来るだろうとは思っていたが、予想外な方法だな、おい」

　エスカ司教が司教冠を押さえつつ、周囲に鋭い視線を這わせ、

「奴がすでに来ているぞ、ここに！」

　厳しい表情で叫んだ。

　大魔術師たちも、救世主や守護者たちも、誰もが険しい表情になり周囲を見渡す。

　ここは教国の中でも最も結界の効果が大きい聖地の中心部。

　世界樹の根元。そう簡単に敵が入って来られるはずのない場所だが、空気を割るような緊迫感のある魔法の気配に、私も気がつく。

　覚えのあるこの魔法の気配。

　今の私は、それが、かつて〈黒の魔王〉の使っていた魔法の気配だとすぐに分かった。




『開け──黒の大三角ブラック・デルタ』




　どこからか男の声がした。

　すると、ぐったりと横たわったノアの体から、長い黒い紐ひものようなものが伸びてきて、それが尾を嚙かむ蛇のように、三角を描いて繫つながる。

　瞬く間に、三角の内側に黒く渦巻く空間の歪ゆがみが現れた。

　その中から、見覚えのある青いピエロの仮面をつけた、黒いローブの人物が次々に現れる。間違いない、転移魔法だ。

「青の道化師？　五人？」

　私は目を凝らし、現れた五人のうちの一人が、何かを抱えていることに気がつく。それはよく知る人物で……

「レピス！」

　血の気が引いた。レピスが身体中から血を流し、意識のない状態で、敵と思われる者たちに捕らわれている。私は咄とっ嗟さに駆け出しそうになったけれど、

「お嬢、いけません……っ！」

　トールが私の腕を取り、必死になって止めた。少し遠くにいるネロも目を大きく見開き、その状況を見ていた。

　ある程度、覚悟はしていた。

　私たちは皆みんな、警戒していた。

　だけど何もかも分からずにいる。

　分かっているのは、目の前に現れた者たちが敵であるということ──

　あの青いピエロはいつも予想外な催しを仕掛け、私たちを絶望させる。それこそが使命なのだと言わんばかりに。

「…………」

　ユリシス先生とエスカ司教が視線を向け合い、ユリシス先生は緑の巫女様を抱き抱えたまま、後退する。

　この状況での優先順位は、まず真っ先に緑の巫女の安全。

　そして帝国の王子ネロを奪われないこと。救世主アイリの身を守ること。

　そして──傀かい儡らい魔法にかかった私の肉体が帝国に渡らないこと。

　カノンとシャトマ女王はネロの両脇に立ってネロを守っていた。またエスカ司教が私たちの傍にやってきた。

「ああ、お疲れ様、ノア。愛いとしい我が弟よ」

　五人の青の道化師のうち、真ん中にいた男が前に歩み出し、転がった猫の精霊の前でしゃがむ。そしてそれを大事そうに抱き抱え、頰擦りをした。ノアはそのままチリチリと光の粒となり消えた。

　直後、激しい銃弾が、数発響く。

　その男に向かってエスカ司教が放ったのだ。

　しかし銃弾はその男の手前で屈折し、全てが当たることなく彼の周囲で渦を巻く空間の歪みに吞まれた。まるでその空間の歪みは、小規模なブラックホールのよう。

「せっかちだなあ。大事な儀式に乱入したのは流石さすがに不味まずかったかな？　だけどちゃんと、予言が終わるまで待ったじゃないか……」

　男は立ち上がり、顔につけていたピエロの仮面を外した。

　その男は、顔の半分が鉄で覆われていた。

　もう半面にある青黒い瞳には、ぐるぐると渦を巻く異様な模様が刻まれている。

　しかし、それ以外は、ある人物にとてもそっくりだと思った。

　その素顔に驚いたのは私だけではないだろう。

　隣にいたトールも、少し遠くにいたユリシス先生も、驚きょう愕がくの表情でその男を見ていた。

「……黒の……魔王？」

　私は思わずポツリとその名を呟つぶやいた。

　いいや、違う。

　傍にいたエスカ司教がそいつを睨にらみながら、絞り出すような声で言った。




「ソロモン・トワイライト。帝国に一族を売った男だ」




　あの男がソロモン・トワイライト。

　以前から何度か聞いていた、レピスの兄の名前だ。

　だけどその人は、まるで〈黒の魔王〉と見紛う顔をしている。

　帰還を果たしたばかりの私は、より強くそう思う。

　当時のトルクより髪が肩ほどまで伸びているし、瞳の色は違うけれど、鉄で覆われた顔の半分もトルクのつけていた眼帯の位置と同じで、より似ているという印象を与える。子孫だから似ていることもあるだろうが、あまりに造形がそっくりだ。

　だけど作る表情や雰囲気がまるで違う。

　ソロモン・トワイライトは私を見つけると、何だかとても嬉うれしそうに口角を上げ、こちらへツカツカと進む。

　何がそんなに愉快なのか、この状況下で眉を開いたその薄ら笑いは、どこまでも得体がしれない。

「止まれ！　ソロモン・トワイライト」

　トールが私を守るように前に立ち、氷の魔法を行使した。

　しかしトールの氷の魔法はソロモン・トワイライトに届く前に、黒く渦巻く空間の歪みに吸い込まれ、まるで届かない。さっきのエスカ司教の銃弾と同じだ。

　ソロモン・トワイライトはというと、そのグルグルと渦を巻くような片方の青黒い瞳を見開いて、ただ私を見つめている。それ以外に目もくれることなく。

　思わず一歩後ずさる。

　体が冷えていくのがわかる。そのくらい、恐ろしいと感じる視線だった。

　その顔で、そんな視線で、私を見ないで欲しい。

「お初にお目にかかります、マキア・オディリール。俺はソロモン・トワイライト」

　手前までやってくると、ソロモン・トワイライトは片手を広げ、もう片手を胸に当てて、優雅にお辞儀をする。




「ずっとあなたに会いたかった。我らがトワイライトの母──紅の魔女様」











第六話　ソロモン・トワイライト









「ソロモン・トワイライト……？」

　この儀式に参加していた各国の要人たちが、ざわつき始めた。

「まさか、帝国側にトワイライトの一族の魔法を売ったという」

「全ての元凶だ」

「儀式はどうなったのだ」

「まさか、紅くれないの魔女の末まつ裔えいと繫がっていたのか？」

「殺せ！　奴を殺せば帝国は大きな戦力を失う！」

「どういうことだ！　聖地は安全だと聞いていたのに！」

　ここが聖地であることも、儀式の最中であることも忘れられ、あちこちから混乱の怒声や悲鳴が響き渡った。

「落ち着かぬか！」

　そんな時、声を張り上げたのはシャトマ女王陛下だった。その声は一国を統べる王たる威厳と威圧に満ちており、誰もが押し黙る。

　彼女は琥こ珀はく色の瞳に魔力を抱き、目の前に愛用の扇をかざした。

　扇の上にコロコロと転がる宝石……いや、無数の美しい甲虫が現れたかと思ったら、それが打ち上げられ、四方八方に飛び立つ。

「サティ・ハ・シャト・マ──宝石甲虫の精霊たちよ、盾となれ」

　一匹一匹が要人たちの手前で留まった。そして色とりどりに輝く美しい魔法壁を、この場にいる要人たち全てに備えた。通常の魔法壁より遥はるかに強い守護の魔法を感じる。

「貴公らは妾わらわが、フレジールの女王の名において責任を持って守り通す」

　シャトマ女王が要人たちを強く睨んだ。

「青の道化師は言葉の掛け合いによってその身を乗っ取る。一言も語らずに、隅に引っ込んでおれ。さもなくば口を蜘く蛛もの糸で縫い付けるぞ」

　要人たちはシャトマ女王に圧倒され、周囲を飛ぶ甲虫の精霊たちに追いやられながらも隅にまとまり、おとなしくなった。

「へえ。フレジールの女王の精霊魔法か。確か虫の精霊を使うのだったかな。うん。綺き麗れいな魔法だ」

　ソロモン・トワイライトは横目でシャトマ女王を見て、パチパチと手を叩たたく。

　そんな吞のん気きなことをしている間に、エスカ司教が再び銃を放つ。

　乗算召喚で顕現した精霊の銃の弾は、やはりソロモンに当たる直前で黒い渦巻きのような空間の歪みに吞まれた。しかし銃を撃ち続ける。

「魔力の無駄遣いだ、大司教。精霊魔法じゃ俺には届かなー……」

「パン・ファウヌス、潰せ」

　ソロモンが語る途中、ユリシス先生がそう唱えるのが聞こえた。

　直後、大地より巨大な腕が伸び、その二つの手のひらでソロモン・トワイライトを両側から挟み込み、強く合掌。バシンと大きな音と烈風が吹き、私も飛んでしまいそうだったけれど、トールが私の体を抱き寄せ、支えてくれた。

　しかしすぐに、パン・ファウヌスの巨大な腕がサイコロ状に弾はじけ、その内側からソロモン・トワイライトが涼しい顔をして現れた。

　彼の周囲には薄い刃状の鉄の帯が蔓延はびこっていた。

「パン校長先生……っ！」

　精霊はどんなに切り刻まれても一時的に顕現できなくなるだけで死ぬことはない。

　しかし、最強の精霊と名高いパン・ファウヌスが、こうも簡単に突破されるなんて。

「誰も動くな」

　エスカ司教が、味方の者たちにそう命じて、

「どうやってここに入り込んだ。緑の幕を突破したというのか」

　新しい武器を顕現させながら、ソロモンに向かって低い声で問いかけた。

　ソロモンは不敵に微ほほ笑えみ、

「うーん、そうだなあ。我々が緑の幕を突破できた理由はいくつかあるのだけれど、まずは一つ目」

　人差し指を立てて、楽しげに説明する。

「かつて我らがトワイライトのご先祖であった〈黒の魔王〉は、この世で最も高度と言われている大結界〝緑の幕〟を突破したことがある。その方法が残されていた、としたら？」

　私は大きく目を見開く。

　そうだ。紅の魔女の記憶でも見た。確かトルクは聖地に忍び込みカノンの存在を知ったのだった。緑の巫み女こを守るユリシス先生も頷うなずいた。

「……確かに黒の魔王は、かつて聖地の予言の儀に忍び込んだことがあります。ですがそれは、大魔術師ロードクラスの黒の魔王だから成せたこと」

　その方法が残されていたとして、それができることは〈黒の魔王〉以外不可能。

　そのはずだった。

　しかし、結果的に突破できたと言うことは、このソロモン・トワイライトという男が、黒の魔王と同じレベルで空間魔法を扱えるということ。

　そんなことが可能だというの？

　たとえこの男が、同列の大魔術師クラス〈青の道化師〉だったとして──

「ふふっ、白の賢者様の言うとおり。二つ目は、まさに俺が〈青の道化師〉の本体であるからだ。ヴァビロフォスからすれば、会いに来てほしい愛いとしい十人の子どものうちの一人。彼女に絶対の拒絶の意思を向けられれば、どう足搔あがいても不可能だっただろうが、何だかんだと我が子に甘いんだな。俺に突破口を与えてくれた」

　ソロモンが指を二本立てて、これまた愉快そうに語る。

　一方で不愉快そうな顔になったのはエスカ司教だ。

「──チッ。毎日面倒見てやってる俺より、滅多に顔を出さねえ不良息子に媚こびやがって。もう面倒見てやらねえぞ、クソババア」

　世界樹ヴァビロフォスを睨みつけながら、恨み節を言った。

　ヴァビロフォスは、こんな騒動の最中でも、相変わらずさわさわと葉擦れの音を鳴らしている。

　ソロモンは三本目の指を立て、視線を自身の背後に流した。

「三つ目は、後ろで死にかけているレピスだ。レピスには、転移装置としての役目を果たしてもらった。血の情報は、空間魔法において切りたくても切れない絶対の座標となる。ゆえに、レピスを経由し、レピスからノアを辿たどって、ここに至った訳だ。まあ、レピスにその自覚はないけどね」

　レピスに自覚はない……？

　この男の言っていることの意味を、私はほとんど理解ができない。

「ごちゃごちゃネタバラシをしたけれど、最大の要因は緑の幕が不完全だってことだ。結局のところ、これがちゃんと機能していれば俺たちの侵入は難しかった。仕方がないよね。緑の幕を展開させる九つの棺ひつぎのうち、紅の魔女の棺が、空っぽなんだろう？」

「!?」

　帝国はすでに、緑の幕が不完全であることを知っていた。

　レピスもいつか、実の兄であるソロモン・トワイライトがこの国に対し抜け道を作るだろうと言っていた……

「そろそろいいかい？　俺の目的はマキア・オディリールを手に入れることだ」

　私が傀かい儡らい魔法にかかっていることを知っている者たちは当然警戒し、それを知らない者たちも、驚きと不安の表情を浮かべた。

　私はというと、途切れそうな意識を、必死に保っている。

　身体からだ中の肉がぶちぶちとちぎれ、骨がバキバキと折られているかの如ごとく痛む。これは、魂が肉体から引き離されそうになっている痛みなのだろうか。

「さあ。紅の魔女マキア・オディリール。俺と共に帝国へ参ろう」

　ソロモンが私に向かって手を差し伸べた。

　ぐるぐると渦巻く瞳が、私にかかっている傀儡魔法に、強く訴えかけている。

　この男の手を取れ。何もかもをこの男に委ね、楽になれ、と。

「あなたはすでに、我々の手中にある。おかわいそうに。もうこれ以上は、その痛みに耐えられないだろう？」

「…………」

「あなたが自分の意思でこちらに来てくれさえすれば、その傀儡魔法は解いてあげよう。あなたは死ななくて済む。……どうだい？　それが一番良いいだろう？」

　私は何も答えられずにいたが、ゆっくりと顔を上げた。

「生き残ることが……できる？」

「そうとも。まだ死にたくはない、だろう？」

　当然、死は怖い。このままでは傀儡魔法で青の道化師に意識を乗っ取られて死ぬか、その前にカノンに殺されるかのどちらかだ。

　いや、もう一つある。

　目の前の男──青の道化師の本体──ソロモン・トワイライトを殺すこと。

　目の前に現れてくれたことはチャンスだ。紅の魔女の魔法なら、あるいは。

「やめろマキア！　お前は魔法を使うな！」

　エスカ司教が叫んだ。

　そして再び、ソロモンに向かって銃を撃ち、更には手しゅ榴りゅう弾だんを投げ込む。

　効かないと分かっていながらも攻撃した理由は、直後に分かった。

　リンゴーン、リンゴーン、リンゴーン……

　大聖堂の鐘が鳴っている。この場にいた教国の司教たちが祈りを捧ささげている。

「聖せい天てん召喚──！」

　エスカ司教、ユリシス先生、シャトマ女王の呪文を唱える声が重なった。

　三人の大精霊が、三方向からソロモンを囲むようにして召喚された。

　聖天召喚──それはここ聖地でのみ、光属性のＳＳ級大精霊のみが可能な特殊召喚だと精霊魔法学の授業で聞いたことがある。理論上は可能だが、そのような精霊召喚はほとんど誰も見たことがなく、幻の召喚方法とも……

　しかしそれは、そもそも大魔術師クラスでしかなし得ない召喚方法だからだろう。




　ユリシス先生の天空の大精霊アイテル。

　エスカ司教の天啓の大精霊ジブリール。

　シャトマ女王の天てん蟲この大精霊シルフリンド。




　顕現したその姿は、まるで天使のようで、目を奪われた。

　それぞれが剣や錫しゃく杖じょうを持ち、背中に羽を生やし、頭上に光の輪を冠している。

　世界樹の隙間から、まるで祝福のごとく無数の光の帯が差し込む。

　大聖堂の鐘の音は鳴り止やまない。

　あまりの神々しさに、まるで一枚の古い壁画を見ているような心地になる。

　しかしその神々しさとは裏腹に、天使たちは容赦なく、三方向から同時に裁きの鉄てっ槌ついを振り落とす。聖地が多少抉えぐれようとも、敵を消し飛ばす覚悟だ。

　聖地が強い光の波動に包まれて、しばらく誰もが目を開くこともできなかったと思う。

「やった……のか……」

　しばらくして、後ろでアイリを守るギルバート王子の声が聞こえた。

　しかし、

「いや、ダメだ」

　私の隣にいたトールは、信じられないというような顔をして、呟つぶやいた。

「あれほどの光すら吞み込むとは」

　トールには、すぐに分かったのだろう。

　ソロモン・トワイライトの周囲には、ドーム状に魔法壁のようなものが張り巡らされており、その表面にはぐるぐると渦巻くブラックホールのような空間の歪ゆがみが、無数にあった。

　それはまるで、宇宙を外側から見ているかのようだった。

「まさか……」

「……チッ」

「これが空間魔法……か」

　ユリシス先生、エスカ司教、シャトマ女王も次第に状況を受け入れる。

　その表情には悔しさや驚きもあったが、ある程度それを予想していたような冷静さも感じられた。

　やがて猛烈な光の攻撃が空間の歪みに吸収された。

　攻撃の対象だったソロモンはまるで何事もなかったかのような笑みを浮かべ、煽あおるような口調で言う。

「無駄だ。お優しい精霊魔法は、優しくない空間魔法には、絶対に敵かなわない」

　そう断言したソロモンに、誰も、何も言い返せなかった。

　精霊魔法とは、精霊を介し自然界の力を借りるもの。

　人々の日常に寄り添う魔法であり、破壊よりも守りに特化している。対価を支払ってまで時空を弄いじる空間魔法との相性が悪く、あまりに突破口を見み出いだしづらい。

　まず攻撃が通らない。それは現状を見ていても明らかだ。

　敵を一時的に押さえ込むことはできても、屠ほふることはできない。

「……やっぱり、私が」

　紅の魔女の肉体を素材とした、命令魔法なら──

　しかし紅の魔女の魔法を使えば、私がソロモンを殺すより先に、傀儡魔法の進行が早まり、私の体が完全に乗っ取られてしまうかもしれない。だからエスカ司教は私を止めた。

　だけど、もう、そんなことを言っている余裕はない。私は……っ。

「敵の狙いはお嬢なのですね」

「……トール？」

　私が動くより先に、トールが自らの剣を抜き、一歩前に出た。

　そして、

「トルク・メル・メ・ギス──開け、黒の箱ブラック・ボックス」

　自らの周囲に〝黒の箱〟を展開する。

　これは黒の魔王の魔術目録であり、その空間魔法をサポートするアイテム。かつての黒の魔王も魔法を行使する際はこれを開いていた。

　私が「待ってトール！」と言った時にはもう、

「その顔でお嬢に触れるな」

　トールはソロモンの周囲にあった空間の歪みを突破し、その背後に一瞬で転移していた。

「!?」

　トールが剣を振るう。今、切先がソロモンの首を僅かに掠かすった。

　今まで誰の攻撃も届かなかったのに、確かにトールの剣が届いたのだ。

　ソロモンは切られた首筋を手で押さえ、トールと自身の間にバチバチと反発する空間を作り、距離を取る。彼は少し驚いていた。

「……トール・ビグレイツ。黒の魔王の生まれ変わり」

　一瞬とても冷たい目をして、ソロモンは低い声で呟く。

　同じ、黒の魔王の空間魔法を使う者同士。

　生まれ変わりとその末まつ裔えい。

　しかしソロモンは、ニヤリと皮肉めいた笑みを浮かべ、自らも懐から剣を抜く。

「いいだろう、ご先祖様。削り合おうじゃないか」

　トールとソロモンがその剣を交え、空間の歪みや反発、瞬間的な転移を利用しながら、刹那の攻防を繰り広げる。誰もこの戦いに割り込むことができないほどだ。

　この場で唯一、トールだけがソロモンを相手にできた。

　ソロモンはその戦いを邪魔されないようにするためか、

「傀儡ども。散れ」

「!?」

　今まで置物のように動かずにいた、青いピエロたちを大魔術師たちにけしかける。それぞれがエスカ司教、ユリシス先生、シャトマ女王に向かう。

　大魔術師たちはそれを簡単に倒せるが、倒した傍から復活する。何だ、あれは。

　とても人とは思えない。この場にいる大魔術師たちを分散させるつもりだ──

「おいユリシス！　今のうちに、お前は巫み女こ様と救世主を連れてここから脱出しろ！」

　そんな時だった。

　エスカ司教が青いピエロをぶん殴って吹き飛ばし、ユリシス先生に叫んだ。

「外の精霊から連絡が入った！　聖教祭に青の道化師の傀儡が紛れ込んでいて、好き勝手暴れているようだ。例のドラゴンを回収しに来たらしい。お前はそっちに行け！」

　ユリシス先生は青いピエロの相手は精霊に任せながら状況を見ていたが、

「……わかりました」

　やがてその指示を受け入れた。

「ついでにお偉方どもも安全な場所に連れて行け。クソ邪魔だ！」

　ユリシス先生は頷うなずく。

　そしてチラリと私とトールを見た後、精霊をまた数体召喚し、緑の巫女を抱えて、救世主アイリをこの聖域から外に脱出させようと促す。

　しかしアイリは抵抗した。

「なんで!?　救世主はこういう時に戦うのが役目でしょう!?」

「いいえ、違いますアイリ。こういう時に戦うのは守護者の役目で、あなたはこれから予言を検証し、それを全うしなければなりません」

　ユリシス先生はアイリを諭した。

「でも、じゃあマキアは!?　トールもここで戦っているのに」

「アイリ。今のあなたはこの場にいてもお荷物です」

「……っ」

「それに、あなたの役目はここからなのです。守護者とは、いわばあなたを生き残らせるためのシステム。あなたが生き残らなければ、今日の儀式が意味の無いものになる」

「で、でも……っ」

「緑の巫女様は寿命を削って予言をなさる。それを無駄にすると言うのか」

　ユリシス先生の魔力を帯びた瞳に見下ろされ、アイリは少し青ざめた。

　その声音は冷たく力強く、まるでいつものユリシス先生では無いようだった。

「アイリ、ここは兄上に従い、大魔術師たちに任せるべきだ」

「ああ。外の人々を救うのも救世主の役目だ」

　ギルバート王子も、ライオネルさんも、アイリを説得する。そしてお互いに頷き合い、守護者としてアイリを守り通す覚悟を決めていた。

　守護者だけは死んでもその役目が他の誰かに移るだけで、いわば救世主を生かすためのシステムだ。

　だけど救世主だけは、もし死んだら他の救世主を召喚し直さなければならず、儀式までやり直すのに時間がかかる。

　アイリはギルバート王子に引っ張られながら、緑の扉を開けこの聖域を脱した。




　最後に、僅か一瞬、アイリと視線を交わし合った。

　アイリは、何か凄すごく嫌な予感を抱いているような、不安でいっぱいの顔をしていた。











第七話　マキア・オディリール









　トールとソロモンの斬り合いが続いていた。

　それは斬り合いというよりは、剣を媒介に、お互いの肉体の存在する範囲を捉え、削り合うような戦い。

　トールはまだ帰還を果たしていないのに、黒の箱を展開し、空間魔法を駆使してソロモンと渡り合っている。

　しかし、剣けん戟げきを繰り返すほどに、徐々にトールが押され始める。

　というより、ソロモンの剣はそのままなのに、トールの剣が歪み始めたのだ。

　ソロモンの持つ剣──あれは黒の魔王の剣。

　私が最後に、黒の魔王トルクの息子であったスクルートに託した剣だった。

「トール、もう引いて！　このままだとあなたが死んでしまう！　空間魔法の対価も膨大なものになるわ！」

　私は叫んだ。

「いいえ、お嬢！　こいつは俺が殺します！」

「トール」

「俺はもう死んでもいいですから！」

　その言葉に、私は一瞬、呼吸が止まった。

　直後、ブワリと涙が込み上げ、それが溢あふれ出だした。

「トール……」

　どれほど血を流し、傷を負っても、肉を削られても止まらない。

　命を捨ててでも敵を止めようとしている。

　それは何のため？　私のためだ。

　私は帰還を果たした時、真っ先にトールに会いに行かなかった。カノンを探した。それなのにトールは私を守ろうとしてくれている。ここで一人死んでもいいと、そう思えるほどの孤独を抱かせてしまったのに……

　今、トールにあんな戦い方をさせているのは私だ。

　否いや応おうなく黒の魔王の最期が過よぎる──

「本当に素晴らしい才能だ、トール・ビグレイツ」

　ソロモンは、トールの肉体とその剣に限界が来る、この瞬間を待っていた。




「お前が帰還を果たしていたならば、この場を支配できる唯一の存在になっていただろう」




　トールが一瞬ぐらついた。ソロモンはそれを見逃さず黒の魔王の剣を振りかぶる。この一撃は、確実にトールの命を奪うものだ。

　しかしほぼ同時に、光線のごとく、紅あかい紅い糸がソロモンの剣とその体に絡みついた。

「!?」

　ソロモンの動きが封じられた、その一瞬。

　私はトールに飛びつき、ソロモンの間合いから脱して、そのまま地面を二人で転がった。

　緑の大地が、トールの血の色で染まる。

「お嬢、どうして……っ」

　トールが倒れ込んだまま、苦痛に顔を歪ゆがめる。

「ダメよトール、もう動いては」

　トールはすでに致命傷に近い傷を負っている。

　それにこの後、空間魔法を存分に使った、膨大な対価の支払いもやってくる──

　トールは片目で先払いをしているが、おそらく今回、それを超えて新たな支払いをする必要が出てくるだろう。

　私はゆらりと立ち上がった。

　血の魔法を使うために腕を嚙かんだから、口の中が血の味でいっぱいだ。

　紅の魔女の魔法を使うなと言われていたけれど、トールが死ぬくらいなら、私の生き残る可能性を捨てた方がマシだと思った。

　トールはもう戦えない。戦わせない。

　赤い糸の魔法を引きちぎり、義足を鳴らしながらこちらに向かってくるソロモン・トワイライトと、私は向き合った。

「驚きました。流石さすがは紅の魔女の魔法。こちらの空間魔法をいとも簡単に破壊する」

　普通、体が刻まれてもおかしくない糸の魔法だが、ソロモンは瞬時に肉体の表面に薄い結界を張り、それを凌しのいだようだった。さらには再び、ドーム状の空間の歪みを展開し、私と自身を囲う。他の大魔術師に干渉させないように。

　トールとあれだけ戦っておきながら、まだ余力がある。傷もあんなに負っているのに、その表情は涼しく、元気そうで嫌になる。

　私は目を閉じ、静かに呼吸を整えた後、ゆっくりと瞼まぶたを上げる。紅の魔女の魔法を使ったことで、自身の体が、急速に傀かい儡らい魔法に侵されていく感覚があった。

「ねえ、ソロモン。もういいわ。もうもちそうにない」

　私がそう言うと、ソロモンは満足げに口角を上げた。

「俺のものになる覚悟ができたということかな？」

「……その代わり、これ以上誰も傷つけないで」

「ええ、もちろん。他に何か願いたいことは？」

「では、もうひとつだけ、聞いていいかしら」

　ソロモンは「ええ」と頷く。

　私は苔こけむした緑の祭壇に、瀕ひん死しの状態で転がっているレピスの方を見た。

　しかしレピスの傍にはすでにネロが構えていて、レピスを密ひそかに保護しようとしている。

「私に傀儡魔法をかけたのは……レピスよね」

「おや。お気づきで？」

「レピスは私を裏切っていたの？」

「いやいや。レピスは何も知らない。本当にあなたに信じてもらいたかっただけだ。お互いの信じ合う心だけがこの傀儡魔法を成立させる。ただ、レピスもまた〈青の道化師〉だったというだけ」

　ソロモンはその片側の目を細めると、

「〈青の道化師〉とは、俺とレピスとノアの、血を分け合った三きょうだいだったのデス」

「…………」

「俺は意識的に、レピスは無意識的に、このメイデーアに〝災い〟と〝最後の希望〟をもたらす存在。ノアはその両方のバランスを取る存在だった」

　私の顔を覗のぞき込み、自らの口元に人差し指を当て、囁ささやいた。

　もう私が手に入った確信があるのだろう。ベラベラとネタバラシをする。

「故に、俺だけを殺してもあなたは生き残れないんだよ、マキア・オディリール。レピスも殺さなくちゃ。でも君には絶対に無理だろう？　君は最初から、詰んでいた」

「…………」

　今、絶望的な話を聞かされているのだろうけれど……

　私は少し安心した。ああ、やっぱりレピスは私を裏切った訳では無かったんだ、と。

　実のところ、誰が私に傀儡魔法をかけたのか、薄々気がついていた。

　その〝言葉の掛け合い〟が何なのか、私は世界樹に触れた時に教えてもらっていたから。

　だけど、レピスの、あの時の涙だけは疑わなかった。私に信じてもらいたいと言ったレピスの言葉は、真実だと思っていたから。

「ソロモン……」

　その心を利用したというのなら、許せない。

　この男は、前世の夫と同じ顔をしていたとしても、私の大事な人を傷つけすぎた。

「あなた、お仕置きが必要だわ」

　───カチッ。

　頭の中でスイッチの入るような音がした気がした。

　ほぼ同時に、ふいを突くように、私はソロモンの胸ぐらを摑つかみ、その唇に自身の唇を重ね合わせる。

「──!?」

　この行動は誰も彼もを驚かせただろう。

　当のソロモンですらこの行為は予想ができなかったのか、僅かに目を見開く。その時の表情がまた、何となくトルクの面影があって、やるせなかった。

　瞬間──まるで花が咲くように、無数の赤い光の針が、ソロモンの内側を貫いて、突き破る。それはまるで、体内で棘とげのついた光の球体が、一気に巨大化したような様だ。

　血、唾液、髪、爪のような、肉体の一部を素材にして魔法を行使するのが、紅の魔女。

　その大半は破壊に特化しており、凶悪で凶暴な魔法だ。

　瞳孔に潜む光に、命令を帯びた声音に、悪意に満ちた微ほほ笑えみに──

　この世界で一番悪い魔女と謳うたわれた理由を示す。




「道化ごときが私を手に入れられると思うな」




　ソロモンはやっとその薄ら笑いをやめ、驚きの目をしたまま、グッと表情を歪めて血を吐いた。ほぼ同時に、ソロモンの周囲にあった空間の歪みも解除される。

　奴は体内で治癒魔法を展開しているようだけれど、上手うまくいっていない。空間魔法も、発動しようとしたところから破壊される。そういう毒を飲まされたようなものだもの。

　私は口元を袖で拭って、かつてのマキリエがやっていたような不敵な笑みを浮かべる。

「私はねぇ、何度も何度も黒の魔王と戦ってきたのよぉ。空間魔法なんて何千何万も破壊してきた。私を懐に入れたバカはどこの誰かしら!?」

　さっきまでソロモンが展開していた、周囲に空間の歪みを作り、自分に向けられた魔法を別空間に転移させる空間魔法。それは黒の魔王もよく使っていた。

　だけど私の血は、空間魔法そのものを破壊する。唾液は対象の体内で、治癒魔法の指示を狂わせている。

　帰還を果たした私は、紅の魔女の魔法の〝威力〟を存分に発揮できた。

　まるでこの時のために、黒の魔王との競い合いがあったかのようで……

「マキア！　もういい、魔法は使うな！　そんな強い魔法……っ、傀儡魔法が進行するぞ！」

　エスカ司教が、死なないピエロを蹴け散ちらしつつ、トールに治癒魔法を施しつつ、私に向かって叫ぶ。

　焦りを帯びた心配そうな表情が、まるで司教様らしくない。しかし、

「うるさい！　生臭司教はあのクソデカ世界樹でも守ってなさい！」

「……なっ！」

「大事な神様が、これ以上ボロッボロになっちゃってもいいのぉ？　それでなくとも、空間魔法の余波であちこち抉えぐれているのに！」

　今まで素直でいい子だったマキアに無茶苦茶言われて、エスカ司教は面食らったような顔をしていた。私はこれまた高笑い。

　これが世界で一番悪い魔女。

　ソロモンもまた、貫かれた腹を押さえ、ふらつきながら、

「ははっ。あなたが……紅の魔女か……っ」

　何がそんなに嬉うれしいのか、口元に、狂おしいほどの歪いびつな笑みを浮かべていた。

「そう。私こそが紅の魔女」

　私は髪を一本抜くと、両手を掲げ、自身の糸の魔法を、まるであやとりのように指に絡める。いつの間にか、その内側にソロモンの首を納めて。

「……!?」

「残念だわ。子孫の尻拭いをすることになるだなんて」

　たとえ目の前の男が、紅の魔女と黒の魔王の血を継ぐ子孫であっても、トルクと同じ顔であっても、私はその糸を引くのを迷わなかった。

　ヒュッと空を切る音がして、そして──

　ソロモンの首が私の糸の魔法によって焼き切られ、苔むす大地に落ち、ゴロンと転がる。

　遅れて、胴体もドサリと横たわった。

　転げ落ちた首の、ぐるぐると渦巻いていた青黒い瞳に光はない。一瞬の静寂も相まって、私は少し呼吸を整えた。

　ソロモンが死んだことで、青いピエロたちの動きも止まる。まるでおもちゃの電池が切れたように。




　───ドクン。




　しかし、その直後。一度強く、私の心臓の鼓動が高鳴った。

　何だか、視界にノイズが入る。

　まるで私の体が石になってしまったかのように、重く動かない。水の中から聞こえるような、籠った声が響く。

『惜しかった。実に惜しかったね。君の身体からだはもう俺のものだ』

　チラチラと、視界を舞う砂嵐の向こうで、大地に転がるソロモンの首が笑って見える。

『チェックメイトだ。ご先祖様』

　私は無意識のうちに、指に絡めていた糸を、紅い棘のような形に集約していた。

　それを思い切り自身の胸に突き立てる。

　四光の紋章のあった場所に。

「……え」

　誰もが私の行動に言葉を失っていた。自分でもそれをしてから、驚いた。

　ゆっくりと、肉に、骨に鋭いものが刺さっていく。

　私がどんなに手に力を込めても、止まらない。

　私は私自身の心臓を、前世と同じように貫こうとしている。

「お嬢……っ！」

　もう体の動かないトールだけが、私に向かって叫び、手を伸ばしていた。




　マキ・リエ・ルシ・ア……赤い林りん檎ごを喰はみなさい……




　体が勝手に、ある魔法を発動しようとしているのが分かった。

「ダメ。その魔法だけはダメ……ッ」

　このままだと五百年前と同じように、私は自分の肉体全てを糧に大爆発を引き起こす。

　ソロモンは最初からそれが目的だったのだろうか。

　聖地が、世界樹が吹き飛べば、メイデーアにもたらされる災いは、過去に類を見ないほど甚大なものになるだろう。

　ここには大切な人たちがたくさんいる。トールがいる。

　今世、私は自爆する訳にはいかない。

「カノン！」

　私は赤い棘が心臓を貫くより先に、最後の自我を振り絞り、彼の名前を呼んだ。

「カノン！　私を殺して！」

　血を吐きながら、激しい痛みに耐えながら。

　私は自分自身の魔法を必死に抑え込みながら、悲鳴にも似た声で叫ぶ。

「お願い！　もうあなたにしか頼めない……っ！」

　最後に辿たどり着く場所で幸せならそれでいい。

　そこに行き着けるまで、私があなたを救うまで、あなたは私を殺し続けると言った。

「──ああ」

　今まで徹底して傍観者でいたカノンが、動く。

　きっと彼も私を殺す瞬間を見定めていた。

「何度生まれ変わっても、お前を殺す」

「…………」

「お前との〝約束〟は違たがわない」

　カノンを傍に感じた時にはもう、彼は手にしていた金の短剣で私の胸を貫いていた。

　口から大量の血を吐く。カノンが私の胸元から剣を引き抜く。

　そしてズルリと倒れ込む私を、カノンが抱き止める。

　金の短剣は、大魔術師を絶対に殺せる力を宿した武器だ。傀かい儡らい魔法に完全に支配される前に、紙一重のところで私を止めてくれたのだ。

　私は安あん堵どし、掠かすれた声でカノンに謝った。

「…………ごめんね。カノン」

　いつもいつも、こんなに辛つらい役割ばかりを押し付けてごめん。

　私は結局、あなたに私を殺させた。

　何もかも背負わせてごめんなさい。

「構わない。お前は十分頑張った」

「…………」

「静かに眠れ」

　単調な声音が心地よく、かつて塩の森で共に過ごしたカノンを思わせた。

　少し遠いところで、レピスとネロが、見たことのないような絶望の表情で私を見ていた。

　シャトマ女王やエスカ司教も、瞬きすることもなく、この光景を見ていた。

　なぜだろう。痛みがない。体は冷たくなっていくのに、どこか懐かしく心地よい陽だまりの匂いを感じる。世界樹の葉擦れの音が、もういいのよと、眠気を誘う。

「お嬢！　お嬢……っ！」

　だけどトールの声が、私を一瞬だけ現実に引き戻した。

　トールが私に手を伸ばし、涙を流しながら、必死に何かを訴えている。

　私を失う恐怖に染まったその目を見ると、切ない。

「トール……」

　私もまた、トールに向かって、血まみれの手を伸ばす。

　トールは重傷の体を動かし、私の元まで駆け寄って、この手を必死に握りしめていた。

「ごめんね。ごめんね。ありがとう」

　今世、私をまた好きになってくれてありがとう。

　あなたを一人、置いていくことになってごめんなさい。

　置いていかれる辛さを、私は知っているはずなのに。

「日記……開いて……おねがい……」

　ああ。言いたいことがたくさんあるのに、もう思うように言葉が出ない。時間がない。

　トールは何か叫びながら、しきりに首を振っていた。彼の声が聞きたいのに聞こえない。

　こんなに泣くトールを初めて見た気がする。

「あなたを……この世界で一番……」

　一番、愛している。

　だけどそれを言葉にできないまま、私はまた大きく血を吐いて、そして──




　静かに〝マキア・オディリール〟の幕を下ろした。











第八話　大好きなあなたへ









「お嬢、お嬢！」

　信じない。

　俺はこんな現実を信じない。

　認められない。

「どうして！　どうしてお嬢を！　カノン・パッヘルベル！」

　お嬢を殺したこの男を、絶対に許せない。

　もうほとんど体の感覚が無かったが、お嬢を抱き上げるカノン将軍に摑つかみ掛かかって、俺はお嬢を取り戻そうとしていた。もう目を開けることのないお嬢を。

「落ち着け、トール！　お前ももうボロボロだろうが！」

　エスカ司教が俺を後ろから押さえ、カノン将軍から引き離す。

「マキアは青の道化師の傀儡魔法にかかっていた！　だからあの時、肉体が乗っ取られる前に、カノンに自分を殺すよう頼んだんだ！」

「それが何だ！　お嬢を殺していい理由にはならない！」

　俺は信じない。俺は何も知らされていなかった。

　いや、違う。お嬢は俺に何か話そうとしていたのに、俺がつまらない嫉妬と、孤独感と敗北感から突き放した。お嬢を諦められるはずもないのに、諦めようとして。

　今更ながら、ありとあらゆる後悔と喪失感が波のように押し寄せてくる。

　だけどそれを、もうどうにもできない。

「違う。嫌だ。俺が死んだ方が良かった……っ」

　こんなことになるくらいなら、俺が死ねば良かった。

　お嬢の一番ではない。ソロモンすら倒せない。俺なんて生きていても意味がない。

　多くの人に愛されているお嬢が生き残って、俺が死んだ方が良かったんだ──

　そんな時、

「大変です！　帝国が教国に向けて、例の魔導兵器を起動したとの報告が！」

「!?」

　ユリシス殿下が再びこの場に戻ってきて、とんでもない知らせをもたらした。この場に残っていた人々がざわついた。

　ユリシス殿下はその後、カノン将軍が抱えているお嬢を見て、

「……マキア嬢？」

　ハッとした顔をして、お嬢の名を呟つぶやいた。

　しかしカノン将軍は動じることなく、淡々と答える。

「敵は教国の混乱に乗じ、畳み掛けて攻撃するつもりだ。猶予はない。マキア・オディリールを世界樹の根元の棺ひつぎに入れ、緑の幕を完成させる」

　そしてお嬢を抱えたまま、スタスタと世界樹の根元の裏側に向かう。

「待て、カノン・パッヘルベル」

　俺はそれを、どうしても止めたかった。

「どうしてそんなことができる。どうして！　紅くれないの魔女から名前をもらったくせに！　お嬢はお前を、いの一番に追いかけたのに……っ！」

　しかしカノン将軍は僅かに振り返り、俺をその赤い瞳で睨にらんだだけで、

「トール・ビグレイツ。いい加減マキア・オディリールの死を受け入れろ」

　残酷な現実を突きつける。

「マキアの最後の言葉を思い出せ。その願いを叶かなえてやれ」

　まるでお嬢のことを、知ったように言う。

　どうしてお嬢を殺した男に、そんなことを言われなければならないのか。

「…………っ」

　俺はただ怒りと悲しみに任せ、エスカ司教を押し退のける。そして地面に転がっていたボロボロの剣を手にし、カノン将軍に切り掛かる。

「やめろ、トール！」

「トール君……っ！」

　しかし再びエスカ司教やユリシス殿下によって押さえつけられ、剣を奪われ腕を取られ、苔こけむした大地に伏せるような形で押し付けられた。

「やめろ、放せ！　お嬢を連れて行くな！」

「落ち着いてくださいトール君。気持ちはわかりますが今は時間がありません……っ」

「嫌だ！　嫌だ……っ！　俺からお嬢を奪うな！」

　お嬢は俺の全てだった。

　頼むから、この世界で一番大切なものを奪わないでくれ──

「……はあ。憐れで見てられんな」

　ふと鼻び腔こうを、甘く蠱こ惑わく的な匂いが掠めた。途端に俺は、朦もう朧ろうとする。

　元々限界だった。体も心も、痛くて痛くて仕方がない。

　悲しくて、辛くて、現実に押し潰されてしまいそうだ。そんな俺の周囲を、眠気を誘う鱗りん粉ぷんを振ふり撒まく蝶ちょうが飛んでいる。

「眠れ。しばし痛みと悲しみを忘れよ」

　真横から琥こ珀はく色の視線を感じた。フレジールのシャトマ女王陛下だ。体の痛みが遠のき、意識がふわふわとし、視界が掠れ始める。

　それでも俺は最後の最後まで、お嬢を連れていくカノンを睨み続けていた。

　許さない。絶対にお前を許さない。

　カノンを許せないのか？　いいや違う。

　俺は自分が許せないだけだ。

　ソロモン・トワイライトの言った通り、あの時点で俺が〈黒の魔王〉として帰還を果たしていれば、俺はお嬢を助けられたかもしれない。

　それなのに俺が、帰還を拒んでいたから、最悪の結末に至ったのだ──







　ここはどこだろう。

　俺は荒野を歩いている。

　空は暗く、星も月もない。それなのにどこまでも広がる、何もない荒野はよく見える。

　お嬢に会いたい。お嬢の最後の瞬間が、繰り返し脳内を巡る。

　事切れた瞬間がわかった。

　魂が、その肉体から、この大地から離れたような、気配の喪失を見た。

　まるで寝ているように見えるのに、死んでしまったのだと分かるのだ。母の時もそうだった。

　その瞬間は、世界から色が消える。

　光もない。音もない。風も感じないし匂いもない。

「……お嬢……マキア……オディリール……」

　俺は〝トール〟という名前をお嬢に与えられた時、マキアという少女に光を見た。

　それまでの残酷な日々は全てこの日のため、この娘に会うために生まれてきたのだと、そう、信じられた。

　お嬢は俺の全てだった。

　お嬢がこの世界からいなくなるなんて、考えたこともなかった。

　だけど、もう、お嬢はいない。

　今更帰還を果たしたところで、俺が守りたい人などこの世界に一人もいない。

　お嬢が別の誰かを一番に思っていて、その人を追いかけていたって、そんなことは些さ細さいなことだったじゃないか。

　傍にいられるだけで良かった。

　お嬢の一番になりたい、この恋心が報われて欲しい、お嬢に愛されたいなどと思ってはいけなかった。最初から、俺はお嬢に相応ふさわしくなかったのだから。

　もはや何もかもがどうでもいい。俺が生きている意味はない。

　死んでお嬢の傍に行きたい。

　メイデーアが憎い。お嬢を奪ったあの世界なんて、どうなろうと知ったことではない。

「…………」

　そんな時だった。

　何もない荒野の真ん中に、周囲とは異質な何かが落ちていることに気がついた。

「日記……？」

　俺はそれを拾い上げる。やけに古く、分厚い日記だ。

　しかし徐々に思い出す。それはお嬢が俺に託した日記だった。

『日記……開いて……おねがい……』

　お嬢の最後の声が、もう一度だけ聞こえた気がした。

　手が震える。ゆっくりとその日記の表紙を開く。

　古い本の表紙はまるで扉のよう。扉の向こうに、彼女はいるだろうか──




　この世界で一番大好きなあなたへ。




　最初の一ページに綴つづられた文字を見て、俺はゆっくりと目を見開く。

　そして赤い光に包まれる。

　赤い。紅あかい。あまりにも眩まばゆい光に、俺は目をギュッと瞑つむった。





＊＊＊






　どのくらい目を瞑っていただろう。

　冷たい水滴が顔に当たり、それで、ハッと瞼まぶたを上げた。

　気がつけば俺は、白い塩の結晶があちこちに生えた、見覚えのある森の中で横たわっていた。さっきまで何もない荒野に立っていたのに。

「……っ、俺は……」

　頭がズキズキする。それでいてぼんやりとしている。

　ここは……一面、雪が降った後のように白い森だ。だけど決して雪が降っている訳ではない。空気が澄んでひんやりしているが寒くはない。

「ああ、ここは塩の森だ」

　立ち上がり周囲を見渡す。デリアフィールド領にある塩の森は、幼い頃にお嬢とよく遊んだ場所だったから、すぐにわかった。

　そしてどこからか、甘く芳しい、塩リンゴの焼けるような匂いがしてくる。

「お嬢……？」

　再び頭がズキンと痛んだ。何だか凄すごく胸が締め付けられる。

　俺は何を考えるよりも先に駆け出した。よく知っているようで、何かが違う迷路のような道を、時にぐるぐると迷いながらも、進んで進んで……

　アネモネの咲き乱れる、怖いくらい真っ赤な花畑を突っ切って、突っ切って……

　塩リンゴの焼ける匂いを辿たどって、やっと見つけ出す。

「小屋……」

　塩の森の奥にある、古い小屋だ。

　かつて紅の魔女の住んでいたと言う小屋で、今現在はオディリール家の大奥様が住んでいる。俺もお嬢と共に、何度も大奥様を訪ねたことがある。

　だけど、何かが違う気がする。

　外観も、庭の感じも、そもそもここに至る道だって、俺の知っている塩の森とはだいぶ違っていた。

　胸騒ぎがする。

　小屋の煙突からは煙が出ていて、塩リンゴの焼ける甘い匂いはここから漂っている。

　俺は呼吸を整え、その小屋の扉をノックした。するとすぐに、扉が開く。

　目の前に現れた赤髪の少女に、俺は一瞬で、自身の表情を強こわ張ばらせた。

　その一方で、少女はパッと華やかな笑顔になり、

「トール！」

　嬉うれしそうに俺に抱きつく。

「……お嬢？」

「日記を開いてくれたのね。私に、会いに来てくれて嬉しい……っ」

　マキア・オディリール。その赤髪も、目尻の少しつった海色の瞳も、よく通る高い声も、体温の高い肌も、俺の大事なお嬢そのもの。

　だけどお嬢は死んだはずだ。俺は夢を見ているのだろうか。

　それとも俺が死んで、お嬢の傍に行けたのか？

「……お嬢……っ」

　それでいい。お嬢の傍にいたい。

　俺はお嬢に縋すがって、子どものように声を上げ、泣いた。

　会いたかった。謝りたかった。ずっとお傍そばに置いてください、と。

　お嬢はそんな俺を慰めるように、頭を撫なで、抱きしめ続けてくれていた。







　情けない。そんな後悔がやってくるくらい、お嬢の前で猛烈に泣いてしまった……

「トール、さあ入って」

　小屋に招き入れられた途端、暖かく甘い、優しい空気に気が抜けた。

　部屋の中はすっきりとしており、日当たりも良く明るい。

　何だか俺の知っている内装と違い、それほどの古さも感じない。しかしあちこちに魔法薬の入った色とりどりの瓶が並べられ、干したばかりの薬草が吊つるされており、魔女の家だなと思わされる。

「私ね、塩リンゴのパイを焼いたの。トールがお腹なか空かしてるんじゃないかと思って」

　お嬢は「えへへ」と笑いながら、焼いたばかりだという塩リンゴのパイを切り分けてくれる。デリアフィールドでよく飲んでいた塩リンゴのお茶も淹いれてくれ、俺は何だか、故郷にでも帰ってきたかのようなノスタルジックな感傷に浸っていた。

「どうぞ、召し上がれ」

「……はい」

　塩リンゴのパイを一口食べて、また無性に泣きたくなった。

　確かに腹も空いていたし、お嬢の手作りのお菓子を食べるのは久々だったと言うのもあるが、この時はなぜか、その味を遥はるか昔から知っている気がして。

「美味おいしいです。お嬢のお菓子は、いつも優しい味がする……っ」

　俺はそれを必死になって食べた。お嬢は俺の食べっぷりを見てとても嬉しそうにして、自らも、美味しそうに食べている。

　こんな風に、二人で平和に美味しい食事をするだけでも、十分幸せだった。

　俺はそれを改めて思い出したのだった。







　それから俺たちは、しばらくその小屋で平和な日々を過ごした。

　庭には畑や家畜小屋があり、そこで野菜を育てたり、鶏の卵をとったりして食事の糧にした。

　一緒に森に行って散歩をし、花を積んだり、果実やきのこ、山菜なんかも探したりした。

　川で魚を釣ったり、ウサギや鳥を狩ったりもした。大物を狩った時は、煮込んでシチューにしたり、パイ包みにしたり、保存食にしたりして……

　塩の森の塩の採取も、日課だった。

　これをお嬢が、箒ほうきに乗って町に売りに行くのだが、塩の森の塩は貴重で高値で売れるという。売ったお金でお嬢はいつも塩の森では手に入らないものを買ってくる。

　ミルクやバター、小麦粉やチーズ、砂糖や蜂蜜、ベーコンの塊など。

　時に異国の珍しい米や漬物、缶詰や調味料なんかも……いったいどこから手に入れてくるのか、というようなものまで。

　そういうものが手に入った時は、ご馳ち走そうを作ってそれをバスケットに詰め込んで、丘の上にピクニックに行く。夜になると、満天の星が綺き麗れいに見えるから。

　怖いくらい綺麗な星空を見上げて、俺たちは一枚の毛布にくるまって、寄り添って、静かな時間を過ごす。それだけで幸せだった。

「ねえトール、毎日ずっと、楽しいわねえ」

「……ええ」

「ずっと、こんな風に、塩の森であなたと暮らしてみたいと思っていたの。ずっと前から」

「それは俺だって。お嬢とここに戻って来たいと思っていましたから」

「ふふっ。そうだったわね」

　どちらかというと、お嬢より俺の方が、デリアフィールドや塩の森に執着していた気がするのだが。

「でも私は、ずっと昔から、あなたをここで待っていたのよ」

　お嬢はそう言って、俺の肩にポンと頭を置いた。

「あなたがあの扉を叩たたいて、もう一度私のところに訪ねてこないかしらって……ずっとそう思っていた」

　何だか切なげで、寂しそうな目をしている。

　お嬢は、いったいいつの、何の話をしているのだろうか。

　俺はお嬢と過ごす日々の中で、辛つらいことを忘れ、そして、何だか凄く大切なことを思い出しそうな……そんなむず痒がゆい感情を得ていた。







　その日もお嬢は箒に乗って、町に塩を売りに行った。

　箒に乗って空を飛ぶお嬢を見送っていた時、

「あれ？　お嬢は箒に乗って空を飛んでたっけ……」

　ふとそんな疑問が浮かんだ。今まで何の疑問も抱かなかったのに。

　そもそもお嬢は、こんなに塩の森での暮らしに詳しかっただろうか。

　でもその姿は様になっていて、何だか俺も、当たり前のように受け入れている。

　疑問を抱くたびに、頭がズキンと痛むことがある。

　そもそも、俺もお嬢と一緒に町に行きたかった。しかし箒に二人乗りはできないらしい。残念だが、町までかなり距離もあるし、ここには馬も馬車もないからな。

　お嬢が買い出しに行っている間は、薪まき割わりに勤いそしんだ。

　森の中で一番綺麗な花を見つけて、食卓や窓辺に飾った。

　そして静かな時間の中で、一人不安になる。

　お嬢は帰ってくるだろうか。

　この平穏な生活は、いつまで続くのだろうか。

　さわさわ……さわさわ……

　どこからか枝葉の擦れるような、森の囁ささやき声ごえが聞こえてくる。それがまた不安を搔かき立たてる。

　そもそも俺はなぜここにいるのだろうか。俺とお嬢は……あれ……

　やはり、様々なことを忘れている気がしたが、お嬢はいつも夕方になると戻ってきて、俺に「ただいま」と言って無邪気に抱きつき、

「ねえトール、キスして！」

　可か愛わいらしくキスをせがむ。こんな風に少し離れているだけで、お嬢はとても甘えたがりになり、俺もまた、違和感や気掛かりを忘れてお嬢を甘やかしたくなる。

　本当にただの若い夫婦のようで、俺はこの生活が、泣きたくなるほど好きだった。







「ねえトール。この辺でアネモネの花を見なかった？」

「アネモネ、ですか？」

　ある日、お嬢にそう問いかけられた。

　ちょうど壊れた椅子を直しているところだった。最近、何かと家の備品が壊れるのだ。

「アネモネ……」

　俺は工具を片手に少し考えた。そういえば、この小屋を訪ねる直前に、森の中でアネモネの咲く花畑を見た気がする。

　あの時は無我夢中でこの小屋を探していたから、そのど真ん中を突っ切った。

　だけど、そういえば、あれ以来アネモネの花を見ていない。一年近く前のことだし、どこに咲いていたのかも覚えていない。

　そもそも俺は、どこからここへ来たのだったか……

「うーん。以前見た気がするのですが、覚えていないですね。塩の森も広いですから」

「そうよねえ。私も見たことがあるのだけれど、いざ探すと全然見つからなくて。あんなにたくさん咲いていたのに……」

　お嬢は窓辺で、何の花も生けられていない花瓶を見下ろしながら、ポツリと呟つぶやいた。

「アネモネの花が欲しいのですか？」

「うん。ここに飾ったら綺麗だろうなと思って」

「俺が探してきましょうか？」

「じゃあ、一緒に探しに行きましょう、トール！」

　お嬢はピクニックの口実ができたとでも言わんばかりに、嬉しそうに飛び上がる。

　そして、外で昼食を食べることになるだろうからと、お嬢は持っていける食べ物を考えていた。

　なぜかお嬢は、昨日手に入れた米を炊いていた。お嬢は米が好きで、町の市場で見かけたら絶対に買うと言う。

　いつもはこれでパエリアやリゾットを作るのだが、今日は何やら、違うようで。

「よし、おにぎりにしましょう！」

「おにぎり？」

「絶対、トールも好きよ。ちょっと待ってて」

　お嬢は張り切って、炊いたばかりの米で〝おにぎり〟というものを作り始める。そこに以前手に入れた怪しい漬物や缶詰の中身を、何やら手を加えつつ丸め込んでいた。

「ふふ、うふふ」

「な、何やってるんですか？　お嬢」

「いいからいいから。梅干しおにぎりとツナマヨおにぎりと……うふふ」

　半笑いでぶつぶつと呟いている。

　こういう時、お嬢って魔女だなあと思ったりする。好奇心旺盛で、時に想像もつかないものを生み出すから。

「あ、待って！　イヤリングつけなくちゃ」

　出かける直前になって、お嬢は何か忘れ物があると言うように、慌ててドレッサーに向かった。そして紅水晶のイヤリングを、その耳につける。

「そのイヤリング……」

「可愛いでしょう？　ずっと前にトールがくれたの、覚えてる？」

「ええ」

「うふふ。今もお気に入りなのよ」

　お嬢はいつもそれをつけている。

　確かに俺があげたものだったはずだが、ええと、いつあげたものだったか……

「それじゃ、しゅっぱーつ！」

　やっと小屋から出て、アネモネ探しが始まった。

　塩の森にはあちこちに赤いアネモネが咲いていた気がするが、探すとなかなか見つからない。というのも、この森に咲く花や実る果実は、日々その位置や形を変えている。

　なぜかは分からない。自然と受け入れている。

　途中、小川のせせらぎが聞こえてきて、俺たちはここで昼食を取ることにした。川の近くにある木の下に布を敷き、そこでお嬢がバスケットを開く。

　取り出したのは、今朝一生懸命作っていた〝おにぎり〟だ。

「はい、どうぞ」

　お嬢はそのうちの一つを俺に手渡す。何だか期待の眼まな差ざしで俺がそれを食べるのを見ている。俺は少し照れくさいと思いながらも、それを一口齧かじる。

「うわっ、すっぱ」

　あまりの酸っぱさに顔を歪ゆがめた。米の中に赤く酸っぱくねっとりした、謎の食べ物が入っている。

「あははっ」

　お嬢は腹を抱えて笑った。

「お嬢。これは何かの嫌がらせですか？」

「そんなことないわよ。トールったら、あの時と同じ反応をするんだから……」

　あの時？

「斎藤の時は、梅干しのおにぎり、あんなに大好きだったのにね〜」

　サイトウ??

　そういえば俺は、この酸っぱい味を知っている気がしたし、今回のような出来事が、以前にもあったような気がした。

「ねえトール。あなたはまだ、前世のこと、思い出したくない？」

「前世……？」

　少し冷たい風が吹いて、森の木々がザワザワと揺れた。

　木々の葉が風に吹かれて、怖いくらいに舞い落ちる。

「私とあなたは、今までに何度か出会っているのよ」

「…………」

　お嬢の雰囲気も、何だか今までと少し違う気がする。

「これから先の戦いで、とても大切になってくる〝真実〟だから。あなたは知っておくべきだわ。怖がらなくていい。私があなたを守ってあげる」

　ズキン、と頭が痛んだ。

　俺は自分の頭を押さえながら、記憶が逆流してくるような異様な感覚を得る。

　ズキン、ズキンと響くような痛みの向こうに、かつての俺とお嬢のシルエットを見る。

　だけどそのシルエットは、いくつかあって……

「……俺は……俺はいったい、誰だ」

「そうね。どこから話せばいいのかしら」

　お嬢は少し寂しげに微ほほ笑えみ、どこか遠いところを見つめながら、印象的な声音で唱えた。

「私はマキア。あなたはトール」

「…………」

「一つ前の私の名前は、小お田だ一かず華は。あなたの名前は斎さい藤とう徹とおる」

　俺たちの、いくつかあった時代の、その名前を。

「そして二つ前の私の名前は〝マキリエ〟。そしてあなたの名前は〝トルク〟だった」

　その名前に辿たどり着ついて、再び頭がズキンと痛んだ。

　知りたかった。知りたくなかった。かつての俺たちの名前。

　名前を知ったことで、俺はその顔をはっきりと思い出す。

　ああ。そうだ。俺は黒の魔王トルク。

　そして、隣にいる彼女は紅の魔女マキリエ。この塩の森に住んでいた、捻ひねくれ者の魔女。

「……マキリエ」

　しかしその名前を唱えた途端、涙が溢あふれた。

　その魔女のことを想おもうと、どうしてか胸が締め付けられる。

　その魔女はお嬢の前世であり、お嬢はすぐそこにいるのに。

「そうだ。黒の魔王トルクは……紅の魔女マキリエに無礼を働いた」

「…………」

「冷たく当たった。最初は敵だと思い込んで」

　俺もまた、ポツリポツリと語り始める。少しずつだが、思い出す。脳内に二人の出会いや、それからの交流、戦い、交わされた会話が……次々に流れ込んでくる。

　黒の魔王は、紅の魔女の孤独に、気がつかなかった。

　いや、何となく気がついていながら、魔女を放っておいた。

　紅の魔女が、この世で唯一自分と対等に渡り合う女性だったから、その自由を奪い、手に入れたいなどと思ってはいけないと、彼女に惹ひかれる気持ちを無意識に抑制していた。

　それに黒の魔王には、守るべき国があったし、大切な妻子がいた。それらを放って、別の女に惹かれてはいけないと思った。

　だがその一方で、紅の魔女は、ずっと一いち途ずに黒の魔王に恋をしていた。

　彼女はずっと、この森で……俺が会いに来るのを待っていた。

「だけど、それを俺が知った時はもう、何もかも手遅れだった……っ」

　マキリエの弱さを見つめ、その孤独を癒いやしたのは、別の男だったからだ。

　俺がマキリエを迎えに行った時にはもう、彼女の心の真ん中に、俺は居なかった。

「さあ。それはどうかしら」

　お嬢はニッと悪戯いたずらに笑った。

「だって、紅の魔女マキリエと黒の魔王トルクは夫婦になったわ」

「違う！　仮かり初そめの夫婦だ。マキリエは最後まであいつを想っていた……っ」

「確かに私たちは最後まですれ違っていた。でもね、双子の子どもが生まれたわ。一人は女の子。もう一人は男の子。私たちの宝物。私たち、ちゃんと家族だったわ」

「…………」

「マキリエは不幸だったと想う？　そんなことないじゃない。黒の魔王は……トルクは最後まで私たち家族を大事にしてくれた。欲しかったものを全部くれたのよ。マキリエはそれが嬉うれしかった。最後のあの時間は、本当に幸せだったのよ」

　俺だって思い出している。とても短かったが、幸せな時間は確かにあった。

　だけど、どうしてこんなにも辛つらい気持ちになるのだろう。

　最後まで、すれ違ったまま、死んだからだろうか。

　それともマキリエを置いて先に死んだからだろうか。

　置いて……先に……

「よっ」

　お嬢は立ち上がると、パンパンとスカートを叩はたき、そして木の下から明るい場所に出た。

「ねえトール。恋というのは、どうしてこうも一筋縄ではいかないのかしら。切ないし、すれ違うし、叶かなわないこともある。手に入ったと思ったら零こぼれ落おちていくんだもの。恋は苦しいわね」

「お嬢……？」

「だから私たち、どの時代でも、ちゃんと恋をしていた」

　お嬢はまるで、そうでしょう？　と言わんばかりの顔をして振り返る。

　そうだ。俺たちはずっと、どんな時代でも恋をしていた。

　トルクの時代も。徹の時代も。トールの時代も。

　だから俺は苦しかった。いつも零れ落ちてしまう恋に、胸を焼かれて。

「ここからが本題よ、トール」

　また風が吹いて、木々が強く揺れた。

　お嬢は真面目な顔をして、俺を見つめている。

「私たちの大切な宝物。双子の我が子のうち、女の子のサリアはトワイライトを継承し、今のトワイライトの一族に繫つながっていく。そしてもう一人、男の子のキースはオディリール姉妹に育てられ、以降オディリールの名を継承していく。もう分かったでしょう？　トワイライトの一族も、オディリール家も、元を辿れば〈紅の魔女〉と〈黒の魔王〉の子孫なのよ」

「ソロモンが言っていたのは……このことなのですね」

　ソロモンはお嬢を見て、トワイライトの母と言っていた。

　あの時はまるで意味がわからなかったが、今ならばわかる。

「トワイライトの一族は、私とあなたの子どもたちが繫いだ命。だけど今は帝国に、青の道化師に好き勝手にされている。……だったら私たちのやらないといけないことは何？　あの子たちを、止めてあげなくちゃ」

　止めて、叱って、救ってあげなくちゃいけない。

　たとえ真正面からぶつかり合って、戦い合うことになっても。

　お嬢はそう言い切った。

「きっと、トールにしか止められない。だからトールは、戻らなくちゃ……」

「……え？」

　俺にしか止められない……？

　それは、俺がソロモンやトワイライトの一族と同じ、空間魔法を使うからだろうか。

　お嬢だって、あのソロモンの空間魔法を破壊するほどの力を持っているのに。

　お嬢はどこか切なげに微笑み、今度は俺に背を向ける。

「あっ」

　そして何かを見つけたのか、明るい声を上げて小川に向かって駆け出した。

「あった、アネモネ！」

　どうやら小川を、一輪のアネモネの花が流れてきたようだ。

　お嬢はずっとアネモネの花を探していた。裸足はだしになって川に入り、その一輪の花を水面から摘つまみ上あげる。水滴をつけたアネモネの花は、太陽の光をキラキラと反射させている。

　その花を掲げ、見つめているお嬢の横顔は、この世界で一番綺き麗れいだと思った。

　だけど同時に、お嬢の姿やその視線が、あまりに儚はかなげな憂いを帯びていて、静かに胸がざわついた。

「ねえトール。やっと見つけたわ！　って……わっ」

　お嬢は川の流れに足を取られたのか、ふらふらと不安定な動きをする。

「お嬢！」

　俺も慌てて川に入り、お嬢の体を支えた。そして不用心なお嬢に注意する。

「浅い小川とはいえ、気を付けてください。あなたは泳げないんですから！」

「あはは。ごめんトール」

「全く……お嬢のことは、俺が見てないとダメですね」

　そうであって欲しいという願いが言葉になって漏れる。本当はもう、お嬢には俺がついていなくても大丈夫だとわかっていても。

　寂しがり屋の魔女が、もう二度と寂しい思いをしないように──

「俺がずっとあなたの傍にいます」

　俺はお嬢の細い腰を抱き寄せ、その頰に触れ、赤く小さな唇に優しく自身の唇を重ねた。

　その心の真ん中にいるのが俺じゃなくてもいい。一番でなくても、もういい。

　晩年の黒の魔王のように傍にいて、あなたのやりたいことを支えて、最後までお嬢の家族であることを全うできればそれでいい。あなたに寂しい思いをさせなければそれでいい。

　……あれ？

　だけど、お嬢は……あれ。

　お嬢は……マキア・オディリールという少女は……もう……

　ゆっくりと唇を離すと、お嬢の瞳は潤んでいて、今にも泣きそうだった。泣きそうなのに、微笑みながら、俺に問いかける。

「ねえトール。アネモネの花言葉を覚えている？」

　その問いかけに、ドキッとした。お嬢は手に持っていたアネモネの花を一度だけ口元に寄せると、それを俺に差し出しながら、こう告げた。




「この世界で一番、愛している」




　それは、本来ならば、叶わぬ恋の〝愛している〟。

「だけど、信じて。マキアの一番は、最初からずっとトールなのよ。マキアはトールに会うために、生まれてきたの」

　お嬢の言葉は力強く、その眼まな差ざしは、強烈にそれを訴えていた。

　この恋心を疑うな、と。

　俺はそんなお嬢の言葉に促される形で、アネモネの花を受け取った。

　そう。受け取ってしまったのだ。

「お嬢……？」

　途端に、俺は不安に駆られる。

　胸の奥に閉じ込めていた喪失感を、思い出してしまいそうで。

「トールはもう、戻らなくちゃ」

「戻る？　どこへ？」

「あなたはまだ必要とされている。……私ももう、向こうへ行かなくちゃ」

「向こう？　行くってどこへ……っ」

　お嬢の言っていることの意味がわからず、俺は首を振りながら問いかけ続けた。

「俺はお嬢と離れるなんて嫌です！　お嬢の行くところに俺も行きます！　言ったじゃないですか、ずっとあなたの傍にいるって！」

　もう何があってもお嬢の傍を離れたりしない。お嬢を疑ったり、突き放したりしない。

　だからどうか、傍に置いて欲しい。

　俺はアネモネの花を持ったまま、お嬢を強く抱きしめ、その細い肩に顔を埋うずめ、縋すがるようにお願いした。

「お願いします。傍にいたい。俺はあなた無しでは生きていけない……っ」

　どんなに情けなかろうが、これは心からの叫びだった。お嬢がいなくては、俺は生きる意味を失ってしまう。死んだ方がましだと思えるほどに。

　しかしお嬢は首を振る。それは許さないと言うように。

　強く抱きしめていたはずなのに、お嬢は俺の手の内から零れ落ちるように、いとも簡単にスッと離れた。そしてパシャパシャと水を踏み、小川の向こう岸に渡る。

　俺はそっちへは行けない。足が進まない。何故なぜかはわからない。

　まるでお嬢との間に明確な壁があるかのように、俺たちの存在が隔てられている。

　お嬢は俺に向き直り、人差し指をたて、自身の唇に寄せる。

「大丈夫。私たち、いつか必ず巡り会えるわ。メイデーアはそういう世界だもの」

「いつかっていつですか！　遠い〝いつか〟なんて嫌です！」

　嫌だ。嫌だ。離れたくない。

「マキア。マキア！　どうして……っ」

　マキア。

　その名前を必死に呼ぶ俺を見て、彼女は切なげに眉を寄せ、涙を零こぼした。

「ねえトール。私のことは忘れてもいいから、これだけは忘れないで。あなたが愛されていたってこと」

「嫌だ、行かないでくれ。あなたを失いたくない。もうあんな思いは二度としたくない。俺を一人にしないでくれ……マキア……っ！」

「あなたは一人じゃない」

　マキアは、最後に耳につけていたイヤリングを片側だけ外し、優しい木漏れ日に抱かれながら、淡く、美しく微ほほ笑えんだ。

「私がトールを、ずっと、守るからね」

　そのイヤリングが、小川の水面に落とされる。

　──ドボン。

　水みず嵩かさが急に増し、俺もまた、足から引ひき摺ずり込まれるようにして溺れた。

　そして、深く深く、ずっと深いところまで沈んでいく。

　立ち上る泡に、大切な〝マキア〟の記憶をたくさん宿して。

　それでやっと、今になって、この喪失感の正体を思い出した。

　そうだ。

　お嬢は、マキアは、死んだのだ。

　そして俺は、彼女のいない世界で、今も生きている。





＊＊＊






「────……ル君、トール君！」

　誰かの声に呼ばれた気がして、俺はゆっくりと瞼まぶたを上げる。

「トール君、よかった、目が覚めて」

　トール。ああ、俺の名前だ。

　目の前にいるのは、ユリシス殿下だ。

「トール！」「よかった……っ、意識が戻ったか」

　殿下の後ろにはアイリ様やギルバート殿下、ライオネルさんがいて、目覚めた俺を見て口々に声をかけてくれた。

　更にその向こうにはエスカ司教やネロ殿下、それに従妹のシスター・メイもいる。彼らもどこかほっとした顔をして、俺のことを見ていた。

「俺……どうして、寝て……」

　起き上がると、胸の上からするりと古い日記が滑り落ちた。

　俺はそれを気にすることなく、今もまだぼんやりとしている。頭がズキズキと痛むのは寝過ぎたせいだろうか。

　そんな俺に、ユリシス殿下が説明してくれた。

「ソロモンとの戦いで、空間魔法を使い過ぎたのです。その対価の支払いが一気にあなたの体を削ってしまいそうだったので、シャトマ女王陛下の魔法で一時的に眠らせ、あなたの苦痛を取り除いてもらっていました。……その、精神的にも、辛つらそうだったので」

「…………」

「ですが良かった。奇跡的に、対価の支払いはほとんど無かったみたいですね」

　ユリシス殿下は俺の様子を確かめながら、そう言う。

　最初こそ、この場の誰もが安あん堵どしたような空気が流れていたが、次第に皆の表情が沈んでいき、その顔が強こわ張ばっていく。

「トール、あのね。マキアが……っ」

　アイリ様が何かを言おうとして、だけどすぐに言葉に詰まって、口元を手で押さえながら俺に背を向ける。その体は震えていて、泣いているのがわかった。

　ユリシス殿下が、そんなアイリ様を横目で見て、

「トール君。辛い話をすることになりますが、聞いてください」

　彼女が言おうとした話を、引き継ぐ形で話してくださった。

「マキア・オディリール嬢は亡くなり、聖地の棺ひつぎに埋葬されました」

「…………」

「マキア嬢は我々全員を、その命で救ってくれたのです」

　部屋の中が怖いくらいに静まり返る。誰もが緊張した面持ちで、俺の反応を見ていた。

　だけど、俺は……

「あの、殿下」

「何ですか、トール君」

　俺はいつも通りの、何ということもない表情と声音で、こう尋ねた。




「マキア・オディリールとは、誰ですか？」




　その場にいた全員の、徐々に凍いてつく表情を、俺はキョトンとして見ていたと思う。

「…………え」

　誰もが一時的に、理解できずにいた。

　瞬まばたきもできずに、言葉を失っていた。どういうことだと言わんばかりの表情だ。

　アイリ様だけは震える声で、

「何……言ってるの……トール」

　何度も首を振りながら、俺に問いかけ続けた。

「マキアだよ？　マキアを忘れたの？　私たちのマキアを……っ」

「マキア……？」

　そして俺の胸ぐらに摑つかみかかり、涙をボロボロと零こぼしながら、その少女の名前を、悲鳴にも似た声で叫んだ。




「あなたがこの世界で一番大好きなマキアだよ！」




　必死に、俺に何かを思い出させようとしているのはわかる。

　だけど、わからない。

　この場にいる誰もが知っているその少女の顔を、俺は思い出せなかった。

　思い出そうとすると、ズキンと頭が痛むのだ。

「そういう……ことですか」

　あのユリシス殿下が少しふらついて、傍にあった一人がけの椅子に座り込む。

　そして、片手で頭を抱えながら、

「マキア嬢。あなたは自身の記憶を、空間魔法の対価に置き換え、トール君の身を守ったのですね。……何と言うことを……っ」

　ユリシス殿下らしくない感情的な声音でそう言って、耐えきれず、静かに涙を零していた。殿下のこの言葉で誰もがハッとし、口元に手を当てたり、肩を震わせ涙を流したり、俺から顔を背けたりした。

　エスカ司教は「チッ」と舌打ちして、早足でこの部屋を出ていった。

　ネロ殿下だけは、特に涙を流すこともなく、ずっと俺を見ていた。

「？」

　ふと、手元に違和感があり、俺は毛布から手を出した。

　強く握られた手のひらを開くと、

「紅水晶の……耳飾り……？」

　そこには小さな耳飾りが、片方だけ握りしめられていた。

　途端に、ギュッと胸が締め付けられる。

　無意識に涙が一筋、頰を伝った。




　なぜだかわからない。

　この耳飾りの持ち主は、誰だったか。











裏　ネロ、マキアのいない世界で。









　拝啓。親愛なるネロ・パッヘルベル様。

　この手紙をあなたが読む頃にはもう、私は聖地の棺で、ぐっすりスヤスヤと眠っていることでしょう。

　まずは単刀直入に、あなたの知りたかったことを書き記します。

　今現在、この世界の中心部〝魔女の瞳どう孔こう〟と呼ばれる場所には、あるものが眠っています。それは神話の時代に定めた〝世界の法則〟で、このメイデーアという世界に強いられた数々のルールのことです。

　かつて紅くれないの魔女は世界の法則を壊そうとしてあの場所で自爆をしました。あなたが兄と慕うカノンを、回収者としての役目から解放したくて。

　結果的に、世界の法則はこの世に今も残り続け、あの場所にあった湖や大地だけが抉えぐられてしまった。私はこの世界で一番悪い魔女と呼ばれるだけの大罪を犯したのです。

　それはそうと。

　ネロはかつて、ドラゴンは魔女の瞳孔から連れてこられたのではないかと仮説を立てていたけれど、紅の魔女の記憶をもとに私もそう考えています。

　世界の法則とは神話時代に定められたもの。要するに、あの穴の奥底には、神話時代の痕跡や遺物があるのではと思うのです。

　帝国が魔女の瞳孔の調査に乗り出しているのなら、神話時代に存在していたものが戦争に活用されるのも、時間の問題かもしれません。まあネロのことだから、私が言わなくても分かっていると思うけれど、帝国に後れを取ってはいけないわよ。

　それと、私の大親友のレピスのことを少しだけ。

　むしろこれが本題かもしれません。

　結論から言うと、レピスは大魔術師ロードクラスの〈青の道化師〉の可能性が高いです。そして私に傀かい儡らい魔法をかけたのも、おそらくレピスだと思います。

「私を信じてくれますか？」

　と言う問いかけに対し、

「信じている」

　と答えると傀儡魔法にかかり、青の道化師に乗っ取られるという仕組みなのだと思います。（気をつけてね！）

　それでもレピスが私たちを裏切った訳では無いと、私は信じているのです。

　私はレピスのせいで死んだのではない。

　きっと私にとどめを刺したであろう、カノンのせいでもない。

　私が死ぬのは、私がこの世界で一番悪い魔女だから。

　世界の中心で大爆発を起こし、自身の遺骸を聖地の棺に納められなかったから。

　世界樹の根元にある、紅の魔女の空っぽの棺を見た時に、私は自然と悟っていました。

　どんな手順を踏んだとして、結果的に、私はここに入ることになる、と。

　だからどうか、あなたもレピスを信じて守ってあげてください。せめてあなただけでもレピスに寄り添ってあげてください。

　フレイに会うことがあったら、どうかフレイにも同じことを言ってください。

　フレイは寂しがりやだから少し泣くかもしれませんが、その時はベアトリーチェと一緒に尻を叩たたいて、強くなるよう言ってください。

　あなたは帝国の、フレイは王国の未来を握る王子です。

　何一つ諦めないで。踏ん張って。鐘を鳴らし続けてね。

　きっとガーネットの９班に課せられた最後の課題です。

　私たちに熟こなせなかった課題は無いでしょう？　だからきっと大丈夫。

　それでは、いつか、また会う日まで。


マキア・オディリール









　マキアの手紙を読み終わり、僕は音のない息をゆっくりと吐く。

　そして窓から外を見た。シトシトと雨の降る灰色の空を。

「そっか。あの時すでに、マキアは死ぬつもりだったんだね」

　この手紙を渡してくれた時のことだ。マキアだって多くの悩みや、死に対する恐れを抱えていただろうに、僕とレピスのことばかりを心配してくれていた。

　本当に仲間思いで、強い女の子だった。

　紅の魔女として帰還したからではなく、初めて出会った時からずっと、芯の強いところがあった。そんな言葉では言い表せないほどに……

　聖教祭が終わり、カラッと晴れた日々が噓うそのように雨の日が続いた。

　まるでマキア・オディリールという一人の少女の死を、世界が悲しんでいるかのように。

「…………」

　あの日、マキアは死に、その遺骸がカノン兄さんによって聖地の棺に納められた。

　これにより聖地の大結界〝緑の幕〟は完成し、帝国が放ったという遠距離魔導兵器の攻撃を、教国は防ぎ切ることに成功した。

　帝国の放った兵器の威力は想像を遥はるかに超えており、それは聖地に届かなかったとはいえ、緑の幕で防いだ際にこの一帯を大きく揺らした。揺れたことによる被害も、それなりにあるという。

　元々、トワイライトの魔術師たちが発明した兵器だと考えられていたが、より複雑な未知の魔法が組み込まれており、現代魔法では到底成し得ないはずの驚異の飛距離と威力を備えていた。

　おそらく〝緑の幕〟が完成していなければ、その攻撃は聖地に届き、この地にいた者たちを一人残らず焼き払っただろう。

　カノン兄さんは言っていた。おそらくそれは、帝国が魔女の瞳孔の奥深くから見つけ出した、神話時代の古代兵器だろう、と。




　──魔女の瞳孔が開いている。古いにしえの遺産を奪われてはならない。




　早くも予言通りになった形だ。

　マキアが手紙に残していた推察も正しかった。

　我々はすぐにでも魔女の瞳孔の調査に乗り出し、帝国に古代兵器を奪われ尽くす前に、手を打たなければならない。

　帝国はあの攻撃を皮切りに、開戦を宣言したようなもの。

　戦いの火蓋は切られたのである。





○






　世界はすでに戦いの準備で慌ただしく、一人の少女の死を顧みる暇もない。

　それでもマキアの死は、多くの人に悲しみと衝撃を与えた。

　一番酷ひどかったのは、やはりトール・ビグレイツだ。

　見ていて辛つらくなるほど取り乱し、マキアにトドメを刺したカノン兄さんのことも殺そうとしたけれど、大魔術師たちに取り押さえられ、最後はシャトマ女王によって眠らされた。

　トール・ビグレイツはソロモン・トワイライトとの戦いで消耗していた。

〈黒の魔王〉として帰還を果たしていない状態で、その魔法を限界以上に駆使していた。そのせいか、一度眠ってからはなかなか目覚めることがなかった。

　空間魔法は、肉体のあちこちを持っていかれる魔法だ。それはレピスの義肢や、身体欠損だらけのトワイライトの魔術師たちを見てもわかる。

　トール・ビグレイツも片目を先払いしてはいるが、今回扱った魔法はその範囲を超えてしまったらしく、大きな対価を支払うことになるだろうと言われていた。

　しかし、マキアの残した日記があった。

　その日記のことを、カノン兄さんに相談していた。

　僕はカノン兄さんから、目覚めないトールの傍そばに、マキアの日記を置くように言われた。

　言われた通りにすると、日記が勝手に開かれ、一ページ、一ページ、自動的に捲めくられていったのだ。

　彼はどんな夢を見ていたのだろう。そこにはマキアがいたのだろうか。

　後からわかったことだが、目覚めたトール・ビグレイツは空間魔法の対価を支払うことは無く、代わりにマキア・オディリールという少女の記憶を一切合切失っていた。

　どうやったのかは分からないが、マキアはトールの心と体を両方守るために、自身の記憶を、空間魔法の対価に置き換えたのだ。

　これを知った時、誰もが激しく動揺し、心を痛め、涙を流した。

　マキアがそうまでしてトール・ビグレイツを守ろうとしたことに、彼女の深い愛を見たから。







　あのユリシス先生も、しばらくずっと落ち込んでいた。

　ユリシス先生は当時、緑の巫み女こ様と救世主のアイリを連れて聖地の中心部を脱し、外で人々を守っていた。

　以前、ルネ・ルスキア魔法学校を襲ったトワイライトの魔術師が数人この地に入り込んでおり、あのドラゴンを連れて行こうとしていたからだ。ユリシス先生や救世主や守護者たちは、それを阻止して無事にドラゴンを守り切ったようだった。（ついでに何人か帝国側のトワイライトの魔術師を捕らえたようだ）

　しかし、それ故に、マキアの死の瞬間を見た訳ではない。

　だがユリシス先生は精霊を数体、あの場所に置いていた。

　綿花の精霊リエラコトンに全てを記録させていて、それを後で映像として水鏡に映し込み、マキアの最後の戦いと、その後の死の瞬間を見た。

　僕はちょうどその時、ユリシス先生の部屋に招かれていて、同じように水鏡を見ていた。

「マキリエ……」

　先生はそう呟つぶやいて、一筋の涙を流し、マキアの勇姿を見届けた。

　マキリエとは〈紅の魔女〉の本名らしい。

　確かにあの時のマキアは、いつものマキアではなかった。

　帰還を果たし、紅の魔女らしい性格を露あらわにし、その魔法を行使していたのだろう。ルスキア王宮で行われた夏の舞踏会でも、同じような人格が表に出ていた。

〈白の賢者〉の帰還者であるユリシス先生には、マキアのあの姿が、かつて同じ時代を生きた〈紅の魔女〉マキリエそのものに見えたのだろう。しかし最後には、

「教え子の君を守れなくて申し訳ない。ご家族にも……っ」

　そう言って、俯うつむいて泣いていた。

　それは紛れもなくマキア本人と、その遺族に対する言葉だった。

　僕はマキアの両親に会ったことは無いが、叔父であるメディテ先生にはお世話になっていた。メディテ先生はマキアを溺愛していたから、彼が酷く悲しむであろうことを想像して、とても辛い気持ちになったのだった。







〈緑の巫女〉ペルセリス様は、あの儀式の後にしばらくして自我を取り戻し、その後の奇襲と、被害の報告を受けた。そしてマキアが亡くなったことを知り、毎日マキアの棺ひつぎに花を供えていると言う。

　僕が緑の扉を叩くと、ペルセリス様はいつも出迎えてくれて、こっそりと棺に連れていってくれる。本当はあまり、大魔術師以外を招いてはいけないのだろうけれど。

　ちょうど僕が行った時に、エスカ司教がマキアの棺の前にドカッと座っていた。僕とペルセリス様はそれを根っこに隠れて見ていたのだけれど……

「おいマキア。お前はバカだな。好きな男から自分の記憶を消させるなんて……バカすぎて、言葉にならん」

　そんなことを、ボソボソと話しかけていた。

　エスカ司教からすると、マキアは魔法の弟子だった。あれで凄すごく可か愛わいがっていたのだと思うし、マキアの残した最後の魔法に、強いショックを受けたのだと思う。

　お忙しいシャトマ女王も、一度だけここに来て、

「大義であった。あとは任せよ」

　そうマキアに声をかけたという。何ともシャトマ女王らしい言葉だ。

　彼女はマキアが死んでも泣くことは無かったが、その後も今は女王陛下として、帝国との戦争に向けて動いている。立ち止まってはいられないと言うように。

　救世主アイリもそうだ。マキアが死んで、トールがマキアのことを忘れたことを知って、明らかにその雰囲気が変わった。

　今は予言をどう解釈し、辿たどっていくかの精査をしているが、彼女の表情や言動には静かな気迫がある。何を考えているのだろう。少し心配だ。







　カノン兄さんをここ最近見かけない。

　おそらく教国にはいないのだと思う。どこへ行ったのだろう……

　ソロモン・トワイライトの奇襲の時、僕はカノン兄さんのすぐ傍にいたけれど、兄さんは大魔術師を殺せる力を持っていながら動かなかった。

　動かなかったようで、最後の景色をイメージして、動線を張っていたように見える。

　マキアが死ぬ。そこに至るための動線。

　あの時、カノン兄さんの最大の目的は、誰もが納得できるマキアの死。

　ソロモン・トワイライトを殺すより、マキアを棺に入れることの方が大事だった。

　故に、トールやマキア、エスカ司教やユリシス先生、それ以外の人々が、そこに至りやすいよう感情や行動の動線を、密ひそかに作っていた。

　無慈悲にも思えるけれど、一つ一つの段階を踏むことの大切さを、カノン兄さんはよく知っていた。

　トール・ビグレイツに恨まれることだけは、避けようがないのだとしても……

　誰よりマキアが、自分自身の戦争に勝って死ねるように、と。




　最後に行き着く場所を見据えた者たちが、あの場を制したのだった。





◯






　僕は食事を載せたお盆を持って、薄暗い階段を下りている。

　教国の大聖堂の地下にある、鉄格子の牢ろう屋やに向かっているところだ。

　そこは魔法の使えない不思議なスポットで、あの一件以降レピスがここに囚とらわれている。

　レピスは無自覚だったとはいえ、この世に災いをもたらす〈青の道化師〉の、三人いる本体のうちの一人だった。今もまだ、その危険性を危惧されている。

　あの日、マキアに首を落とされたソロモン・トワイライトは、その首と胴体が、泡のように消えて無くなったという。

　僕たちの中では、ソロモン・トワイライトはまだ生きているという見立てだ。

　カノン兄さんが、あの時ソロモンを殺すことを最大の目的としなかった理由は、奴が未知数であるからだ。

　青の道化師の本体が三つあるということも、あの場でやっと手に入れた情報だった。

　マキアにくっついていた二匹のドワーフハムスターの精霊、ドンタナテスとポポロアクタスが、後ほどユリシス先生のもとにやってきて、その情報を知らせてくれたのだった。

　しかしその後、二匹が姿を見せることはなく、どこへ行ってしまったのか分からない。

　レピスの精霊だった黒猫のノアもどうなってしまったのか……

「……レピス、起きてる？」

　僕は鉄格子の前で声をかけた。

　牢屋の中には簡易なベッドが置かれており、レピスはいつもその端っこに座り、首をだらんと垂らしている。長い黒髪も相まって、まるで幽霊のようだ。

　鉄格子に接する台の上に食事が置かれているが、昨日のものが手付かずで残っている。

「昨日も食べなかったんだね。そろそろ何か食べないと、本当に死んでしまうよ」

「……それでいい。死にたい」

「…………」

「私がマキアを殺したようなものです」

　レピスはずっとこんな調子で、掠かすれた声で囁ささやく。食べることも寝ることもなく、マキアの死をずっと悲しみ、悔いている。

　無意識のうちにマキアにかけた傀かい儡らい魔法が、マキアを追い詰め、死に追いやった。

　自分が〈青の道化師〉である自覚もなかった。

　更には自分が、ソロモン・トワイライトを引き入れる転移装置の役目を果たしてしまっていた。事前に体調を崩していたのは、ソロモンの魔法の影響もあったのだろう。

　そういったことを全て知り、悟り、何もかもを自分のせいだと感じ、生きる気力を失っているのだ。

「そういえば、フレイと話をしたよ。通信魔法で、だけど」

「…………」

「マキアのことを知らせたら、あいつ、泣いてた」

　あいつに言うべきか迷ったけれど、一応同じガーネットの９班の仲間であり、近いうちに知ることになるだろうから、僕から伝えた。

　フレイは最初、僕が何を言っているのか理解できずにぽかんとしていた。

　僕があまりに淡々と説明するものだから、そのうちに現実だと分かり、その顔が絶望に染まっていった。あの時のあいつの表情を思い出すと、胸が痛む。

「あいつやっぱり、マキアのこと好きだったのかな」

　でもフレイだけじゃなく、傍にいたベアトリーチェも泣いていた。なぜ、どうしてと、何度説明しても、なかなか受け入れられないようだった。

　マキアは凄い。多くの爪跡を残し、たくさんの人の心で生き続ける。

　だけどもう、僕たちに手を差し伸べ、僕たちを引っ張ってくれた班長のマキアはいない。

　僕たちはマキアのいない世界で、自力で立ち上がり、前に進まなければならない。

　ルネ・ルスキアを去った時は、こんなことになるなんて思わなかったな……

「ねえ、レピス」

　僕は鉄格子を摑つかみ、抜け殻のようなレピスを見下ろしながら、もう一度問いかけた。

「君はこのままでいいの？」

　大切なものを失い続けたまま。

　無力さと、絶望ばかりを味わっているだけで。

「マキアは戦ったんだよ。マキアの死は、マキアが自分の戦争に勝った証あかしだ。それを自分の手柄にするな、レピス」

「…………」

　レピスは顔を上げ、虚うつろな眼めで僕を見る。

「君は〈青の道化師〉だったんだろう？　だったらその力を存分に使って、僕と一緒に、この世界をひっくり返してみようよ」

　この時の僕の瞳は、帝国の王族たるマゼンタ色をしていただろう。僕は好きだと思った女の子すら巻き込み、マキアと同じように、自分の戦争に勝つつもりだ。




　ねえマキア。

　僕たちはそれぞれの戦争をする。鐘を鳴らし続ける。

　だから、僕たちがそれを全うし終えたら、どうか君のその明るい笑顔で、近いところまで迎えに来てほしい。











第九話　最初の君へ









　────帰還せよ。




　眩まばゆい光に吸い込まれたかと思ったら、その光が一本の糸のように急に細くなって、一度プツンと途切れた。

　そして、意識が何かをはっきりと飛び越えたような感覚があった。

「ハ……ッ」

　そのままゆっくりと自分というものを取り戻す。

「ゲホ、ゲホ」

　水を大量に飲み込んだような苦しさがあり、もがいて咳せき込んで、それを吐き出さんとする。

　しばらくの間、苦しさが引くまで咳き込んだ。

　そして、私はやっと自分の状況を確かめる余裕ができた。

「…………」

　体を動かすのが怠だるく、視界もいまいち定まらない。

　しかし徐々に周囲がよく見えるようになり、私は巨大なカプセル状の装置の中にいることに気がついた。カプセル状の装置にはぬるい水が溜たまっていて、意識を取り戻した時に水をガブッと飲み込んだのだろう……

　そのカプセルがぼんやりと光を放っている。

　ただ、この部屋自体はとても暗い。

　周囲には不思議な機械が並んでいて、様々な色の光で不規則な点滅を繰り返しながら、静かに稼働している。カチカチ、ピッピッと音もする。

　何ここ。知らない場所だ。

　それに全く状況を理解できない。

　私、誰だっけ？

　私、えっと、マキアよね？

　確か、ソロモンと戦って……カノンに胸を貫かれて死んだはずよね。

　だけど、鼻び腔こうに、ほのかな塩の森の香りが残っている。

　さっきまで、私、トールと一緒にいたような……

「…………あれ」

　泣いている。

　混乱しながらも、目元が熱く、私は自分が泣いているということに気がついた。

　すごく幸せな夢を見ていた気がする。遠い昔からずっと願っていたことを、やっと叶かなえた。そんな夢を……

　そうだ。塩の森に住む私に、トールが会いにきてくれたんだ。

　私、ちゃんとお別れができた。

　そのために日記に秘め隠した、私の最後の魔法だった。

　きっと、トールはもう私のことを覚えていない。だけどそれは、今後、トールが生きていくために必要なこと。

　私は自分が死ぬと悟ってから、ずっと、死ぬより恐ろしいことが一つだけあった。

　トールを残していくこと。トールを一人にすること。

　あんなに傷ついていた彼に、もうこれ以上、絶望を味わわせたくなかった。

「…………」

　少し呼吸を整えて、涙を拭う。

　周囲をキョロキョロと見渡すと、カプセルの装置の傍そばに台のようなものがあり、そこにタオルが何枚かと、着替えが置かれていた。

　あれ。見覚えのある高校のブレザーの制服だ。

「これ……アイリの制服？」

　制服を見て、まず最初に思い出したのはアイリのことだった。

　私たちの通っていた高校の制服で、アイリはメイデーアに召喚されてからも、しばらくこの制服を纏まとっていた。だからよく知っている。

　最近は救世主として服を新調したから、この制服を見かけることもほとんど無くなっていたけれど……どうしてここに、アイリの制服が？

　このまま素すっ裸ぱだかでカプセルの水に浸かっている訳にもいかず、私は重だるい体に何とか力を込め、立ち上がってカプセルを出た。ちょっとよろけた。

　そして、台に置かれているタオルを手に取った。

　そのタオルで体や髪を拭きながら、改めて綺き麗れいに畳まれた制服をジッと見た。

　制服の手前に生徒証が置かれていることに気がつき、それを覗のぞいた。

「え……」

　その生徒証には「小お田だ一かず華は」という名前と、よく知った顔写真が載っている。

「もしかして、この制服……」

　これはアイリの制服ではなく〝小田一華〟の制服なのではないだろうか。

　小田一華とは地球の日本に転生した、一つ前の私の前世。

　何となく予感があった。髪を拭く手が少し震えているのが自分でも分かる。

　制服の傍には、まさにこれで確認しろとでも言わんばかりに一つ手鏡が置かれている。

　私はそれを持って自分の顔を確認した。

「……一華だ」

　意識はマキアなのに、鏡に映る顔は一つ前の前世である日本人、小田一華のものだった。

「そんな……そんな訳……っ」

　顔を横に何度も振る。

　体の震えが大きくなっていく。

　だって一華は学校の屋上でカノンに刺されて、更には屋上から突き落とされて死んだはずだ。その結果、私は異世界メイデーアに転生したのだから。

　だけどこの時、ぼんやりとしていた意識が異様にはっきりとして、この状況が何を意味しているのか、脳内ではすでに答えを出していた。

「メル・ビス・マキア……炎よ」

　唱えてみても、何も起こらない。魔法なんて使えない。

　そんなものは御お伽とぎ噺ばなしの世界にしか存在しない、とでもいうように……

　私は制服を着て、髪をよく拭いて櫛くしで梳とかし、そしてこの部屋の出口を探した。

　出口はすぐに見つかった。鍵もかかっていない。

　扉を開けると、あまりの眩まぶしさに一瞬頭がクラッとした。だけど徐々に光に慣れてきて、扉の向こうの部屋を眺める。

　ああ、なんて見慣れた、普通のリビング……

　そこは、地球ではごく一般的なマンションの一室だったけれど、私にとってはあまりに懐かしく感じられ、また少し涙が込み上げてきた。

　機械だらけの暗い部屋から、リビングの部屋に踏み入る。

　リビングの窓が開いていて、ふわりと薄手のレースカーテンが揺れている。

　そこから車の行き交う音や、クラクションの音、信号の音などが聞こえてくる。

　地球では、日々、当たり前のように聞いていた街中の喧けん騒そうだ。

　カーテンが大きく揺れ、室内に風が入り込む。その風に誘われるように視線をベランダに向けると、そこに誰かが立っていることに気がついた。

　私はゆっくりとリビングを進み、ベランダに出る。

「……カノン」

　ベランダでは白いシャツを着た金髪の男が静かにタバコを吸っていて、このありふれた都会の景色を眺めていた。

　私もその景色を一望する。

　そして、高層の建物の連なる景色を見て、ああ、と思ったりする。

「東京だわ」

　私が一つ前の前世を生きた地球。

　小田一華、斎さい藤とう徹とおる、田た中なか愛あい理りの故郷。

　東京タワーと東京スカイツリーが両方とも見える。ここどこだろう。これだけ見渡せるということは、結構な高層階だと思う。

　昔は当たり前のようにすぐ傍にあった、懐かしい都会の喧騒が聞こえてくる。どことなく潮風が香る。海が近いのかも知れない。

　カノンは隣に立つ私を横目で見下ろした。

　その表情はいつもと変わらないカノンだったけれど、メイデーアにいた頃のような軍服姿ではなくこの世界に馴な染じむシンプルな格好をしていて、普通の外国人のように思える。

「ねえ、カノン。もしかしてここは地球の……東京なの？」

　私はぽつりと問いかけた。

「ああ、その通りだ」

　カノンも淡々と答えた。

「私、どうして前世の姿なの？」

「お前は一つ前の前世である小田一華に戻ったのだ」

「どう言うこと？　時間が巻き戻ったの？」

「違う。メイデーアでのマキア・オディリールは俺が殺した。無事、棺ひつぎにその肉体が納められた。そうしてマキア・オディリールの物語は幕を閉じた。その肉体は確かに死んだが、お前の魂は俺がすぐに拾い上げ、地球に運んだ。そして小田一華の肉体に入れ直したのだ。俺は、こう言う事態を見越して小田一華の肉体を地球にて保管していた」

「…………」

「そういうことができるのが、俺の魔法だ。俺の魔法は死と記憶を司つかさどっている」

　それを聞いて、少しの間、言葉が出なかった。

　だけど、なるほど。確かにカノンの立場や、彼の司る魔法であれば、それも可能かもしれない。

「とんでもない奴ね。私が死ぬってわかってたっていうの？」

「聖地の棺にお前の遺骸だけが納められていなかった。ゆえに、何かしらの要因が重なり、お前があの世界、あの時代に死ぬことになるだろうとは思っていた。こういう事態になる可能性は……そうだな、高いと思っていた」

　そんなことまで予想して、前もって動いていなければならない。

　回収者とは難儀な役割だ。

　カノンは改めて私を見て、僅かに眉を寄せた。

「嫌に冷静だな。お前はもっと泣き喚わめくかと思っていたが」

「……どうして？」

「マキリエの記憶を取り戻し、帰還を果たした時は、かなり泣いていたから」

「あ、ああ……」

　その節はどうもお世話になりました。

「でも、大丈夫。私、ちゃんとお別れできたもの」

　自分は死ぬ。

　トールを置いていく。

　それが事前に分かっていて、そのための準備をする時間があった。

　覚悟ができていた。日記に仕掛けた魔法の中で、トールとお別れができた。

「だが、トール・ビグレイツはお前のことを忘れてしまった」

　カノンは躊躇ためらいなく告げた。

　私は少しだけ言葉に詰まったけれど、

「……ええ。そうするように、私があなたに頼んだもの」

　視線を落としながら、自分自身に言い聞かせるように、そう呟つぶやいた。

　私は〈紅くれないの魔女〉の日記に魔法をかけた。日記の世界で、トールと最後の時間を過ごせるように。

　実はその日記のことを事前にカノンに相談しており、トールが私のことを忘れてしまえる仕掛けを施してもらっていた。カノンの魔法は〝死と記憶〟を司っているから、それが可能なのではないかと思ったのだ。

「辛つらくないのか。自分のことを忘れられて」

「……それ、あなたが言うの？」

　カノンは真顔だった。私は苦笑する。

「辛いと言うより、寂しいわね。だけどトールがこの先の人生を生きていくために、必要なことだったから」

　心にぽっかりと空いた穴がある気がする。

　だけど泣き喚くほど取り乱すことはない。精神は異様なほど落ち着いていた。

「……お前の思惑通り、トール・ビグレイツの中にあったお前の記憶は、空間魔法の対価の支払いを〝肩代わり〟した」

「…………」

「お前の選択がトール・ビグレイツを守ったことは確かだ」

　そう。私は、私の記憶が、いつかトールが背負うことになる空間魔法の対価になればいいと思っていた。上手うまくいくか分からなかったけれど、カノンの言うとおりなら、トールはあの戦いの後も、無事でいると言うことだ。

　それを知ることができてホッとした。

　これでもう、トールの心の真ん中に私はいない……

　心の真ん中どころか、心のどこからも消え去った。

　だけど、それでいい。

　私はただただ、トールを守りたかった。

　トールはこれからも、私のいないあのメイデーアで生きていくのだから……

「ねえ、地球では小田一華が死んで、何年くらい経たったの？」

　私は自分の中にある寂しさを紛らわすように、話を戻した。

　あの学校の屋上で、カノンに殺されてから、どれほどの月日が経ったのかが気になっていた。

「地球はあれから、二年の月日が経っている」

「たったの二年!?」

　今まで淡々と語り合っていたのに、私はここで素っ頓とん狂きょうな声を上げてしまった。

「え？　え？　だ、だってメイデーアでは十七年くらい経っているのよ？」

「メイデーアとは時間の流れが違うからな。そうでなければ、マキアがあの年齢で田中愛理と出会うことも無かっただろう」

「そ、それは確かに」

「世界と世界を股にかけると、双方の世界のルールがぶつかり合い、こんな風に時間の流れにズレや歪ゆがみが発生するのだ」

　カノンはそれ以上を説明しようとはしなかった。傍に置いていた灰皿にタバコを押し付け、また新しいタバコを吸い始める。

　こいつタバコ吸ってたっけ？

　だけど、タバコでも吸ってないと、やってられない心境なのかもしれない。

　今の私はカノンを見ていて、そう思うのだった。

「ねえ、もういいでしょう。もう、全部、教えてくれるのよね」

「…………」

「私、死んだのだからいいでしょう」

　ここはもうメイデーアではない。

　メイデーアは別のルールが存在する異世界であり、私はあの世界での出来事を、今ならば少し俯ふ瞰かんして見ることができる気がするのだ。

「あなたは何なの。何をしているの。最初から全部、説明して」

　カノンは私の方を、また横目でチラッと見る。

　風になびく金色の髪は美しく、彼の醸す雰囲気は、まだあちらの世界の余韻を残している。

　だけどカノンは今、地球にいる一人の人間だ。

　多くの記憶と秘密を最初から抱えていた人だけど、今ならば、私にも話してくれるのではないだろうかと思った。

「長い話だ。どこから知りたい」

「最初からよ。あなたは〝はじまり〟を覚えているのでしょう？」

　私は強くカノンを見上げて訴えた。

「あなたは最初、なんだったの」

　あなたは誰？

　そこから問わねば、始まらない気がしていた。

　カノンはゆっくりと視線を上げると、目を細め、遠く遠く、空の彼方かなたを見つめる。

「最初の俺は……そうだな」

　カノンは静かに語り始めた。

「地球でもメイデーアでもない、どこか遠くの異世界の……戦争ばかりしている国の、ただの少年飛行兵だったな」

「少年飛行兵？」

「まだ子どもだったが戦闘機に乗って戦場に送り込まれていた。多くの敵を殺すために」

「…………」

「ある時、戦闘機に乗った状態で嵐に巻き込まれ、俺はいつのまにか見知らぬ荒野に着陸したのだ」

　メーデー　メーデー

　メーデー　メーデー

　絶え間無く続く救難信号の果てに、彼はボロボロの戦闘機に乗ったまま、知らない空と濁った雲を突っ切って、そこに降り立った。




「そこがあの理想郷……メイデーアだった」




　それは生まれたばかりの世界だったのか。

　それとも終わった後の世界だったのか。

　天と地と、それを繫つなぐような大樹だけがある、何もないと言っていい世界。

　そんな荒れ果てた世界に、自分以外にも何人か子どもがいた。

　どうやら十人の子どもが異世界より召喚された様だった。

「召喚された十人の子どもは、救われたいと願ってあの異世界にたどり着いた者たちばかりだった」

　最初は何の力もない、子どもたちばかりだった。

　しかし世界樹に触れた時、各々が魔法の力を与えられた。

　その力と前世の記憶や知識を頼りに、協力しあって、世界に必要なものを一つ一つ作り上げた。

　のちに彼らはメイデーアの創世神となり、原始の魔法使いと言われることになる。

「十人の子どもたちはやがて大人になった。大人になれば欲望が生まれる。それぞれの力や立場に差が生まれ、叶かなわない恋心なんかが嫉妬を生み、奪い合ったり、争い合ったりするようになったのだ」

「それが……神話時代の終末戦争〝巨人族の戦いギガント・マギリーヴァ〟に繫がったの？」

「そうだ。その頃の記憶があるのは、もう俺だけだがな」

　カノンは室内に戻る。

　私もまた、彼に続いて室内に入った。

　カノンがリビングのソファに座るよう促す。

　私は言われるがままにソファに腰掛けると、カノンはあらかじめ用意していたらしい飲み物を、私の方に差し出した。

「それを飲め。まだあまり空腹では無いだろうが」

「…………」

　何だか不思議な薄ピンクの色をしている。私は恐る恐るそれを飲んだ。

　何だろう。味の薄い、ほんのり甘い、トロッとした飲み物。栄養ドリンク的なやつ？

　だけどそれを飲んだら、少し気分が落ち着いた。

　改めてお互いに向き合い、私たちは語り続けた。

「十人の子どもたちは、みんな最初は仲良しだったのね」

「ああ。最初は本当にただの、純粋な子どもたちだった。知らない世界に召喚され戸惑っていたが、皆で知恵を出し合って、何度も何度も困難を乗り越えた」

「…………」

「そして、メイデーアという、自分たちが生きやすい理想の世界を作った。誰もが元の世界では生きづらさを感じていた、居場所のない者たちばかりだったから……」

　そうか。

　だからメイデーアは〝救いの世界〟と呼ばれるのか。

　最初にあの世界を作った人たちが、救われることを望んでいたから。

　ならば、最初の私は、どんな子だったんだろう。

「マギリーヴァは誰より明るく、前向きな少女だった。そうだな。マキア・オディリールは最もマギリーヴァに近い性格をしていたかもしれない」

「……マギリーヴァ？」

「お前の最初の名前だ。創世神の序列三位──戦争の女神パラ・マギリーヴァ」

　カノンは私の目の前のテーブルに紙を差し出した。

　そこには創世神の名前と、彼らの序列や司つかさどるもの、そして大魔術師たちの名前、今を生きる私たちの名前が照らし合わせるように書かれていた。




　一位・創造の神　　　パラ・アクロメイア……銀の王（不明）

　二位・時空の神　　　パラ・クロンドール……黒の魔王（トール）

　三位・戦争の女神　　パラ・マギリーヴァ……紅の魔女（マキア）

　四位・豊ほう穣じょうの女神　　パラ・デメテリス………緑の巫み女こ（ペルセリス）

　五位・精霊の神　　　パラ・ユティス…………白の賢者（ユリシス）

　六位・運命の女神　　パラ・プシマ……………藤ふじ姫ひめ（シャトマ）

　七位・法と秩序の神　パラ・トリタニア………聖灰の大司教（エスカ）

　八位・勝利の神　　　パラ・グランディア……黄龍の大将軍（不明）

　九位・災いの神　　　パラ・エリス……………青の道化師（ソロモン、レピス、ノア）

　十位・死と記憶の神　パラ・ハデフィス………回収者（カノン）




　私は首を傾かしげた。

「序列って？」

「創世神たちの格付けのようなものだ」

　格付け。十人の神様にそんな順位があったなんて知らなかった。

「要するに、この序列で魔力や能力に差があった。とはいえそれが全てでは無い。世界樹に干渉できたのは序列四位のパラ・デメテリスだけだったし、最も厄介だったのは序列九位のパラ・エリスだったしな。上位に来るのは世界創造と破壊を司る大魔法が使える者たちだった、というだけだ。しかし……」

　カノンは声音を低くして続けた。

「それだけのことが、とても大きな意味を持つ」

　序列一位パラ・アクロメイア。

　序列二位パラ・クロンドール。

　この二柱は世界創造の上で別格の力を持っていたらしい。

　そして、作り上げたものを破壊する力は序列三位パラ・マギリーヴァの右に出るものはいなかった、と言う。

　パラ・マギリーヴァ……私の最初か。

　その時代の記憶なんて微み塵じんも無いけれど、世界の中心に大穴を開けた大魔法がマギリーヴァの司る破壊の力であったなら、納得するしかない。

「俺たちが、お前やトール・ビグレイツの帰還を切望し、協力を求めたのは、お前たちが上位神の魔法を持っているからだ。今回の一件でも分かっただろうが精霊魔術を使う魔術師たちでは……限界がある」

　確かにそれは、今回のソロモン戦で、誰もが感じたことだっただろう。

「要するに、私とトールの魔法が必要だったってこと？」

　空間魔法、そして命令魔法が。

「ああ。そうだ。お前たちだけが、空間魔法を使うあのソロモンや、序列一位のパラ・アクロメイアに対抗できる力を持っている」

　カノンは、神々が羅列された紙の一番最初に記されている名前を、指でトンと突いた。

「パラ・アクロメイア。歴史的には〈銀の王〉として有名な人ね。私はお目にかかったことないけれど……」

　それでハッと気がつく。

「もしかして〈銀の王〉は今、帝国にいるの？」

　帝国と戦争をしている皇国の事情から、そう察したのだった。

「ほぼ間違い無いだろう。帝国が魔女の瞳孔に踏み入り、そこから神話時代のドラゴンや古代兵器を持ち出していることが何よりの証拠だ。奴は〈銀の王〉の時代でもそうだったが、神話時代の産物に、いつも執着する」

「…………」

「ここから先のメイデーアの戦いは、神話時代の終末戦争に匹敵するような、過激なものになるだろう」

　カノンはどこか憂いを帯びた声音で言った。

「十人の大魔術師ロードクラスが出で揃そろいつつある。青の道化師が、自身の正体を明かしてまで時代を動かした。もはや流れを止めることはできない」

「青の道化師……」

　私は、自分を乗っ取ろうとしたその大魔術師の正体を、改めて思い出す。

　ソロモン・トワイライト。そして、レピス……

「ねえ、青の道化師は、いったい何が目的なの？」

「…………」

　定期的に出現し、私たちを嘲あざ笑わらい、翻弄し続けた存在。

　何度も何度も、あの道化師の仕込んだ悲劇にしてやられた。結局、最後の最後まで、私たちはアレに絶望させられていた。

　ずっと〈青の道化師〉は不気味だった。

　得体が知れないからこそ、恐ろしいと思っていた。

　だけど実際は、いつも私の傍にいた大好きなレピスが、その本体の一人だった。

「青の道化師は、神話の神々でいう序列九位、災いの神パラ・エリスに相当する人物だ」

　カノンは紙に羅列された名称のうち、九番目に書かれた名を指差した。

　序列九位パラ・エリス。これが〈青の道化師〉のはじまり……

「世界の覇権を争っている他の大魔術師とは、目的が大きく異なる存在だ。あれの目的は一貫して世界に〝災い〟をもたらすことだからな」

「災い？」

「要するに、世界を混乱に導き、混こん沌とんに陥れるために動いている者だということだ」

　それはとても厄介な存在だ、とカノンは言った。

「ある時は国同士の関係を壊して戦争を起こし、ある時は飢餓や伝染病を広めるために働きかける。災害が起これば最大の被害が出るよう人々に噓うそを吐き、混乱や争いを促す。あらゆる人間を言葉巧みに騙だまし、その心に潜んだ弱さや嫉妬に付け込んで、最後は体を乗っ取る。奴が乗っ取った人間たちが、また世界で暗躍する」

「そ、そんなことをして、青の道化師に何か得があるというの？　あの人は、何か、誰かに恨みでもあるの？」

「無いな。奴にとって損得は関係ない。もちろん誰かに憎しみを抱いている訳ではない。ただただ、世界が壊れ、乱れるところが見たいのだ……」

　私以上に、何度も何度も何度も、あの〈青の道化師〉にしてやられたのだろうか。

　今まであんなに冷静だったカノンが、奴に対し僅かに感情を露あらわにする。少なくとも私にはそう見えた。

「奴は悪意の塊でありながら悪意が一つも無いとも言える。言ってしまえば、メイデーアに最大限の災いをもたらそうとするのは奴の〝役目〟であり〝本能〟だ。俺たちからすれば敵でしかないが、メイデーアという世界からすれば必要悪でもある」

　役目。本能。……必要悪。

　あんな邪悪な奴が、メイデーアには必要だとでもいうのだろうか。

「故に、奴のことを普通の感情を持つ人間と思ってはいけない」

　ソロモンは確かに、普通ではなかった。

　だけど、じゃあどうしてそんな奴が、あんなに優しいレピスでもあるのだろう。

「ねえ。レピスは本当に〈青の道化師〉の本体なの？」

　私は今もまだそれを信じたくなかった。

「いい子だったわ。ルネ・ルスキア魔法学校でも何度も助けられた。ルネ・ルスキアが魔物に襲われた時も、自らの体がボロボロになるまで戦っていた。帝国に攫さらわれた同胞を助けるために、どんなに悪く言われても頑張っていたわ。手足を失い、身体からだ中を傷だらけにして……それでも至って普通の、ちゃんと人間らしい素敵な女の子だったのよ」

　そして私の親友だった。

　今でも、レピスと出会えたことを後悔なんてしていない。あの子を信じている。

「レピスはこれから、どうなるの」

「それは俺にもわからない。殺した方がいいのかもしれない」

「待って……っ、レピスは最後までレピスだったわ！　どう見ても青の道化師だったソロモンとは違う！」

　ソロモンは言った。

　自分は意識的に、しかしレピスは無意識的に、この世に災いをもたらす者だ、と。

　災いにも二つの方向性があると言うことに、何か意味があるのではないのか。

「確かにお前の言うことも一考の余地がある。しかし青の道化師を他の大魔術師と同列に考えない方がいい。あれは神話時代から異質だった。そもそも、死んだお前にはもう、関係のない話だ」

「…………」

　私は眉を寄せ、ギュッと膝の上の拳を握り締めた。

　確かに、私は自らの意思で死を選んだ。

　あんな残酷な世界に、大切な人たちを残して……

　何をどう憤ったところで、もうあの世界の人々に干渉できない。

「分かっていたけれど、メイデーアって残酷な世界ね……っ」

　そんな世界を置き去りにして、私は今、地球という平和な世界にいる。

　今、この時も、あの世界がどうなっているのか分からない。

　あの瞬間、皆を救った気でいて、メイデーアが今後大きな戦禍に見舞われるのなら、地獄に置き去りにしたようなものではないか。

　結局死んでも、前世の記憶がある限り、あの世界の日々や人々のことを思い続け、焦がれ続けることになる。私は一生、後悔に苛さいなまれ続けるのかもしれない。

「だが、お前が望むのであれば……」

　ふと、カノンが語り出した。

「お前は二つの道を選べる」

「二つの道……？」

　私は顔を上げた。カノンは真剣な面持ちで、私に二つの選択肢を提示する。

「一つは、その姿でメイデーアに再び召喚されること。もう一つは、この地球で、今までのことを何もかも忘れて平和に生きて行くこと」

「…………」

　じわじわと目を見開いた。

　理屈は何も分かっていないのに、目の前に光が差したような、そんな心地だった。

　胸元をギュッと握りしめ、私は声を震わせながら問いかける。

「メイデーアに召喚って……え？　どういうこと？　私、もう一度メイデーアに行くことができるの？」

　もしかして、この姿で？

「ああ。ある意味で、そのために小田一華の肉体を保管していたようなものだ。お前はその姿で、今度は転生するのではなく召喚されることになる。そうすることで、お前にはメイデーアにおける〝救世主〟の法則が適用される」

「…………」

「お前は、あの世界において紅の魔女の魔法を司つかさどりながら〝救世主〟の権限を得ることができるのだ」

　メイデーアにおける救世主──

　それは、世界の法則の一つ。

　異世界から招かれ、大魔術師を殺す権利を与えられた存在のこと。

　ゾクゾクと体を這はうような驚きの感覚があり、私は思わず自分の体を両手で抱いた。

　カノンはきっと、全てが揃そろうこの瞬間を待っていたんだ──

「だが無理にとは言わない。お前は棺ひつぎに入ってくれた。今からあちらに行ったところで、どんな悲劇や、地獄が待っているか分からない」

　カノンは、私に無理強いすることは無かった。むしろ慎重な眼まな差ざしだ。

「それに、あちらに召喚されたところで、もうお前はマキアではない。マキア・オディリールが死んだことに変わりはない。誰もお前に気がつかないかもしれない。虚むなしく悲しい思いをするかもしれない」

　そうか。私はあちらに召喚されたところで、もうマキアではないのだ。

　マキアとして受け容いれて貰もらえるかは分からない。

　大事な人たちに再会しても、その人たちからすると初めましての人だ。

「最後に辿り着く場所で、お前が幸せならそれでいい。俺は昔、お前にそう言った」

「カノン」

「その気持ちに変わりはない。この地球が、お前にとっての最後に辿り着く場所でもいい」

　そう言ったカノンの表情はどこか穏やかで、本当は私がここに残ることを望んでいるのではと思ってしまうほどだった。

「何よそれ。あなたはどうするの？」

「……俺のことはどうでもいい。お前は自分のために選べ」

「私だって、あなたの幸せを望んでいるのだけど」

「…………」

「…………」

　しばらく沈黙が続き、やがてカノンは口を開く。

「なら、ここに残れ。俺にとってはお前が平和に、幸せに暮らしてくれる方がいい。メイデーアでの日々は忘れてくれ。──マキリエ」

　思わずグッと目元が力んだ。

　ずるい男だ。

　こんな時に、今更、私をマキリエと呼ぶなんて。

「噓つき。救われたいくせに」

　私もまた、吐き捨てるように言う。

　私だけ自由になって、何もかも忘れて、新しい人生を謳おう歌かしたら……きっとまた同じ後悔を繰り返す。

　だけど心のどこかで、もう救われたいとも願っている。あの世界における私の物語はもう完全に閉じたのではないかって、そう思う自分もいる。

　それに、あの世界に再び召喚されたとして、私はいったい〝何者〟だと言うのだろう。

　マキアも一華も、すでに一度死んでいる。

　ここにいる私は、体こそ一華のものだけど、心と記憶はマキアの地続きだ。

　なら、今の私の名前は、どっち？

　分からない。分からないから自分の輪郭が見えなくなる。

　自分の本心が理解できなくなる。

「……少しだけ、時間を貰えるかしら」

「ああ」

　私は自分を見つめ直さなければならない気がした。

　マキリエの時代、そしてマキアの時代に、ちゃんと自分で決着をつけた。

　だから今度は、何も知らず突然殺された一華の時代に、決着をつけなければ……

「あと、その、凄すごく言いづらいんだけど……」

「何だ」

　カノンは怪け訝げんな顔をした。私もモジモジとしながら告げる。

「こっちのお金貸してもらえる？　電車に乗りたくて」

「…………」

「というか、貸してもらっても返せるあてがないわね。お金貸してじゃなくて、お金ちょうだいだわ。ねえカノン、お金ちょうだい」

　私はヤケクソ気味に手を差し出す。

　カノンは無言のまま立ち上がる。

　そして壁際のタンスから何か取り出した。チャリチャリ音がすると思ったら、何だか古風なガマ口財布を私に渡してきた。あと懐かしく便利な交通系ＩＣカードも。

　おお、一万円札と小銭が少し入っている。ありがたい。

　それにしても、この男が日本円を入れたガマ口の財布を持っていて、それを私に手渡すのが、何だか首を傾かしげたくなるほど奇妙な瞬間だった。











第十話　名前のない救世主









　カノンの話を聞いても、何だか私はふわふわした心地のままだった。

　自分が何者なのかよくわからない感覚がある。

　見た目は一華なのに、心の中はマキア・オディリールの時から地続きのようで。

　でも、マキリエの時代の記憶や感情もちゃんとあって。

　さっき聞いた神話時代の記憶は全く覚えていないのだけれど、ここにそれが加わったら、もう訳が分からないでしょうね。

　カノンは良く、そんなに幾つもの時代の記憶を抱えこんでいられるものだわ。

　自分が何者なのか、分からなくなる瞬間は無いのかしら……

「だから、名前が必要なのかしら」

　誰しも、生まれてきた瞬間は、何者でもないのかしら。

　名前を付けてもらえると、今の自分が確定するのかしら。

　だからメイデーアでは、名前がとても重要だったのかしら。

　だからカノンも、トールも、私の付けた名前を大事にしてくれていたのかな。

「今の私の名前は、一華なのかしら。それともマキアなのかしら」

　いや、きっと今の自分は、名前がない状態だ。

　私は、私は……

　私はいったい誰なんだろう。







　私はカノンと共にいたマンションの一室を出て、至って平和なアスファルトの道を歩き、最寄りの駅に向かう。

　どうやら私は湾岸エリアのタワーマンションの上階にいた様だが、この辺は一華時代にもほとんど来たことが無く、自分の住んでいた街にどう行けばいいのか少し迷った。

「家を出る前にカノンに聞いておけばよかったわ。スマホも無いし……」

　かつての私が、いかにスマホを頼りに生活していたのかが良く分かる。

　しかしメイデーアという世界には魔法はあってもスマホは無かった。それでも生きていけたのだから、どうにでもなるでしょうと思ったりもする。

　そんなこんなで、駅員さんに行き方を尋ねたりしながら電車に乗り、三十分くらい揺られたり乗り換えたりして、かつて自分が住んでいた土地の、最寄りの駅に降り立った。

「…………」

　ああ……

　すでに何もかもが懐かしい。

　二年経たったとはいえ、駅舎も街並みもほとんど変わっていないし、空気の匂いはこの街独特のもの。

　かつて私はこの街に生まれ、十七年を生きた。

　この体の持ち主であった、一つ前の前世である小田一華は、とても自信のない女の子だったな。

　そう言えば、あんまり家族と仲良く無かった。出来のいい兄と比較されがちだったし、受験なんかも上手うまくいかなくて……

　今思うと、一華っていう名前が合ってなかったのかな。

　名前をつけてくれた両親に失礼過ぎるし、ここはメイデーアでは無いから、名前の相性なんて関係ない気もするけどね。

　二つ前の前世であるマキリエが命名の魔女だったから、そういう風に考えてしまうだけ。

　街並みの変わったところや変わってないところを確かめながら、私の足は、自然と自宅に向かっていた。







　自分の住んでいたマンションの前まで辿たどり着ついた。

　いたって普通の、どこにでもあるような外観の分譲マンションで、私は生まれた時からこのマンションに住んでいた。ちなみに斎さい藤とう徹とおるも同じマンションの住人で、私たちは幼おさな馴な染じみだった。

　私たちが近い場所に生まれたのは、偶然なんだろうか。

　もしかしたらカノンがそうなるようにしてくれていたのかな。そんなことできるのか、分からないけれど。

　今になって胸がバクバクと高鳴る。

　例えばもし、今、私が家族の前に現れたら、家族はどんな反応をするのだろう。

　私、きっと死んだってことになっているだろうから、そりゃあ驚くでしょうね。

　ああ、でも、遺体が無くなった不可思議な事件として扱われているらしいから、行方不明ということになっているのかしら。

　どっちみち驚くわよね。それとも泣いて喜んでくれる？

　分からない。両親や兄がどんな反応をするのか……

　ちょっとだけでも家族の姿を見られたらいいなと思っていたのだけれど、マンションだと住人が部屋にいるのかどうかも分からない。

「あれ……？」

　郵便受けの、私の住んでいた部屋番号の名字の札が〝小田〟から〝松島〟に変わっている。ついでに〝斎藤〟家も調べてみたけれど、そこの名字も変わっている。

　もしかして、小田家も斎藤家も引っ越したのだろうか？

　あんな事件があったから、違う土地に引っ越していてもおかしくない。

　私はどうしようかと迷った挙句、管理人室のガラス窓を叩たたき、管理人さんに尋ねた。

「あの……９０５号室の小田さんは引っ越したのですか？」

　管理人さんは最初こそ訝いぶかしげな顔をしていたけれど、私が学生だったからかあまり警戒されることもなく、

「一年前に引っ越したよ」

　と教えてくれた。流石さすがに引っ越し先までは教えてくれなかったけれど。

「あの、斎藤さんのお家うちも……ですか？」

「ああ。もしかして、あんたあの事件に巻き込まれた子たちの同級生かい？　あんなことがあったから、ここにもマスコミが押しかけて当時は大変だったんだよ。それでどちらのお家も引っ越していったね」

「…………」

　そっか。そりゃそうよね……

　高校の屋上で学生が数人、不審者に刺し殺された事件。

　この現代日本では、かなりショッキングでセンセーショナルな事件だ。

　しかも一人は遺体が消えたりしているし、当時は連日ニュースになったりしたのだろう。

　家族には最後まで迷惑をかけたな。家族の今の姿を一目見られたらと思ったけれど、それはもう諦めた方がいいのかもしれない。

「ん？　ていうか、あんたもしかして……っ」

　あ、やばい。管理人さんに気が付かれたかも。

　私は走って、マンションから立ち去ったのだった。







　トボトボと当てもなく歩いていた。

　誰かに会うつもりでこの街に来たわけではないのに、誰の顔も拝めないとなると、少しショックだった。せめて、元気で暮らしている姿を見たかった。

　それに……

「何だか今になってお腹なかが空いてきたわ」

　目が覚めてからしばらくは、不思議なほどお腹が空いていなかった。ずっと眠っていたから胃腸の機能なんかが鈍っていたのかな。

　でも人間らしく動き回っているからか、まともにお腹が空いてくる。

　私はよく立ち寄っていたコンビニを見かけ、フラッと入る。見慣れたはずのコンビニの商品たちが懐かしく、空腹だったのも相まって、欲しいものに次々に目移りしてしまう。

　だけどやっぱり、おにぎりは必須だ。梅干しと、ツナマヨ。

　せっかく現代日本にいるのだから、本場の味を堪たん能のうしなくては。

　おにぎりをカゴに入れていると、店内に流れていたラジオから、

『本日は五月一日。メーデーです』

　というような声が聞こえてきた。

「今日は……五月一日」

　確か私たちが死んだのも、五月一日だった。

　私たちが死んだことになっているのなら、命日だ。

　斎藤徹だけは遺体が残った。お葬式に出た、お墓参りにも行ったとアイリが言っていたのを聞いたことがある。

「お墓参り……」

　斎藤徹は生まれも育ちもこの街で、斎藤家の墓はよく知るお寺にあった。

　前に斎藤のお祖父じいさんが亡くなった時、私も一緒にお葬式に出て、お墓参りに行ったことがある。お墓のある場所が変わることはあまりないはず。

　誰に会えなくてもいい。

　私は斎藤のお墓に参り、手を合わせたいと思った。







　墓地は高台の上にあり、閑静な住宅街の緩やかな坂道を上る必要がある。その坂道を私は早足で歩いていた。

　今日は良く晴れていて暖かく、とても静かだ。ただ歩いているだけでも心地よい街路樹の木漏れ日や、お日様の匂いを感じ取ることができる。

　時々、親子連れや、学校帰りの小学生たちとすれ違う。すれ違った子どもたちの楽しそうな笑い声が遠ざかっていく。この平穏に胸がざわつく。

　高台の上にあるお寺に辿り着いて、墓地に入った。

　緩やかに漂う線香の匂いがやけに懐かしい。これはメイデーアには、少なくともルスキア王国には無かった匂いだ。

　ここに住み着いている猫が立ち止まり、ジッと私を見ている。

　私はそんな猫を横目に、斎藤家のお墓を、記憶を頼りに探す。

　やがて斎藤家のお墓を見つける。その墓前で手を合わせる人々がいたからだ。

　私は慌てて墓地の木の後ろに隠れ、そこから彼らを見た。

「……斎藤の……家族の人たち」

　おじさんとおばさんと、妹の美み香かちゃんだ。

　おばさんは元々ふっくらした人だったのに、随分と瘦せた印象を受けた。おじさんも白髪が増えた気がする。美香ちゃんは小学生だったのに中学生の制服を着ていて、随分と背が伸びた印象を受けた。

　彼らの表情を見ていたら分かる。

　家族の死にどれほど胸を痛め、喪失感を味わったのか。

　斎藤徹という男子高校生は、私と違って家族ととても仲が良く、ご両親にとっても自慢の息子だっただろう。美香ちゃんもお兄ちゃん子だった。

　墓前で、おばさんは声を上げて泣き出して、それをおじさんが支えている。

　中学の制服を着ている美香ちゃんも、空を仰いで悔しそうにして、静かに泣いている。誰もが、今もまだ悲しみの中にいる。

「…………」

　あの日、あの時、小田一華と斎藤徹、そして田中愛理は学校の屋上で何者かに刺し殺された。私にとってこの世界は、自身が死んだことで、一度完結した世界だった。

　だけど見えなくなったというだけで、この世界は〝私たちが死んだ後〟の世界の時間を、確実に進めている。

　今の私はその犯人も、殺された理由も知っているけれど、こちらの世界の家族たちは事件の真相を知らないまま、大切な人を失ったという絶望だけを背負って生きている。

　本当は、あの人たちの前に出て行って、斎藤徹という男の子が、異世界で生まれ変わっていることを教えてあげたい。少しは救われるのではと思ってしまう。

　だけど、ああ、ダメだ。

　メイデーアという世界を知らなければ、説明なんて一つもできやしない。

　彼らは家族を失った悲しみに浸り、ゆっくりとその気持ちに決着を付けていくべきなのかもしれない。異世界の話なんて何の慰めにもならない。

　私にできることはない。私だって過去の亡霊だ。

　しばらく斎藤家は、最愛の息子を偲しのんで静かに手を合わせていたが、そのうちにその場を離れて去っていった。

　私はずっと木の後ろに隠れていたけれど、誰もいなくなったのを確認してから、斎藤家の墓前に向かった。

「斎藤。久しぶり」

　マキアの人生の後に、小田一華の姿で彼のお墓に参るのは、何だか妙な気分だ。

　メイデーアという世界で、斎藤はトールに転生を果たし、今もまだあちらの世界で生きている。故に、この場所に彼の魂は無い。

　だけど斎藤徹として生きた彼の人生は、確かにここに眠る彼のものだ。

「これ。斎藤が一番好きだったコンビニの梅干しおにぎり」

　私は、先ほどコンビニで買ったおにぎりを墓前に供え、スッと目を閉じ、手を合わせた。

　静かな時間が過ぎていく。

　一華は確かに斎藤徹と言う男の子に恋をしていた。

　梅干しおにぎりは、マキアとトールと、アイリを繫つなぐ重要な役目を果たしたわよ、とちょっと不思議な報告もしておいた。




「…………一華？」




　そんな時だった。背後から声がして、目を開けた。

　その声に覚えがあり、私は少し緊張しながら立ち上がり、振り返る。

　とても懐かしい人が、驚きょう愕がくの顔をして佇たたずんでいた。

「お兄ちゃん」

　そこに立っているのは、小田一華の実の兄・小お田だ一かず哉やだった。

　一華より六つ年上で、二年前は大学生だったけれど、今は社会人なのだろうか。佇まいや顔つき、髪型なんかが大人っぽくなった気がする。

　喪服を着て、墓前に供える花を持っている。斎藤のお墓参りに来たのだろうか。

　行方不明になったはずの私が、こんな所にいたのだから、そりゃあ驚くわよね。

「一華、お前、どうして……っ」

　兄は花を放り出し、私に駆け寄って、肩をつかんだ。

「今までどこに行っていたんだ！　無事だったなら、どうして連絡しなかった！」

　兄は、幽霊でも見たかのような青い顔をしていた。

　生前はあまり仲良しでは無かったけれど、特別仲が悪い訳でも無かった。少し歳としが離れていたし、兄も私に興味がなくほとんど干渉してこなかった。

　だから、今の兄の反応に少し驚かされた。

「母さんも父さんも、ずっと心配してたんだぞ！　俺だって、お前のことずっと捜していて……っ」

　兄は混乱した状態で、怒声にも似た声であれこれ言っている。

　その一方で、私は妙に冷静だった。こんな墓地で騒いでいたら迷惑だと思い、

「お兄ちゃん。こんなところで大きな声を出してはいけないわ。そこのベンチに座って話しましょう？」

　私は兄にそう言った。

　私の口調や雰囲気に違和感を抱いたのか、兄はどこかハッとした表情になる。

「あ、ああ……」

　そして私たちは墓地の傍そばにある休憩用のベンチに座る。

　兄はまだ、私がここにいることに現実感が無いようだが、顔だけはずっと強こわ張ばっているし、何か言いたげでもあった。

「おい、一華、お前」

「あ、待って。さっきからお腹が空いて仕方がないから、おにぎり食べる」

　私は兄の話を遮ってまで、さっきコンビニで買ったツナマヨおにぎりをレジ袋から取り出し、いそいそとフィルムを剝ぐ。

「え？　おにぎり??」

　兄、困惑。

　そんな兄をよそに、私は大きな口を開けて一口食べる。

「うーん、これこれ。コンビニのツナマヨおにぎり！　あっちで作ったのとは、やっぱり全然違うわねえ。日本のコンビニおにぎり独特の味があるっていうか」

　斎藤は梅干し派だったけれど、私と田中さんはツナマヨ派だった。

　メイデーアでも頑張って材料を集めて、可能な限り近い味を目指して作ったけれど、やっぱり本家のおにぎりは違う。懐かしさと、美味おいしさを嚙かみしめる。

「そうだ。お父さんとお母さんは元気？」

　もぐもぐしながら、兄に尋ねた。

　兄は私がツナマヨおにぎりを頰張るところを呆あっ気けにとられて見ていたけれど、私の問いかけによってハッと我に返り、両親の話をし始めた。

「あ、ああ……まあ。元気というか、今は落ち着いていると思う。でも二人は離婚した」

「…………」

「お前が居なくなって、元々あった父さんと母さんの仮面夫婦っぷりが浮き彫りになったんだ。例えば、父さんの不倫だったり、母さんの散財だったり」

「え？　お父さん不倫してたの？　お母さんの散財癖は知ってたけど」

　思わずおにぎりを食べる手を止めて、ギョッと驚いてしまう。

「お前が居なくなって、父さんは不倫相手のところにばかり通うようになったし、帰って来ても母さんと口論してばかりだった。母さんはお前の写真をよく見ていたし……お前が居なくなって、みんな、辛つらかったんだよ」

　私はその話を聞いて、思い切り首を傾かしげた。

「そっか。お父さんとお母さんは大変なことになったのね。お父さんもお母さんも、あんまり私のこと好きそうじゃなかったのに、一応悲しんでくれたのね」

「お前……っ、どうしてそんなことを言うんだ！」

　兄は少し怒ったような声を上げた。

　だけど私はくすくす笑い、

「どうして？　どうしてって、そんなのお兄ちゃんが一番よくわかっているでしょう？　私はいつもお兄ちゃんと比べられていたし、小さなミスや失敗をいつも責められてた」

　父は高学歴のエリートで、あまり家庭的ではない人だった。私にはほとんど興味を示さなかったし、話をしても何だかいつも冷たかった。

　母は出来のいい兄が大好きで、私のテストの点数や、受験の失敗についてを、いつまでも言ってくるような人だった。今思えば私の様な娘では、夫である父に愛想を尽かされると思っていたのかも。お母さん学歴コンプレックスだったのかな……

　今ならば、色々と見えてくるものがある。

　以前は、私が自分の問題に必死だったから、あんまり見えていなかっただけで。

「お前、まさかそれで……行方不明を装った家出のつもりだったのか？　今までどこか、誰かの家にでもいたのか？　男か？」

　兄は徐々に「ふざけるな」と言いたげな表情になっていく。

　だけど私は涼しい顔をして「まさか」と笑った。

「一華はあの時、確かに一度死んだわよ。がっつり刺されたし、めちゃくちゃ痛かったし、学校の屋上から落ちた訳だしね。そもそも私が落ちたところをグラウンドにいた人たちが何人も見ているのでしょう？　普通、生きていられるわけがないわ。即死よ」

　私は明るい口調であっさりと言ってのけた。

　まあ、実際は落ちた先にカノンが転移魔法を仕掛けていて、私の遺体はそのままカノンのラボに運ばれたみたいだけど。

「……お前、本当に一華か？」

　兄はいよいよ私を疑い出した。

「お前は誰だ」

　それは当然の疑問に思えた。

「……んー」

　私はツナマヨおにぎりを食べてしまいながら、

「そうね。やっぱり私はもう一華じゃないみたい」

　ポツリと呟つぶやいた。

「お兄ちゃんの知っている一華が、違う人生を一つ挟んだってだけ。一華だって、両親に愛されて自信を持って生きていたら、きっと今の私のような性格になったでしょうね」

「お前、何を言って……」

「一華は自己肯定感低かったし、何も言い返せない子だったからねえ。お兄ちゃんも特に助けてくれなかったし」

　兄の表情が変わった。何だか痛いところを突かれたような、妙な歯がゆさを感じているような、そんな表情だ。

　おそらく一華はこんなキツいこと言わないでしょうからね。

「ふ……っ、ふざけたことを言うな！　お前がいなくなって、俺たちがどれほど苦しんだと思っている！　犯人も見つからなかったし、生きているのか死んでいるのかも分からない。お前が奇妙な失踪をしたから、俺たち家族はマスコミに追われまくったし、変な噂うわさを立てられたりもして、日常を送れなくなった。こんなことなら……っ」

「遺体がちゃんと見つかって、一華は殺されたんだって分かった方が良かった？」

　斎藤のように？

　私が冷ややかな横目で見ていたからか、兄はゾッとしたような、図星を突かれたような顔をしていた。多分なのだけれど、兄がそう思っていると言うよりは、家族の誰かがこれに近いことを言ったことがあるのだと思う。

　兄はどこか動揺した様子で、

「な、何言ってんだ。そんなことない。父さんも母さんもずっと気に病んでいた」

「…………」

「少なくとも俺は、お前がどんな怖い目にあったのかと想像するだけで、しばらくずっとキツかったよ」

　兄はいよいよ頭を抱えた。

　そうね。兄は私のことを心配してくれていた。それは本当のことだと思う。

「でもね。そんなこと言うなら、生きている間に、精一杯大切にしてあげてよ」

「…………」

「生きている間に守ってあげてよ。愛して抱きしめて、大好きだって言ってあげて」

「一華」

「いなくなってから後悔したって、もう遅いのだから」

　私は眉を寄せて微ほほ笑えんだ。それはある意味で、自分への皮肉でもあるから。

　兄はグッと表情を歪ゆがめ、どこか情けない顔をして、無言になる。

　私はベンチからスッと立ち上がった。

「ありがとう、お兄ちゃん。お兄ちゃんは斎藤のお墓参りに来てくれたし、一華のことも忘れずにいてくれた」

　私も別に、両親や兄を恨んでいる訳ではない。幸せになって欲しいと思っている。

「長い間、苦しめてごめんね。でももう大丈夫。一華のことは、もう忘れていいから。死んだってことにしていいから」

「……は？　これからどうするんだ、一華」

「行きたいところに行くわ」

「母さんや父さんに会わないのか？」

「会わないわ」

　会ってしまったら、ますます〝私〟がその人生を壊してしまう気がする。

　家族が一華の死を確定できない気持ち悪さ、未来に向かっていけない辛さを、終わらせてあげないといけない気がする。

「待て、一華!?　待ってくれ。どこに行くんだ……っ」

　兄も立ち上がる。そして私を引き留めようと腕を取る。

「戻って来てくれ、一華！」

　必死に訴えかける兄の腕を、思い切り振り払った。

　睨にらむでも笑いかけるでもなく、ただただ、力強い眼まな差ざしで兄を見つめる。

　こんな眼差しを妹の私に向けられたことのない兄は怯ひるんだ。恐れすら抱いたかもしれない。身動きすら取れなくなっている。

「じゃあね、お兄ちゃん」

　私は兄からフッと視線を逸そらし、彼から遠ざかる。

　やがて墓地を出て、駆け出した。後ろから兄が追いかけて来ていて、何か叫んだり謝ったりしていたけれど、私は振り返りもしないし、絶対に立ち止まらない。

「幸せになってね……お兄ちゃん……」

　会えて良かった。

　だけど、きっともう二度と会う事はないだろう。

　小田一華の人生に未練はなく、私はこちらの世界をもう一度置き去りにする。

　そして、最後に行き着く場所に至るのだ。







　しばらく全速力で兄から逃げ、私は少し疲れていたが、足が自然とかつて通っていた高校に向かっていた。

　ぼんやりとしていた。久々に兄と話をして、少し疲れていた。

　途中、駅前でチラシを配っていた女性にそれを差し出され、受け取ってしまう。

「……アイリ？」

　そのチラシには、ある女子高生について情報を求めている、捜しているという旨と共に、アイリの写真が載っていた。二年前の今日に起こった事件についても書かれていて、私は思わず振り返る。

　駅前でチラシを配っていたのは、おそらくアイリの母親だろう。

　聞いていた話だと結構派手な人なのかなと思っていたけれど、一生懸命チラシを配っている人は、何だかとてもやつれていて、それでも必死に人々に声をかけていた。

「アイリ。あなたのお母さんは、あなたの帰りを待っているわよ……」

　私はそのチラシを折りたたみ、制服のポケットに入れた。

　そして再び進む。

　二年前の私たちが死んだあの場所へ──







　あの日、カノンはどんな気持ちで私たちを殺したのだろう。

　カノンは残された家族がめちゃくちゃになり、一生、酷ひどい悲しみと苦しみを背負うことになるとわかっていたと思う。

　それでも何度も、何度も、何度も、私たちを殺さなければならなかった。

「……この屋上で、私たちは死んだのだわ」

　私は通っていた高校に着くと、校舎に入り、屋上への階段を上る。

　あの日と同じ放課後の時間帯。

　制服姿だったので問題なく入ることができたし、同級生は一人もいないので、誰も私に気づかなかった。私のことを知る先生に会う事も無かった。

　そして屋上のドアを開ける。

「…………」

　あの日も今日のような、真っ赤な夕焼け空だった。

　あの日もグラウンドで活動する運動部の威勢のいい掛け声が聞こえていた。

　何気ない日々。何気ない青春の一幕。

　私たちの青春も、そんなありふれた学生生活のごく一部だった。

　私は一世一代の告白をしようとして、この屋上にやって来て、斎藤と田中さんが血を流して倒れているという、まるで想像もしていなかった光景を目の当たりにしたのだった。

　そして……

「あなた、とんでもない不審者だったのよ」

　カノンと出会った。

　あの時は名前すら知らなかった。

　その赤い瞳を恐ろしいと思った。

　あんな形で、小田一華の人生が終わるなんて思ってもみなかった。

「あの時は、自分がなぜ殺されたのか、全く分からなかったわね」

　すでにそこにいたカノンに対し、私はポツリポツリと言葉を零こぼしていた。

　私は彼の傍そばに立つ。

　フェンスの際で、あの時と同じ景色を、同じ殺人鬼と見ている。

「でも、ここで私を殺した時、あなたはまるで躊躇ためらわなかったわね」

「それが、お前との約束だったからな」

　何度生まれ変わっても、俺はお前を必ず殺す──

　今ならば、あの時のカノンの言葉の意味もわかる。

　マキリエは、何度殺されても、最後に辿たどり着つく場所でカノンが幸せならいいと、そう願ったから。

　二年前の五月一日。

　命の終わる瞬間に聞いた、その不思議な世界の名前を、今の私は知っている。

「メイデーア……」

　懐かしい、私の魂の故郷。

　私が最後に辿り着く場所。

「私、メイデーアに帰るわ」

「…………」

「だって、この世界にはもう、私がいる意味がないもの」

　この世界に残れば、苦しいことも悲しいこともない、平穏な日常を送れるかもしれない。

　だけどきっと、心のどこかで、メイデーアという世界への郷愁に囚とらわれ続けるに決まっている。あちらの世界の人々を忘れることなどできない。

　私の魂の故郷は、やはりメイデーアなのだ。

　世界が違う。名前が違う。

　自分が何者なのか分からないのは、誰だって苦しい。

「だけどメイデーアに戻れば、大切な人たちに、もう一度会いに行くことができるのよ」

　たとえもう、みんなが愛してくれたマキア・オディリールでなくても。

　それでも私は、もう一度あの世界で、みんなに会いたい。

　私が、必ず、みんなを探しに行く。

　そしてトールに、もう一度、あなたのことが大好きだって告白できたなら……

「そう言うだろうとは思っていた。平穏に生きて欲しいと願っても、それを受け付けないのが……君だから」

　カノンはどこか物憂げに目を伏せ、そしてフッと小さく笑う。

　あまり笑わない人だから、それが何だか新鮮だった。

　しかし顔を上げた時にはもう、感情を感じさせない死神の赤い目をしており、厳格な口調で私に告げる。

「これよりお前をメイデーアに召喚する。地球の肉体を持ってメイデーアに召喚されることで、お前にはメイデーアの世界の法則の一つである〝救世主〟が適用される」

「……ええ」

「救世主が適用されると、お前には大魔術師ロードクラスを殺せる権限が与えられる。大魔術師の一人でありながら救世主でもある。お前は歴代で、最もイレギュラーな、名前のない救世主となるだろう」

　カノンはひと呼吸を置いて、唱えた。

「それはあの世界において誰にも予想できなかった存在……世界の法則を壊す者だ」

　私はジワリと目を見開いた。

　世界の法則を壊す者。

　かつてカノンはマキリエに、世界の法則を壊してくれと、泣きながら訴えた。

「あなた、もしかしてずっとこれを狙ってたの？」

　カノンはきっと、一筋縄ではいかないあの世界を相手に、最大のどんでん返しを仕掛けるために、何度も私を殺し、救世主に仕立て上げた。

「何となく聞いておきたいんだけど、なぜ、わざわざ一度私をメイデーアに転生させたの？　私を救世主にしたかったのなら、最初から、一華をアイリのように召喚すればよかったんじゃない？　マキアの時代を作ったのは、結局、私の遺骸を聖地の棺ひつぎに納めるため？」

「それもあるが、お前がマキリエの力と記憶を持ち、救世主としてあの世界に再登場するならば、そこに世界の法則を壊す隙間が生まれると思った」

　まあ確かに、死んだと思った人がまた現れたら、敵も味方も、世界すらもびっくりするわよね。

「それに、何の思い入れもない世界を、大切な人のいない世界を本気で救おうとする救世主はいない。お前にはマキア・オディリールとして過ごした、メイデーアでの物語が存在する。人との繫つながり、記憶の積み重ね、愛こそが、人を強くする」

　その台詞せりふに、私は僅かに目を見開いた。

「……あなたがそんな人間らしいことを言うなんてね」

「そうだな。だがメイデーアにおいて〝奇跡〟を起こす魔法……ゼロをイチにする魔法を生み出すのは、いつも愛だ。俺は今までの歴史の中で、何度かその魔法を見たことがある」

　カノンは改めて私に向き直る。

「お前はすでに、その魔法を何度か使っている。自覚は無いだろうが」

　そう言って、カノンは私にあるものを差し出した。

「これ……」

　カノンやアイリが持っている、金の短剣。

「これは俺が救世主に与える神器だ。救世主の分だけコピーできる」

「これが、大魔術師を殺せる武器って訳ね」

「ああ。剣を鞘さやから抜けば姿を隠すこともできる。どう使うかはお前次第だ」

　かつては警戒の対象でしか無かったその金の短剣。私はそれを恐る恐る受け取り、まじまじと見つめていたら、カノンが不意打ちのように、私の頭にあるものを載せた。

「わっ、これ！」

　それはかつて、紅の魔女マキリエが被かぶっていたトンガリ帽子だった。

「持ってきていたの？　びっくり」

「その帽子は、何度かマキリエの糸の魔法で修繕されており、血と髪を用いた魔法が蓄積されている。自分が何者か分からなくなった時は、その帽子を深く被るといい。マキリエは命名の魔女だった。そのうちに、お前の本当の名前を導き出してくれる」

　カノンは何だか、マキリエのことは心底信頼しているよう。

　それだけでウッと涙が込み上げてくるけれど、何とか堪える。

　私が泣くのを堪えていると、カノンはまた手品のように手の上にあるものを出現させ、私にそれを差し出した。私はそれを見てまたまた驚く。

「あっ、それ。黒の魔王のバスケット!?」

「これも持っていけ。必要なものはこれに揃そろえてある。数日分の食料と、マキア・オディリールの私物もこの中に入れているから、後で調べてみるといい」

「あなた……意外とマメね」

　それはマキアが、常日頃愛用していた魔法のバスケット。

　かつて紅の魔女が、初恋の人である黒の魔王に貰もらった大切な宝物だ。

　私はマキリエの帽子を被り、マキアの大事なバスケットと、金の短剣を携えて、カノンを強い視線で見上げお礼を言う。

「ありがとう、カノン」

「…………」

「私を殺すのを躊躇ためらわないでくれて」

　本当は誰も殺したく無かっただろうに。

　この瞬間のために、ずっと耐えて、頑張ってくれて。

「おかげで私は、私の大切な人たちを救う力を手に入れたわ」

　私は私の大切な人たちを、一人残らず救ってみせる。

　その中には、カノン、あなただっているのよ。

「ねえ、カノン。また会えるかしら」

「ああ。すぐに俺もメイデーアに戻る。だがお前は最初に、あの世界で一番好きな男に会いに行け」

「…………」

「俺も最初に、シャトマに会いに行く」

　彼のその眼まな差ざしに、かつてのカノンとは違う頼もしさを感じ、私はゆっくりと目を細めた。

　いい男に育ったわね、カノン。それでこそ自慢の我が子よ。

　なんていう親子ごっこも、そろそろ卒業しなくてはいけないかもしれない……

　私たちはもう対等な関係であり、秘密と目的を共有する協力者だ。私はカノンの前を横切るようにして、一歩を踏み出した。

「行ってくるわね、カノン」

「ああ、行ってこい」

　カノンを通り過ぎると、周囲の景色が一気に塗り替わる。

　そこはもう学校の屋上ではなく、巨大な湖のど真ん中。

　どこまでも青い空が映り込んだ水平線。その上に私は立っている。

　振り返るとカノンはもうそこにはおらず、私がその世界をぐるりと見渡すうちに、空の色は青空から茜あかね色いろに変わり、そして瞬く間に星空に変わる。

　星の大湖。すでに無くなったはずの場所。

　そこは世界の境界線。

　人が異世界を行き来する時に必ず降り立つ場所であり、この真下に、世界の法則が封じられている。

「……見てなさい。そのうちに私が絶対、壊すから」

　そう言いながら、自然と涙が溢あふれた。

　だけど歯を食いしばり、水面を踏みしめ、前へ、前へと進む。

　そのうちに、天が弧を描くように動き出した。

　数多あまたの星が、やがて怖いくらいに流れ落ち始める。高らかな音が世界に響く。

　ああ、これは福音だ。

　メイデーアという世界に救世主が召喚される時に、まるで祝福のように響き渡る音色だ。

　前に一度この音を聞いた時は、胸騒ぎがして仕方がなかった。何も知らずにいたのに、始まってしまった物語があると、幼い心で感じ取ったものだ。




「扉……」




　気がつけば、水面の上に浮かぶ〝扉〟があった。

　私は扉の前に立ち、そのドアノブに手をかける。一度目を閉じ、深呼吸をして、ゆっくりと瞼まぶたを上げる。

　さあ。

　扉の向こうの物語を、再び始めましょう。

　メイデーアという世界に、大どんでん返しをしでかしましょう。

　戦争を止めなければ。

　親友のレピスを助けなければ。

　子孫であるトワイライトの魔術師たちを叱ってやらなければ。

　今もまだ法則に縛られるカノンを、解放してやらなければ。

　そして、大好きなトールに、もう一度「愛している」と言えたなら──

「そういえば、私はこの先、他人に何と名乗ればいいのかしら？」

　いや……

　メイデーアにいれば、自分の名前は、自おのずと導き出されるだろう。




　私は扉を開く。

　救いたいものを、全て、救いに行くために。

　私は──名前のない救世主だ。











＊＊＊






「うわあ、やってるわねえ……」

　そこは確かにメイデーア。

　だけど、私が世界の境界線を越えて最初に降り立ったのは、メイデーアのどこだか分からない知らない荒野。

　さっき轟ごう々ごうと音がしたので空を仰いだら、巨大な飛行艇が火を噴きながら荒野のど真ん中に墜落した。遠い場所だったのに、その衝撃と爆風がここまでやってきて、私の髪を靡なびかせる。

　私は帽子を押さえながら、一筋縄ではいかないこの世界を、今一度仰ぎ見た。




　後に私は、知ることになる。

　この世界はマキア・オディリールが死んで二年が経たち、すでに──開戦していた。











あとがき









　おひさしぶりです。友ゆう麻ま碧みどりです。

　メイデーア転生物語第７巻を読んでいただきまして、誠にありがとうございます。




　この作品、まるで登山のような執筆です。書いている時はひたすらしんどいのですが、一冊を書き切った後の爽快感は他シリーズの比ではありません……

　さて、そんなメイデーア転生物語も、はや７巻。

　ウェブ版を先に読んでくださっていた方には、いつかやってくるこの展開をヒヤヒヤして待っていただいていたかと思うのですが、書籍版から読んでくださっていた方々には色々とびっくりさせてしまったかもしれません。まさか主人公が……（自主規制）

　６、７巻と物語の核心に迫る展開が続いておりましたが、ここからはずっとこんな感じで、毎巻クライマックスかなと思います。

　次巻から最終章が始まり、いよいよ全ての始まり、神話時代の謎にも迫っていく訳ですが……まだ出てきていない大魔術師もいますし後回しにした各キャラのエピソードもありますので、もうしばらくお付き合いいただけますと幸いです。

　名前のない救世主の反撃。そしてメイデーアの大どんでん返しを、お楽しみに！




　担当編集さま。今回も大変大変お世話になりました。ギリギリのスケジュールの中、的確な原稿チェックを本当にありがとうございました。そして富ふ士じ見みＬ文庫十周年、誠におめでとうございます！

　イラストレーターの雨あま壱いち絵え穹そら先生。７巻の表紙は、まるで１巻の表紙に対するアンサーのようです。見つめ合うトールとマキアに泣いてしまいます。素晴らしいイラストを本当にありがとうございました！

　最後に読者の皆さま。ここまでついてきて下さいまして本当にありがとうございます。

　衝撃の事実に、悲しい展開も多々ありますが、これは救いの物語。最後にそう思えるお話をお届けできるよう頑張ります。第８巻でも、皆さまにお会いできますように。
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